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　七月二十三日──二十四節気の大暑。







　真っ暗な座ざ敷しきの中央で、耀あき姫ひめは身を固くして正座していた。




　彼女の姿だけ、なぜか闇やみの中に浮かび上がって見える。

　まるでスポットライトを当てたかのように。




　耀姫は膝ひざの上に両手を置き、ぎゅっと強く握にぎりしめていた。よほど緊きん張ちようしているのだろうか。ただしその表情は、むっつりふくれたちょっと可愛かわいい拗すね顔であったけれど。

「ね、エアコンくらいつけてくれない？　あっついし！」

　闇に沈しずむ周囲に向かって、耀姫はいい放った。

　しかし抗議に応こたえる声はなく、ますます耀姫はふくれっ面つらになる。

「だいたい、勝手に呼びつけといてダンマリってなによね。いいたいことがあるなら、はっきり、いえ─────────────────っ！」

　耀姫が叫さけんだ瞬しゆん間かんふいに風が巻き起こり、ざわっ！　と闇が一いつ瞬しゆん吹き払はらわれた。

　広い座敷のそこここに、多種多様な古めかしい衣装の人影がひしめく光景が現れる。

　だが即座に闇やみが戻もどり、再び桟さ敷じきは耀あき姫ひめ一人を残して暗くなった。

　むうっと耀姫は頰ほおをふくらませる。

『……先の水害』

　闇の中から、ぽつりとしわがれた老人の声が生まれた。

『幸いに人ひと死じには出なんだが、ずいぶんと地が荒れもうした』

　年配の女性と若い少年の声が、その後に続いた。

『有あ里り間ま区は、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみどのの管かん轄かつでござろう』

『適当な掌しよう理りでは、他ほかの土地が迷めい惑わくするんじゃがな』

「ったって、しょーがないじゃんっ！」

　耀姫は、ぱん！　と膝ひざに両手を叩たたきつけて叫さけんだ。

「天災は自然の成り行きでしょ。神さまったって、万能じゃないんだからね！」

『ただの天災ならば、誰も責めてはござらんなあ』

　のんびりした老ろう婆ばの声のつぶやきに、ぐっと耀姫は言葉に詰つまった。

「……だったら、どうしろってのよ」

『あの〝ねこがみ〟と、鰹かつお屋や広ひろ人とをいかようするつもりじゃ』

「気にしないでよ。ちゃんと監かん視ししてるし」

『ただ相手の家に入り浸びたっておるだけと、聞きもうしたが……天てん神じん様さまから』

　はっと耀姫は息を吞のむと、ギッ！　と背後をにらみつけた。

「どういうつもりよ、みっちゃん！」

　ふわっと耀姫の後方が明るくなる。

　眼鏡めがねをかけたスーツ姿の冷然とした青年が、壁際で背筋を伸のばして座ざしていた。

「紛まぎれもない事実でしょう」

　くい、と眼鏡のブリッジを指で押し上げ、みっちゃんこと天神様こと菅すが原わら道みち真ざね公は、冷ややかにいい返した。

「見張るどころか、妖あやかしどもと娯ご楽らくに興じ、食事も風ふ呂ろも無む償しようでともにしているのでは」

「いーじゃん、暇ひまつぶしのティッシュボックスルーレットくらい！　それにタダじゃないし。ちゃんとお菓子だって神社で貰もらったお土産みやげだって持っていくし」

『信者からの供く物もつを、疫えき神じんかも分からぬものに与えもうしたか』

　闇からの険けわしい声に、はっと耀姫は言葉を吞んだ。

「な、なによ。あたしが貰もらった物をあたしがどうしようと勝手だし！」

　ざわめきが大きくなる。反発と非難にも似た響ひびきがその中に感じられる。

『埒らちが明かぬわい……ところで、じゃ』

　ふうと老人の声は吐と息いきをつくと、もったいぶるようにいった。

『先の水害の後、とんでもないことが起きての』

「なによ」

『あの鰹かつお屋や広ひろ人との祖母、霊れい能のう者しやおりん』

　闇やみの中に、かすかに光る双そう眸ぼうがふっと現れた。

『あれが封じた恐おそろしい妖あやかしが──解き放たれた』

　音が消える。

　どこか余よ裕ゆうだった耀あき姫ひめの態度が固くなる。

　老ろう婆ばの声が、彼女を追い打つように続く。

『封じられてようよう六十年を超えたかどうか。荒あら魂みたまが大人おとなしゅうなるにはまだまだ時が足らぬ。あれが気配を消して忍しのべば、我ら土と地ち神がみでも探さぐり出すのは容易ではござらん』

　耀姫はごくりと喉のどを鳴らし、おそるおそる訊きいた。

「そいつの正体って、なに」

『八や百おの眷けん属ぞくを従え、多くの人心をのぞいて惑まどわし、世を乱した大妖よう怪かい』

　老人のささやきが、闇に大きく響ひびく。




『……刑部おさかべ姫ひめ』
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「…………………………あ、づ、い」

　ここは鰹かつお屋や広ひろ人との住まい、グランパレス有あ里り間ま一○一号室。

　夏も真っ盛りの七月最終週の月曜日。

　照りつける陽ひ射ざしは半はん端ぱなく容よう赦しやなく、窓を開けても熱気ばかりが侵しん入にゆうしてくる。

　必然エアコン大全開、節電なにそれ美味おいしいのが普通の感覚だ。

　ところがいまこの一室は、不快指数メーターぶっちぎりの勢いで蒸し暑かった。

「この、時期に、エアコン故障とか、もう」

　広人はタンクトップに短パンの超ダルい格好で六畳じよう間の壁にもたれ、古くて黄ばんだ団扇うちわでよたよた温い風を扇あおぎながら、息も絶え絶えにつぶやいた。

　連日続く猛もう暑しよ日びと熱帯夜。加えて増えた住民のせいで冷房フル稼か働どう。

　おかげで祖母が存命の時代に設置された旧式エアコンは、見事にイカレてしまった。

　この時期家電メーカーは大おお忙いそがし。さらに二十年近く前の旧式と来ては部品調達すらも危うい状況。大おお家やを通して修理を申しん請せい中だが、この分では夏を越して秋になりそうだ。

「あの、みんな、だいじょうぶ？」

　広ひろ人とは汗あせを垂らしながら、玄げん関かんに通じる狭せまいフローリングの廊ろう下かをのぞきこんだ。

「あ……、つい……、の、よ」「ぐ、るにゃー」

　蛇へび幼よう女じよ夜や刀とがぺったり廊下にうつぶせに倒れ、その横でデブ猫ねこモサコさんが猫の開き状態で平たくなっている。広人は可哀かわい想そうになり、団扇うちわで二人をばっさばっさ扇あおいでやった。

「ねこがみさま、ユキメさんはどうです」

　扇ぎつつ、広人はユニットバスの扉とびらを小さく開けた。

　とたん、目が覚めるような冷気が流れ出てくる。いや冷気というより一気にシベリア氷点下の世界が開いた気がした。

「だ、だだ、だい、じょ、ぶ、ですぞ？」

「あああ、開けないで、くださ、ぁい……ドア……」

　氷と雪の固まりがあふれる狭せまいバスタブに、脱だつ力りよくした雪女じよ郎ろうユキメが埋うまっていた。

　その脇で、鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみねこがみさまはジャージの上からユキメに抱だきつかれ震ふるえている。霊れい力りよくを分け与え、暑さに弱い雪女郎の妖よう力りよくを増してやるためだ。

　しかし歯の根は合わず、銀ぎん髪ぱつは霜しもの粉をかぶり、顔は血の気が引いて真っ白である。

「すす、すみません、ユキメさん！　それ以上だとねこがみさまが凍とう死しします！」

　広人はねこがみさまに負けず劣おとらず真まっ青さおになって飛び込んだ。

「わ、われ、はっ、だだ、だいじょ」

「どう見たって大だい丈じよう夫ぶから三億年は隔へだたってますよ！」

　広人は大おお慌あわてでねこがみさまを抱きかかえて外に出ると、ユニットバスのドアをぴしゃりと閉めた。ねこがみさまは廊下の蒸し暑い空気にほっと息をする。

「あ、温かい……のでありまする、はふぅ」

「ほら、やっぱり凍死寸前だったじゃないですか」

　広人はバスタオルを取ってきてねこがみさまをくるみ、肩かたや腕うでや手をこすって温めてやった。ようやくねこがみさま表情をゆるめ、小さく微笑ほほえむ。

「わ、われは、神さまですから、死んだりしませぬぞ？」

「いまにも死にそうな顔でしたよ、まったく。神さまが本当に死なないかどうか、俺おれは実地に試したくないですからね」

「だって、ユキメが可哀想でありまする」

「そうはいってもこのままじゃ……守もり宮みやさん、なにかいい解決方法ないですかね」

　広人が振り返ると、忠実な家や守もりの守宮は玄げん関かん先できちっと正座してドアと対たい峙じしていた。

「そんなかしこまらなくてもこんな暑い日、誰も来ませんよ」

　苦笑して声をかけるが、守宮は微び動どうだにしない。

　不ふ審しんに思って広人は背後に歩み寄り、ぽんと肩を叩たたいた。ところがその瞬しゆん間かん、

「えっ……ええええ─────────っ!?」

　ぐらりと守もり宮みやの体が斜ななめに傾かしいで、壁にがつん！　とぶち当たった。

「気絶してる!?　もっ、守宮さん!?　ねえ、守宮さん！」

　爽さわやか笑顔のまま気を失う守宮の肩かたをつかみ、広ひろ人とは必死に揺ゆさぶった。

「だらしないですわね、皆様」

　頭上から声が降ってきた。はっと広人が振り仰あおぐと、薄うす手でで袖そで無なしの甘あまロリ服に着替えた天てん井じよう下さがりミミが、涼すずしげな顔でこちらを見下ろしている。

「たかが夏の暑さくらいでへこたれるなんて、気合いが足りませんわよ」

「あの、ミミさんは暑くないんですか」

「甘ロリ服を侮あなどらないでいただきますかしら。パニエにレースにいくつも重ねて年中過ごすんですのよ。暑さには耐性はできてますの……とはいえ少々へきえきですわね」

　すとん、とミミは軽やかに降り立つとすたすた冷蔵庫に歩み寄り、中から保冷剤ざいを取り出して広人が抱だきかかえる守宮の顔面に向かっていきなり、びったん！　と叩たたきつけた。

「ほ、ほわあああああっ!?」

　効果テキメン、保冷剤を額に張り付けて守宮は跳はね起きる。

「困りますわよ、守宮さん。鰹かつお屋や家けを守る家や守もりがそんな不ぶ様ざまな有り様で」

「えっ、あ、は!?　も、申し訳ございません、広人様！」

　慌あわてて守宮はその場に平へい伏ふくした。その拍ひよう子しに保冷剤がぺとっと床ゆかに落ちる。

「ほら、夜や刀とさんもだらしがありませんわよ」

　ミミはすかさず保冷剤を拾い上げ、スポーツタオルにくるむと、夜刀の首筋に当てた。

「ひ？　ひゃぅっ、つ、冷たい、のよ？」

　ぱっと頭を上げる夜刀に、ミミが悠ゆう然ぜんとほほ笑む。

「目が覚めましたかしら。しばらくそれを首の後ろに当ててらして」

「冷たくて気持ちいいけど、タオルごと首に巻くのよ？　みっともないのよ」

「贅ぜい沢たくいわないんですのよ。モサコさん、これはいかが」

　ミミは少し大きめの保冷剤をバスタオルにくるんで床ゆかに置くと、モサコさんを抱っこしてその上に乗せる。モサコさんは開き状態からぱちくりと瞬まばたきして身を起こした。

「もともと熱帯の生き物ですから、そう心配することもないでしょうけど」

「あれ、そんなに保冷剤って取ってありましたっけ」

「おりん様のご実家から届くクール便に入ってましたの。家や主ぬしったら平気で捨てておしまいになるんですもの。こういうのはいくつか取っておけば役に立ちますわ」

　ミミの頼もしさに、広人はひそかに感かん嘆たんする。

　ＧＷのバスケ対決のときは司し令れい塔とうだったし、金きん狐この屋や敷しきに突とつ入にゆうした際は偵てい察さつとして素早く状況を把は握あくしていたし、他ほかのみんなとは立ち位置が違う分冷静で、意外に切れ者だ。

「守もり宮みやさん、熱いお茶でも煎いれていただけますこと」

「この蒸し暑さで熱いお茶でございますか？　冷蔵庫に冷えたお茶がございますが」

「冷えたお茶では喉のどごしよすぎて際さい限げんなく飲んでしまいますでしょ。ねこがみさまの体を温めるためにも、熱いお茶にしていただけますかしら」

「は、はあ。さようでございますか」

　正気に戻った守宮が手早くお茶を淹いれてテーブルに出す。白い湯ゆ気げが立ち上る湯飲みを前に、広ひろ人とたちは顔を見合わせた。この暑さに熱いお茶とは、我が慢まん大会と同レベル。

「はぁふ、凍こおった体がだんだん戻もどってきたのでありまする」

　ねこがみさまだけは嬉うれしそうにお茶を口にし、ほっとした表情だ。

　ためらう広人たちをよそに、ミミはユニットバスの扉とびらを開ける。

「失礼しますわね、ユキメさん。いかが？」

「あぁあん……こ、氷が溶とけてきましたぁ……」

「ちょうどいいですわね。タオル湿しめらせていただきますわ」

「ええ、ミミさんひどいですぅ」

　息も絶え絶えなユキメをよそに、ミミはさっさとタオルを冷水にひたして絞しぼると、熱いお茶に汗あせを流しながらすする広人たちにそのタオルを差し出した。

「これで汗をお拭ふきになって。そうそう、窓と玄げん関かんを開けて風を通しますわ」

　ミミがてきぱきと窓や玄関ドアを開け放つと、流れる風が部屋を吹き抜けた。冷たいタオルで汗を拭けば、風の効果も相まってなかなか涼しい。

　広人やねこがみさま、夜や刀とや守宮は、その涼しさをほんわか顔で堪たん能のうする。

「いやあ、ミミさんのおかげで涼りようが得られましたね」

「頼もしいのでありまするが、なんとなく調子が狂いまするぞ」

「ミミは実はそれなりに気がつくし働き者なのよ？」

「調子が狂うとかそれなりとかどういうことですの。まったく失礼ですわね」

「はは、でもおりん様が存命の頃も、ミミどのがいざとなると一番の働き者でした」

「仕方ありませんでしょ。いつも率先して働くはずの家や主ぬしがダウンなさるんですもの」

　つんと気取って澄すました態度を取るミミに、広人は感心した声をかける。

「ミミさんって、よく見てくれてるんですね。俺おれたちのこと」

「ええ、いつも天てん井じようから丸見えですわよ……って、なんですのその顔」

「いえ、別に」

　広人は自然に浮かぶ笑顔でミミを見つめた。

　先の水害で、危うく鰹かつお屋や家けが分断されかけたことが我知らず思い返される。

　そんな危機を乗り越え、こうしてみんなでテーブルを囲んでのんびりできること。

　自分に何かあっても、ちゃんと助けて支えてくれる存在があること。

　その事実に、広ひろ人とはどれほどか救われているだろう。

　一見些さ細さいなことであっても、寂さびしい生活が当然だった彼にとっては、一つ一つのできごとが当たり前のようで決して当たり前ではなかったのだ。

「広人、とっても嬉うれしそうなのです」

　ねこがみさまが広人を見上げ、こぼれるような笑顔を見せた。

「広人が幸せだと、われも幸せなのでありまする！」

　その笑顔がこの上なく愛らしくて、広人はますます胸がいっぱいになる心地がした。

　思わず手を伸のばすと、ねこがみさまはふわふわの猫ねこ耳みみを倒してその手を受け入れる。

　頭頂部をぐりぐり撫なで撫でしてやれば、ねこがみさまはいまにもごろごろ喉のどを鳴らしそうなとろける至し福ふくの表情になって、広人はもう可愛かわいくて可愛くてどうしようもない。

「あぁん、ひどいですぅ……ユキメも仲間に入れてくださぁい」

　弱々しい声がユニットバスから響ひびいてきて、慌あわててねこがみさまが立ち上がった。

「むろんですぞ、いま助けに参りまする！」

「ちょっと待った、ねこがみさま。ジャージ一枚は凍とう死しコースですよ！」

　あたふたねこがみさまを追いかける広人の後に、モサコさんの「ぐるにゃぁーん」というのんびりした鳴き声が上がった。ミミは頰ほおに指を当て、呆あきれ顔でその様子を眺ながめる。

「落ち着きませんこと。エアコンがさっさと直ればよろしいですのに」

「外に水打ちしてまいりましょうか。涼りようが増すと思いますので」

　守もり宮みやは頭を下げて出ていった。夜や刀とはずずずと温いお茶をすすり、ミミを見上げる。

「落ち着かないっていえば、一番うるさいのが足りないのよ」

「あの傲ごう慢まん女め神がみのことですわね」

　開けっ放しの窓にミミはちらと目をやった。

　傲慢女神──耀あき姫ひめが、行ぎよう儀ぎもマナーも関知せず堂々と乗り込んでくる場所を。

「いないならいないで、静かで結構ですけれど」

「でも、ミミはちょっと寂さびしそうなのよ？」

「まあ、心外なこといわないでいただけます？　わたくしは清せい々せいしてるんですの」

「夜刀は物足りないのよ」

　意外に素直な言葉にミミが目を丸くした。

　蛇へび幼よう女じよは素知らぬ風で、湯ゆ吞のみを小さな両手で持ってふうふうと吹いている。

「なんだかんだうるさいし、図ずう々ずうしいし、遠えん慮りよがないし、おしゃべりだけど、いないと紐ひもが外れた衣い裳しようみたいでどこか締しまらないのよ」

　愛らしい口元に満足げな笑みが浮かべ、夜刀はミミに告げた。

「それに広人だって、鰹かつお屋や家けの一員として認めてるのよ。ミミも認めるといいのよ」

　ミミはますます、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた青い瞳ひとみを大きく見開く。

「夜や刀とさん、ちょっと変わりましたわね」

「えっ、そうなのよ？　んん、でもそうかもなのよ。だって夜刀は広ひろ人とに」

　夜刀は小首を傾かしげ、そしてぽっと頰ほおを赤らめた。

「家族だって、なにがあっても離はなさないって……誓ちかってもらったのよ」

　ミミは瞬まばたきをした。夜刀は幸せそうに頰を染め、手の中の湯ゆ吞のみを見つめている。

「なんですの。ノロケですの。まったく腹立たしいですわね」

　つんとしてそっぽを向くミミに、夜刀がおかしそうに言葉を継つぐ。

「ミミも広人にいってもらえばいいのよ」

「お断りですわ。あの方はわたくしにとってあくまで家や主ぬしですの。嫁よめになる約束も、この家においていただく代だい償しように過ぎませんわ」

「拗すねなくていいのよ？」

「拗ねてなんていませんわよっ。あまりしつこいと頭から熱いお茶を……あら」

　壁際のリュックから携帯の着メロが鳴り響ひびき、ミミと夜刀はそろって振り返った。




「だからお願いです、せめてジャージの下を穿はいてください」

　狭せまいユニットバスで、ジャージズボンを差し出しながら広人は懇こん願がんした。しかしユキメに抱だきつかれたねこがみさまは、きょとんとして首を振る。

「でも耀あき姫ひめが穿かない健康法があるというておりましたもの」

「うわ、ウッソくさ……」

「なにをいうのです。耀姫はまくしたてておりましたぞ。血行促そく進しん、健康増進、ホルモン増進、胸囲もばく進。下着を穿かないだけで驚おどろきの効果！　お電話今すぐ！」

「それは耀姫さん自身が騙だまされてますよ！　胸囲がどこに進むんです！」

「あっ、だからユキメは胸も大きいんですね～ユキメも着物の下は穿いてませぇん」

「ほら見るのです広人、ここに実証例がありまする！」

「ねこがみさまだと臨りん死し例れいになるだけですよ！　お願いですから現実を見て」

「家主。お電話ですわよ。はい」

　呼ばれて広人は振り返る。戸口から逆さになったミミが携帯を差し出していた。

「えっ、あ、すみません……って、涼りよう子こ部長!?」

　広人は携帯の液晶画面に表示された、生活科学部部長の名前に眉まゆをひそめた。

「は、はい。あの、鰹かつお屋やですけど」

『喜べ！　鰹屋！』

「いやです」

　広人即答。

『まだ何もいっていないぞ』

「いわなくてもろくでもないことだって分かりますから」

　涼りよう子こ部長が喜ぶ状況は、広ひろ人とにとって気力体力消しよう耗もう事案と見て確実である。

『バイトの話でもか』

「バイト？」

　携帯をつかむ広人の手がぴくりと動く。

『そうだ。たった一日でしっかりがっつり稼かせげる美味おいしいバイトだぞ。一応名目は生活科学部の活動の一環だが、参加するメンバー全員に報ほう酬しゆうを渡す』

「ほんとですか」

　思わず身を乗り出す広人の脳裏に、亡なき祖母・おりんの師し匠しようの榊さかきの声がよみがえった。

〝一度、おりんの故こ郷きようを訪ねた方がいいかも……しれないね〟

　ねこがみさまのルーツや失われた記き憶おくが、祖母の故郷である静しず岡おかに隠かくされているかもしれない。できればこの夏休み、調査のために静岡を訪ねたかった。

　現在、その費用を稼かせぐためのバイトを探している最中である。

　しかし短期で高報ほう酬しゆうのバイトはすぐに埋うまってめったに見つからない。榊のもとで霊れい能力や拝おがみ屋についての勉強を始めたこともあり、探す時間もなかなか取れなかった。

「そういえば、ゴールデンウィークのバイトも三日間なのに結構高報酬でしたね」

『だろう！　ああ、むろん貴様の家族も参加してもらうことが条件だ』

「へ？」

『見み目めいい美少女が山ほど必要なのだ。なぜなら今回は』

　くくく、と涼子は嬉うれしそうな笑みを漏もらす。

『素人しろうとモデル発掘特集、プールサイドに水着美少女大集合！　という企画だからな』

　絶句する広人の耳に、勝ち誇ほこったような涼子の声が響ひびく。

『よし、それでは快かい諾だくしたと先方には伝えておく。詳しよう細さいは後日メールで！』

「ま、待った部長！　まだいいとかやるとかいってないってかもう切れたあああ！」

　無情に通話を切られた携帯に向かって広人は絶ぜつ叫きようした。




「本当に騒さわがしいですのね」

　ミミは玄げん関かんドアからするりと滑すべるように外に出た。

　ドアのすぐ外は陰かげになっているが、一歩踏ふみ出せば真夏の日が照りつけている。さしものミミもこの太陽の下に出て行く気力は皆無だが、中に戻もどる気にもなれない。

　開け放ったドアからは、広人がねこがみさまやユキメに世話を焼く声が聞こえてくる。なぜか彼の声を聞くと、ミミは胸の奥がざわつく心地がした。

「わたくし、もしかして不ふ機き嫌げんですの？　それって、なぜ」

　ミミは白くてほっそりした手をフリルに包まれた胸に当てた。

　先ほど聞いた夜や刀との言葉が耳の中でこだまする。

〝家族だって、なにがあっても離はなさないって……誓ちかってもらったのよ〟

　そういえば以前、ユキメもありまえんで遊んだ後に嬉うれしそうに話していた。

〝広ひろ人とさんに、来年も一いつ緒しよに桜を見ようって約束していただいたんです〟

「誓いと約束……」

　ミミは小さくつぶやく。自分のつぶやきながら、その言葉はずしりと重く感じられた。

「ミミどの」

　ふいに声がしてミミがはっと顔を上げると、守もり宮みやがバケツを手に歩んできた。

「お客人がお見えでございますよ」

「あら、ちょうど良かった。いま家や主ぬしは電話が終わったところのようですわ」

「いえ、それがミミどのを訪ねてこられた方で」

「わたくしに？」

　ミミは眉まゆをひそめた。

　ねこがみさまに封ふう印いんを解いてもらって以来、おりんに仕つかえていた時代に知り合った妖あやかしたちとは連れん絡らくを取っている。だがその内の誰かならば、夜刀や守宮も見知っているはずだ。

　客人というよそよそしい呼び方からすると、守宮も知らない相手なのか。

「どなた？　お名前とお姿は？」

「姫ひめ華かという名で、黒ずくめのお若い娘むすめの姿をなさっておいでで。妖よう力りよくも感じられず、人間のようにも見受けられます。アパートの入り口でお待ちですが、いかがしますか」

「心当たりがありませんわね……いいわ、お会いします」

　ミミは思い切って陽ひ射ざしの下に足を踏ふみ出した。陽かげ炎ろうゆらぐ熱気の中を前庭に向かうと、入り口の塀へいの陰かげに、黒い衣服を着た誰かの姿が見えてくる。

「あの、姫華さんかしら。ミミですけれど」

「……ミシュリーヌ・マルブランシュ」

「えっ」

　鈴を振るような声でフルネームを呼ばれ、次いで塀へいの陰から細く小柄な人影が現れた。

　猫ねこのように吊つり上がる、アイラインのくっきりした黒目がちの大きな瞳ひとみ。

　くるりとカールを巻いた艶つややかで真っ黒な髪かみ。

　黒一色のゴスロリ衣い裳しよう、エナメルの編み上げブーツと、同じ素材の長手袋。

　銀色の柄の黒レースの傘かさを手にして、歩んでくるのは────

　どきりとするような、妖あやしく麗うるわしい美少女。

「あなた、どなた」

　ミミは警けい戒かいも露あらわに尋ねる。美少女は儚はかなげにほほ笑んだ。

　黒一色の中で、笑みの形を作る可か憐れんな唇くちびるだけが血のように紅あかい。

「ボクのこと、忘れちゃった？　まあ、無理もないね。姿をちょっと変えたから」

　ボク──という一人称を聞いたとたん、ミミはぞくりと身をわななかせた。

　無意識に体を引き、今度は警けい戒かいでなく怯おびえも露あらわな声音でつぶやく。

「まさか、あなた……、まさか!?」

「ああ、いまは〝姫ひめ華か〟だよ。本名を知られるとちょっと面倒だし」

　少女が小さくエナメルブーツの先を踏ふみ出すと、つられてミミは一歩後じさる。

「なんの用ですの、いまさら！　それにあなた、おりん様に」

「ふふ。なんの用ってもちろん、たったひとつ」

　少女は意味ありげにほほ笑むと大きく一歩踏み出し、




「……お水、くだ、さ──────────────ぁいっ」




　白目を剝むいて、綺き麗れいな顔から地面にぶっ倒れた。





☆★☆






「こちら、姫華さんとおっしゃいますの」

　天てん井じようから、ミミは憮ぶ然ぜんとした顔で黒ずくめの美少女を指し示した。

　少女は紹しよう介かいされたことなどまったく気づく様子もなく青バケツ──守もり宮みやが水打ちに使っていた百円均一ショップ商品──を抱だきかかえ、一心不乱にごぷごぷ水を飲んでいる。

　よっぽど喉のどが渇かわいていたのか、熱中症寸前だったのか。類たぐい希まれな美少女が使うマグカップにしては盛大に不ふ釣つり合いじゃないのかと広ひろ人とは思うが、止める気力はどこにもない。

「はあ、姫華さん。ですか」

　広人は呆ぼう然ぜんとうなずいた。脇目もふらずバケツの水をごびごびぐびぐび飲み干す姫華に、ドン引きなのである。他ほかのみんなも当然同様で限りなく壁際まで引いている。

「ぶっはぁっ、生き返ったよ！」

　がっつん！　と青バケツをテーブルに叩たたきつけ、姫華はドン引き中の広人たちに向かってにっこり微笑ほほえみかける。

　笑みは愛らしいが顔面全部水浸びたし。水もしたたる美少女なのに、とても台無し。

「ボクの命を救ってくれた君たちには大感謝だよ！」

「そ、それは、ハイ、よかったです」

　引きつる広人をよそに、姫華は黒いハンカチを取り出すと素知らぬ顔で上品に口元をぬぐった。いまさら気取っても遅い気もするが。

「それでなんのご用ですの。姫華さん」

　ミミが警けい戒かいするように尋たずねる。はっと姫ひめ華かはアイラインを引いた瞳ひとみを瞠みはった。

「そう、そうなんだ。実はボク、いまとても困ってるんだ。

　さきほどの豪ごう快かいな飲みっぷりが噓うそのように、姫華はうなだれてうつむいた。

「実は……先月の水害で、ボクの住すみ処かが壊こわされてしまって」

　思わず広ひろ人とは息を吞のみ、ねこがみさまや夜や刀と、守もり宮みやたちと顔を見合わせた。

「長いことそこで眠ねむっていたんだけど、目覚めたら住み処は壊れているし、妖よう力りよくはこれっぽっちもなくなってるし、眷けん属ぞくもいなくなって一人ぼっちになってたの」

　姫華はしょんぼり小さな肩かたを落とす。

　広人は言葉が出てこない。先の水害は天てん災さいとはいえ、一部はねこがみさまを助けようとした夜刀の影響も考えられるからだ。

「行く場所も住む場所もない。頼る相手もない。だから藁わらをもすがる想おもいで、昔の知り合いのミシュリーヌを訪ねてきたんだ」

　姫華は大きく瞳を見開き、思い詰つめた顔を広人たちに向けた。突とつ然ぜん、広人はこれまでの経験からその後に続く言葉を一いち言ごん一いつ句く間違わずに空そらでいえる気がした。

「お願い、行く当てが見つかるまで……ここに置いてくれないかな!?」

　や　っ　ぱ　り　な。

　そしてもちろんこの後に続く誰かさんの言葉も広人は、

「もちろんですぞ！」

「予想通りすぎて俺おれはがっくりですよ！　ねこがみさま！」

「さすがわれの氏うじ子こ、言葉などなくとも思いは同じでありまする！」

「あの一応家や主ぬしは俺なんで、俺の了りよう承しようを取る前にまるで決定事項みたいに」

「ミミの友人とあらば喜んでこの家に迎えますぞ、姫華どの」

「俺の声聞こえてますか！　頭の猫ねこ耳みみはダミーですか脳波で動くカチューシャですか！」

　いつもは可愛かわいい猫耳を、広人はむにゅとつかんで引っ張りたくなった。

「姫華、いつまでもいて結構ですぞ。遠えん慮りよなく我が家みたいな顔で堂々と！」

「いいの？　お家賃とかボク、払はらえないんだけど」

「そんなものは要いりませぬ。身一つで嫁とついでまいればよいのです！」

「だからだから、勝手に嫁ぐことにしないでくださ」

「ああ、部外者の言葉など気にせず気にせず」

「部外者！　嫁がれる俺が部外者！」

　神さま界の常識を広人は今いま更さらだが根本から問い質ただしたくなった。

　どう考えても人間界とは光年の距きよ離りで隔へだたっているはずだ。次元からして違うだろう、二次元と三次元以上に。

「置いてくれるなら嬉うれしいよ。ボク、恩返しのためにできるかぎりのことするね！」

　姫ひめ華かは弾はずむ声で答えると、天てん井じようのミミを振り仰あおいだ。

「ミシュリーヌ、素敵な仲間と暮らしてるね。ボク、ずっと心配してたんだよ？」

「そう……ですわね」

「どんな知り合いなのよ。ミミとはそれなりに長い付き合いだけれど初めて会うのよ」

　テーブルの端はしにいた夜や刀とが、ぴこぴことお尻しりで移動して近寄る。

　ミミがはっと息を吞のむあいだに、姫華は声を弾ませて答えた。

「大事な親友だったんだよ。ちょうど彼女が妖あやかしに変異した頃に出会って、しばらく一いつ緒しよに暮らしていたんだ。ね、ミシュリーヌ？」

「ええ、まあ」

　ミミの答えはあまりに短かった。

　広ひろ人とはちょっと眉まゆを上げる。一緒に暮らしていた割に、どことなく姫華に対するミミの態度に隙すき間ま風かぜが入るような距きよ離りを感じたのだ。

「初耳なのよ。おりんがどこからか拾ってきたと思ってたのよ」

「そういえばミミどのは以前、人間でございましたね」

　守もり宮みやが頭上を見上げて問いかける。ミミは小さく肩かたをすくめた。

　ミミがかつて人間だったという話は、広人も四月の花見の際に聞いている。けれどそのときも事実のみ語られて、詳くわしい説明はほとんどなかった。

（確かフランス人の外交官だった父親について日に本ほんに来て、慣れない土地で病にかかって寝たきりになって……住んでいた屋や敷しきに巣くう天てん井じよう下さがりと出会って同化したとか）

　彼女はさらりとそう話してくれた。

　朝食のメニューについて語るレベルの何事でもない風に。

　けれど故郷より遠く離はなれた馴な染じみのない異国で病に伏せり、あげくにその国の妖あやかしとなって、家族どころか人間界からも切り離されて、どれほどの苦労や苦悩があっただろう。

　もしや詳しく話さないのも、口に出すだけで辛つらいからではないか。

　いつも澄すまして上品で、プライドも高そうで、少しばかりクールを気取るミミのこと。自分の弱みを人に明かすなど、きっと我が慢まんがならないはずだ。

　と考えたところで、広人はミミの愛あい想そのない態度の理由に思い当たった。

（辛つらい時代のことを知られたくないのかな……）

　妖しに変異した頃なら、一番混乱して一番辛かった時期ではないか。それを知る姫華の出現は、ミミにとってあまり歓迎できることではないのかもしれない。

「ミミさん、ちょっと。えっとその、夕ご飯のことで」

　広人が天井に声をかけると、ミミはそっと目線を姫華に向ける。彼女はねこがみさまと夜刀に囲まれ、「嫁よめ千人計画」についてまくし立てられていた。

　スカートの裾すそを閃ひらめかせてくるんと宙で一回転し、ミミは降り立つ。

　その彼女を連れて、広ひろ人とは玄げん関かんから外に出た。夏の盛りの陽ひはようやく傾いてきたが焼ける熱気は地面から湿しつ気けをはらんで立ち上のぼり、軒のき下したの日ひ陰かげにも充満している。

「なんですの、わざわざ外まで呼び出して」

　いつ持ち出したのか、ミミは黄ばんだ古団扇うちわでぱたぱたと扇あおぎながら澄すまし声で広人に訊たずねる。甘あまロリ外人美少女に古団扇とはミステイクすぎるアイテムだ。

「いや、姫ひめ華かさんのことなんですけど」

　広人はもやっと顔に当たる熱気にへきえきしつつ口を開いた。

「いいんですか、家に招いて。このままだとこれまでの成り行きを見るからに、ねこがみさまの強引な押し切りで自動的に家に置くことになっちゃいますよ」

「家や主ぬしがよろしければ、お願いしたいですわ」

　ミミはそっぽを向いて答えるが、扇ぐ団扇の速度はぶわっさぶわっさと激しい。彼女の内心の動どう揺ようが風になって現れているようだ。

「一いつ緒しよに暮らしてたんですよね、姫華さんと。でもどういう経けい緯いで？」

「ちょっとした成り行きですわ」

「婆ばあちゃんと知り合ったのは姫華さんと暮らしてたときなんですか」

「まあ、そういうことになりますわね」

「じゃ、どうして婆ちゃんのところに来ることに？」

「どうしてそんなにしつこく訊ききますのよ、家主」

「どうしてって、家主だからですよ」

　ミミの扇ぐ手が止まった。その間かん隙げきに広人は言葉を滑すべり込ませる。

「ミミさんの友達が困ってるなら、いまさらもう一人くらい増えても──いや問題ありまくりですけど、仕方ないかなと思います。俺おれがねこがみさまを止められるわけもないし」

「……ご迷めい惑わくですかしら、やはり」

「正直いえばすっごく困りますけど、迷惑はしませんよ。ただ」

「ただ？」

「ミミさんが納得行かないなら、姫華さんを置くわけにはいきません」

　団扇の柄えを握にぎるミミの手にぎゅっと力が入った。さらに広人は言葉をつなぐ。

「俺は少しだけなら霊れい感かんがある。妖あやかしの気配や発する妖よう力りよくぐらいなら察知できます。姫華さんからは全然妖力なんて感じられない。ってことは力を失ったってのは本当だと思うから、彼女のいい分は信頼できます。でも」

　広人は目をそらすミミの正面に回った。夕暮れに向かいつつもいまだ強きよう烈れつな陽ひ射ざしの下で見ると、うつむくミミの顔は真夏なのにずいぶんと青ざめている。

「ミミさんの様子が心配なんです。何か隠かくしてる。どう見ても姫華さんとの再会が嬉うれしいって感じには見えないんですよ」

「そ、そんなことは」

「家や主ぬしとして、俺おれはこの鰹かつお屋や家けの住民を守る責務がある」

　きっぱりとした声にびくりとミミの肩かたが跳はね上がる。そこに広ひろ人とは畳たたみかけた。

「ミミさんが本当は、姫ひめ華かさんと一つ屋根の下にいるのがいやなら、申し訳ないけど俺は断ります。もちろん他ほかに行く当てがないか探しますよ。ねこがみさまたちが来る以前の俺ならいざ知らず、いまなら榊さかきさんや耀あき姫ひめさんや菅すが原わらさんと相談できる方々を知ってますから」

「家主……」

「悩んでいる理由をはっきりいってください、ミミさん」

　広人は身を乗り出していい募つのった。ミミを案じながらも、有う無むをいわさぬ強い口く調ちようで。

「もしかして彼女がもたらす過去のせいですか。人間から妖あやかしになって戸と惑まどって辛つらかった時期のことを思い出したくないからですか。もしそうなら、俺は」

　広人の言葉にぐっとミミは桃もも色いろの唇くちびるを嚙かみしめる。一いつ瞬しゆん、小さな沈ちん黙もくが生まれた。

「……腹が立ちますわ」

「ミミさん？」

「とことんお人好しで押しに弱くて、頼りなさげに見えるのに……意外に鋭するどいんですもの」

　つとミミが頭を上げ、こちらに目を向ける。

　その顔を目に入れたとたん、広人ははっと息を強く吸った。

　陰かげりを帯びた陽ひ射ざしの下で改めて見ると、ミミは息をするのも忘れるほど美しかった。

　そばかす一つ、疵きず一つもない、透明なほどに透すき通る白い肌はだ。

　高貴な香りのする目鼻立ちに、こちらを真まっ直すぐに見つめる蒼あおく深い瞳ひとみ。

　完かん璧ぺきに作られたドールのような美び貌ぼう。

　父親が外交官だったということは、それなりの地位の家いえ柄がらだったのではないのか。

　冒おかしがたいノーブルな印象は、そんな出しゆつ自じだからかもしれない。

　いつもは少々高こう慢まんで取り澄すましているのに、いまはふっと崩くずれてしまいそうなほど哀かなしげで儚はかなげな様子なのも、見る者の心をつかみ、胸を打つ。

　広人は我知らず、早くなる鼓こ動どうに喉のどを鳴らして息を吞のむ。

　こうも間近で、真正面からミミを見つめたのは初めてな気がした。

　いつもはしっかり者の彼女がこんなに脆もろそうなのも初めてで、そして意外で、庇ひ護ご欲が強い傾向の広人はますます放っておけない気持ちになる。

「家主のいう通りですの」

　ミミはノースリーブから出る細い肩かたを両手できゅっと抱だきしめた。

　熱気の中なのに、まるで寒々とした気配を感じ取ったように。

　肌はだもあらわな両肩を抱くミミから目を離はなせず、広人はどぎまぎしつつ訊きき返した。

「い、いう通り？　何が？」

「わたくしが、重大な事実を隠かくしているってことですわ。打ち明ければ……鰹かつお屋やの家から追い出されても当然なほどの」

「ま──まさかそんな」

　広ひろ人とはわざと明るい調子でいった。

「追い出すつもりならとっくにしていますよ。俺おれがヘタレだからできないんだっていわれたら、いい返せませんけど」

「ご存じないからそういえるだけでしてよ。でも」

　ミミは切なげにまぶたを閉じる。

　かすかに震ふるえる長い睫まつ毛げがふさりと覆おおい被かぶさり、真っ白な肌はだに影を落とす。

「ご心配になるのも当然ですわね。家や主ぬしとしてなによりも守らなければならないのは、鰹屋の皆さんですもの。それは、わたくしも同じ」

　そうつぶやくと、ミミは思い切ったようにぐいと顔を上げた。

「……姫ひめ華かさんはかつて」

　生なま半はん可かではない決意が、彼女のドールめいた完かん璧ぺきな美び貌ぼうに浮かんでいた。




「おりん様に封じられたのですわ。……わたくしの裏切りによって」




　広人は返す言葉を見失う。

　周囲に漂ただようもやのごとき熱気がふいに霧む散さんし冷気と化して、二人を包んだ気がした。

「それは──それは」

　どういうわけなのか、と広人がかすれる声で問い返したときだった。

「広人、ミミ！」「広人クン、ミシュリーヌ！」

　突とつ如じよ沈ちん黙もくをぶち破り、ねこがみさまと姫華の底抜けに明るい声が響ひびき渡る。

　はっと二人が振り返るとなんと玄げん関かん先に、

「なっ」

　驚おどろきの短音を発した次の瞬しゆん間かん、広人は絶ぜつ叫きようした。

「ななななんですかその格好はぁああああっ!?」

　袖そでまくりしたジャージ一枚のねこがみさまと手をつなぐ姫華は、なんと、なんと。

「暑くて耐えられなくて。広人クン、貸してもらったよ！」

　広人の体たい操そう着ぎ一枚。

　ジャージよりさらにぎりっぎりの際どい長さの丈たけ。

　綺き麗れいですらりとした足が太ももの上まで露あらわで、ちょっとでも大きくううんと背せ伸のびすれば、チラ見えだけで発禁状態のイケナイ何かが見えそうだ。
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「ねっ、ねっ、似合うかな？　この服軽くてとっても気持ちいいんだよっ」

　くるりん、と姫ひめ華かはカールした黒髪かみを揺ゆらして一回転。

　背後が見えた瞬しゆん間かん、ちらっと太ももの付け根のお尻しりの丸みが半見えした、よう、な。

「わ、わ、わわわああっ、うわあああっ」

　広ひろ人とは真まっ赤かになると意味をなさないうわ言をわめきつつ背を向けた。

　しかし広人を追い打つように、姫華とねこがみさまの弾はずむ声が響ひびいてくる。

「そうそう、ミシュリーヌ。これを書けば家族も同然っていわれて書いたんだよ」

「そうなのです。喜ぶのですぞ、広人！」

　いやあな予感にぶるりと背筋が震ふるえて、広人がそうっと肩かた越ごしに目線をやると、絶句するミミに向けて姫華が誇ほこらしげに何かを両手で持って見せつけていた。

　それはむろん明言するまでもなく────嫁よめ名めい簿ぼ。





☆★☆






「はぁ？　なにいってるわけ、水着って!?」

　早はや宮みや神社よりほど近い自宅の自室で、耀あき姫ひめは携帯電話を握にぎって力一杯叫さけんでいた。

　神様だが一応人間として暮らす彼女の部屋は、天てん井じようまで届く巨きよ大だいな本棚だなが壁の一面を占せん拠きよし、各国の神話や神しん道とう関連の専門書がみっちり詰つまっている。

　それ以外は、キラキラした小物がベッドサイドテーブルやデスクに並んでいたり、淡あわいカラフルな色合いで統一されていたりと、高一女子としておかしくないインテリアだ。

『そうだ、水着だ。このバイトに貴様も当然強制的な参加を要求要よう請せいする』

　そんな部屋に響ひびくのは、通話口から漏もれる無情な涼りよう子この声だ。

　丈たけの長いロングＴシャツ姿でベッドに寝そべっていた耀あき姫ひめは、跳はね起きて怒ど鳴なった。

「やだやだやだやだやーだっ！　絶対やだっ、水着なんか絶対嫌いやだし！」

『これは部の活動の一環だ。部員の個人的意志など一切考こう慮りよしないィイッ！』

「個人的意志のごり押しをジョジョ的語尾で偉そうにしないでくれるっ！」

『私の持論を教えてやろう』

　ふっと鼻で笑うように涼子はいった。

『権力は行使せねば意味がない。ゆえに私はいついかなる時でも、部長としての権限を大いに振るい発揮できる機会を逃すつもりはない。そして行使するべき時は』

　にやり、と通話の向こうで勝ち誇ほこる笑みが耀姫には見えた気がした。

『常に、今だ』

　ぶちり。

　神様相手でも容よう赦しやなくゴーイング俺おれロードな涼子（とはいえ耀姫が神様なんてこれっぽっちも知らないが）の通話は、またもや一方的に切れた。

「ちょちょ、ちょっと涼子ちゃん、涼子ちゃんてば！　この存在チート女あぁあっ！」

　さすがの神様も通話の切れた携帯から電波を発して叫さけびを届けることは不可能である。

　腹立ち紛まぎれに耀姫は、ベッドに向かって携帯を振りかぶり思い切り叩たたきつけた。

　小さな通話機器はばしゅっとマットレスに深く沈しずむと、ワンポイントのスワロデコをきらりと輝かせ、ぼよんぼよんと二、三度大きく弾はずんで端はしっこに転がった。

「こんな時でも壁に投げつけないあたしの冷静な理性が憎にくいし！」

　充分冷静でない態度で耀姫は吐はき捨てた。

　それからふと顔をぐっと引き締しめ、おもむろに、そ……っと、Ｔシャツの上から両手で胸を押さえる。その手が滑すべって落っこちる。

　つるり、ぺたん。

「ぐ、う、う」

　腹の奥から絞しぼり出すようなうなり声が耀姫の唇くちびるから漏もれた。

「ジョーダン、じゃ、ないしっ」

　耀姫は肩かたをいからせ両のこぶしを握にぎりしめ、ぐるぐるぐると部屋の中を往復し始める。

「キャンギャルのカッコならパーカー着てたらなんとかなったけどってなってなかったかもだけど、でもでもでも水着なんて一発じゃん、バレバレじゃん！」

「誰に何がバレバレですか」

「氏うじ子こさんにあたしのナイ胸がよってあんたが誰─────────っ！」

　驚きよう愕がくして耀あき姫ひめはドアを振り返る。

　なんとそこには、嫌いや味みの化け身しんが眼鏡めがねのブリッジを押さえて立っていた。

「ちょっとみっちゃんっ！　勝手に女子の部屋に入らないでよこの変態！」

「女子と認識できない存在が生息する場所に踏ふみ込むのに、配はい慮りよの必要もないかと」

「だだだ、なななな」

「日本語を話していただけますかね。さすがの私も念ねんでは会話できませんので」

「おお、落ち着け落ち着けあたし。これは嫌味と皮肉で作られたただのオブジェよねオブジェ。無機物に腹立てたらこっちがアホだし深呼吸深呼吸、はふー、はふー、はふー」

「その行動自体がすでに」

「アホっていいたいんでしょ分かってるしこの嫌いや味み男おとこぉおおおっ！」

　耀姫は飛び上がるようにして長身のみっちゃんをにらみつけた。

「で！　わざわざお越しいただいたのはあたしを怒おこらせるため!?　みっちゃんがどんな認識だろうと、これでもあたしＪＫなんだから無断で部屋に入らないでよ！」

「あなたを怒らせるためなどと、無意味な行動に使える暇ひまも時間も私にはありません。一応人間としての生活上では親しん戚せき関係ですから、突とつ然ぜんの訪問もおかしくはないでしょう」

　眼鏡のレンズの奥から、みっちゃんは冷ややかなまなざしで見下ろす。

「それよりも、最近広ひろ人と君の家に入いり浸びたっていないようですね」

　ぐっ、と耀姫の喉のどが物を詰つめ込んだように変な音を立てる。

「べ、別にいいじゃん。あたしの勝手でしょ。ただ気が向かないだけだし」

「勝手なのはご自由ですが、監かん視しするといってみたり気が向かないといってみたり、首しゆ尾び一いつ貫かんしない言動では他の土と地ち神がみからの信用は薄うすれるばかりですよ」

「なによ！　やっぱりただ嫌味をいいに来ただけじゃん」

「例の解き放たれた妖あやかしのことですが」

　耀姫の言葉を鋭するどい視線がさえぎった。

「行方ゆくえはいまだ分かりません。それらしい存在を察知したという報告もないようです」

「それがなに。だったら周辺の土地神総出で探せばいいし」

「その妖しは広人君の祖母に封じられたのですよ。危険だと思わないのですか」

　その言葉に、耀姫は思い当たったようにはたと目を見開いた。

「あなたがそこまで血の巡めぐりが悪いとは思いませんでしたね」

　侮ぶ蔑べつにも似た声音でみっちゃんは打ち据すえるようにいった。

　さしもの耀姫もいい返せない。ぎゅっとこぶしを握にぎり締しめ、パステルカラーの毛足の長いカーペットに目を落とす。

　みっちゃんは情け容よう赦しやなく言葉を継ついだ。

「荒あら魂みたまが鎮しずまるだけの時間はなかった。となればその妖あやかしは、まだ己を封じたおりんへの恨うらみが深く色濃く残っているはずです」

「まさか……まさか、復ふく讐しゆうするって、わけ？　氏うじ子こさんに？」

　耀あき姫ひめは切せつ羽ぱ詰つまった声と表情でみっちゃんを勢いよく振り仰あおいだ。

「今頃気づいたのですか。それとも無意識に気づくのを避さけていたのですか」

「そ──それは」

「なぜ先の土と地ち神がみたちとの会合の後、鰹かつお屋や家けに入いり浸びたるのを止やめたのです」

　ぐぐっと耀姫は小さな顎あごを引き、体を縮め、両手を握にぎってわずかに身を引く。

　まるで百万トンプレスの圧力を耐えて跳はね返そうとするかのように。

「答えなさい。なぜです」

「だ、だって、だって……だって」

　逡しゆん巡じゆんの言葉の後、耀姫はふいに悲鳴にも似た叫さけびを返した。

「だって、だって嫌いやだったんだもん！」

「嫌？　ただ嫌というだけで？」

「そうよね！　うるさいうるさい、いいたいこと分かってるし！　訊きいたのはそっちなんだからね、ちゃんと答えてさしあげるから黙だまって突つっ立って聞いてなさいよね！」

　キッと耀姫は眉まゆを寄せ目を吊つり上げて、みっちゃんに怒ど鳴なった。

「せっかく仲良くなれたのに、嫌なんだもん。せっかく、せっかく氏子さんが」

　ひく、と耀姫の喉のどの奥からしゃっくりのような音が響ひびいた。

　懸けん命めいにこらえる嗚お咽えつにも似た、か細い音。

「あたしのことも、家族みたいだって……いってくれた、のに」

　耀姫はＴシャツの裾すそを握にぎってぎゅうっと引っ張る。プリントされたクマのキャラクター柄がらが伸のびて大きく歪ゆがみ、泣いているように見えた。

「監かん視しとかそんなの敵みたいじゃん。あの馬鹿猫ねこなんか、馬鹿だからいつも耀姫耀姫って屈くつ託たくなく近寄ってきて、他ほかの住民もあたしの思おも惑わくも知らずに馴なれ馴れしくしてくれちゃって」

「だから？」

「だからよ！」

　耀姫はダン！　と床ゆかに音を立てみっちゃんへ強く一歩踏ふみ込んだ。

「正体を隠かくす必要も、自分を抑おさえる必要もないんだもん。人間の姿をしてるけど実体は神なんだけど、だけど本当に──本当に、ただの仲間で家族みたいに……！」

　だがみっちゃんは眼鏡めがねのブリッジを押さえ、鼻で笑うようにつぶやいた。

「まるで人間の小こ娘むすめのようなことを」

「小娘で悪い!?」

　カッと顔を紅こう潮ちようさせ、耀姫はさらに怒鳴った。

「確かにあたしは八や頭ず龍りゆうの大おお神かみよね。でも元々はただの小こ娘むすめだし。あたしを置いて勝手に死んだ許嫁いいなずけの後を追って池に入じゆ水すいして、そこに巣くってた古い神と同化したってだけの！」

「まさか、その許嫁が広ひろ人と君と瓜うり二つだったなどと陳ちん腐ぷなことをいわないでくださいよ」

「んなわけないじゃん。陳腐なのはみっちゃんの頭じゃないの」

　逆ぎやく襲しゆうの機会をここぞとばかりに捕らえ、耀あき姫ひめは小馬鹿にしまくった顔で答えた。

「時代を考えてよね。顔も見たことない、家同士で決めた許嫁だもん」

「だったらどうして入水など」

「一いち途ずでいい感じかと思って」

「……そういえば、有あ里り間ま高校入学以来」

　みっちゃんは眼鏡めがねのツルを支え、耀姫を見み据すえた。

「あなたは、水泳の授業をずっと欠席しているそうですね」

　ぎっく───んっ。と耀姫は硬こう直ちよくした。

「高校だけではない。調べたところ中学時代も水泳は見学していたとか」

「だ、だって、だって水着姿見られたく、ないし」

「胸部が二次元なところだけは同情してさしあげますけれどね」

「胸が二次元とかいうなあああああっ!!　盛り上がりがないだけだし！」

「というより端たん的てきに指摘してよろしければ」

　容よう赦しやも仮か借しやくも欠片かけらもなくみっちゃんはずばりと告げた。

「泳げないんですか」

　空白。

　次の瞬しゆん間かん、がくりと耀姫は四つん這ばいでうなだれた。その上に笑いを含む声が降る。

「ということは入水というより、うっかり間違って溺おぼれたと」

「だだだ、黙だまれ黙れ黙れ！　うるさいうるさいうるさいってか」

　両手を振り上げ振り回し、耀姫はがばと立ち上がったかと思うとまたがっくりうなだれて、みっちゃんの足下で頭を下げた。

「お願い！　お願い、氏うじ子こさんにはそんなこと黙だまってて！　一途な入水じゃなくて、ただのうっかり溺でき死しなんて知られたら、恥はずかしくて今度こそマジ死するもん！」

「打ちひしがれるか土ど下げ座ざするか、ゴリラのように腕うでを振り回して二次元の胸を叩たたいて威い嚇かくするか、どれでもいいのでとにかく行動は統一してください」

「ね、ねえ、みっちゃんてもしかしてあたしのこと……すっごい、嫌きらい？」

「同じ神社の祭神という関係以上の関心はありませんよ」

「あそ。あたしはみっちゃんなんて大嫌いだけど」

「素す晴ばらしく憎にくたらしいとは思っていますね、この瞬しゆん間かん」

　二人の神様はにんまりと、そしてどこか壮そう絶ぜつな笑みを浮かべて顔を見合わせた。

　屋内でなければ、即座に天てん神じんと龍りゆうとの世界崩ほう壊かい大バトルが開始されていたに違いない。

「で、なに話してたんだっけ？」

「ああ、あなたは龍でなくて鶏にわとりでしたか」

「皮肉いわないと息ができない病なら病院送りにしてあげようじゃん？」

「三歩歩くどころか三秒後にも忘れる誰かの哀あわれな脳みそはともかく」

　両手を振り上げて怒おこり出す耀あき姫ひめを片手で制し、みっちゃんは言葉を継ついだ。

「あなたは、何が大事なのです」

「何って！」

「氏うじ子こ氏子と広ひろ人と君を呼びますが、あなたが庇ひ護ごすべき氏子はこの土地の人間たちですよ。あなたを祀まつり、時期ごとに供く物もつを捧ささげ、荒あらぶる魂たましいを鎮しずめてくれたね」

　耀姫は振り上げたこぶしを中空で止めた。

「そん……そんな、こと」

「分かっているのでしょう。であれば、なすべきことは弁わきまえているはずです」

　ゆっくりと、耀姫は腕うでを下ろした。握にぎり固めたこぶしは体の脇に力なく垂たらされる。

「分かってるし。いわれなくたって」

「よろしい」

「偉そうに。先生みたいな言い方しないでよね」

「道理の分からない、未熟な生徒のような振る舞いをしなければいいだけです」

　みっちゃんは腕組みをし、片手でくっと眼鏡めがねのブリッジを上げる。

　そんな澄すまし返った仕し草ぐさを、耀姫はむっつりとにらみつけた。

「出てってよ。ってか、帰って」

「どうするつもりです」

「着替えるの！　いくら二次元胸部だって見せる相手は選ぶし！」

　耀姫は乱暴にみっちゃんを外に押し出し、バン！　と形がひしゃげる勢いでドアを閉めた。みっちゃんは小さく息をつき、眼鏡の奥のまなざしを和やわらげる。

「いくら考えなしで小こ娘むすめのような振る舞いをするとしても、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみたるあなたの力を侮あなどっているわけではありませんよ。相応の働きを期待しています」

　ドアに向かってみっちゃんは声をかけるが、答えはない。

　わざとらしく肩かたをすくめ、みっちゃんは身を翻ひるがえして廊ろう下かを立ち去る。その後に耀姫の部屋の中から、ドアをぶん殴なぐる、ばごん！　という激しい音が響ひびいてきた。





☆★☆






　結局、広人は一晩様子を見ることに決めた。

　ミミの衝しよう撃げき的な告白を詳くわしく突つっ込んで聞く時間もなかったし、それに事情のありそうな姫ひめ華かをうかつに他ほかの人に託たくすのもためらわれた。

　結局これも、鰹かつお屋や家け内部の話には間違いないのだ。

「いっ、ただだっき、ま───っす」

　テーブルを囲み、みんなは手を合わせて食前の挨あい拶さつ。

　今日きようのメニューは素そう麵めん。広ひろ人との祖母・おりんの実家からのいつもの頂き物である。

　ぎっしり素麵の束たばが詰つまった一箱丸ごと、薬味用のネギや鰹かつお節ぶしや海苔のりまでたっぷり、ついでに麵つゆのボトルを二本も送ってくれて、至れり尽つくせりである。

「いつも助かるなあ」

　年ねん季きの入った竹製のザルに山盛り盛られた素麵を見下ろし、広人はつぶやいた。

　氷を乗せた白い素麵は、見た目も涼すずやかで気持ちいい──だがそれに引き比べ。

「姫ひめ華かさん、ちょっと暑苦しいんですけれど。もう少し離はなれていただけます」

「だってミシュリーヌと一いつ緒しよにご飯はんなんて、とっても久しぶりで嬉うれしいんだもん」

「ミミ、つれないことをいうのではありませぬ。われとユキメを見てみるのです」

「はぁん……ねこがみさまぁ、霊れい気きが気持ちいいですぅ」

「姫華、ネギたっくさん乗せると美味おいしいのよ。遠えん慮りよしなくていいのよ」

　姫華は久しぶりの再会がよほど嬉しいのかミミにひっついたまま離はなれない。

　ねこがみさまは新たな嫁よめ候補に嬉しくてやっぱり姫華の側そばから離れないし、夜や刀とも姫華に興味津しん々しんでやっぱりまとわりついているし、ユキメもねこがみさまに抱だきついて離れない。

　体の大きい守もり宮みやだけは、薬味と素麵を取り分けた皿を膝ひざに、麵つゆの入ったお椀わんを手にして、壁際でお行ぎよう儀ぎよく正座してくれているが。

　広人はこめかみを押さえる。

　熱帯夜なのに美少女団だん子ごとは、麗うるわしいのか暑苦しいのか、いいや息苦しい。

「それれ、みふぎでぷーうっれ？」

　すすりかけた素麵を口からスダレのごとく垂たらし、姫華が訊きいた。

　水着でプール？　といいたいらしいがせっかくの美少女ぶりがあまりに残念なビジュアル。しかもすぐそばにお茶を入れたプラスチック青バケツを置いて、ときおり両手で抱かかえ上げ、ごくごくずずずと冷たいお茶を飲んでいる。

「ぷーう、はいいとして、そんなにバケツ気に入りましたか」

「うん、広人クン。だってボクの命の恩おん人じんだからねっ。素敵な色のマグカップだし、丈じよう夫ぶな取っ手もついてるからバッグとしても有効活用できるし」

　たまには正統派美少女に出会いたい。

　と広人は十七歳さい男子らしい感かん慨がいを抱いだきつつ黙もく々もくと素麵をすする。

「そうです、ぷーるとやらなのです！　で、ぷーるとはなんなのです？」

　ねこがみさまが箸はしで素そう麵めんをすくい上げ、首を傾かたむけあーんと口を開いて、下からもぐもぐちゅるちゅると滝たき登のぼりのごとく食べていく。

「ねこがみさま、そんな不可思議な食べ方しないのよ。上からすするのよ」

　夜や刀とが小さな口でちるちるちるっとすすって突つっ込んだ。

「麵めんつゆ味の氷美味おいしいですねぇ。それで、プールがどうしたんですかぁ」

　ユキメがほっぺを膨ふくらませ、氷をぼりんぼりん嚙かみ砕くだきながら訊きいた。

「そうそう、部長から説明のメールが来たんですけどね」

　広ひろ人とはお椀わんを手に目線を斜ななめ上に向けて口を開く。

「女性向けＷＥＢ雑誌の素人しろうとモデル発掘特集とかで、日時は今月末、場所は横よこ浜はまの大おお浜はまリゾートビーチと併設のプリンセスホテル。水着……中心の撮影だそうです」

「その内容でわたくしたちが招しよう集しゆうされるのは分かりますけれど」

　ミミが自分にぎゅむぎゅむしてくる姫ひめ華かを肘ひじでこづきつつ、口を開いた。

「家や主ぬしは何をしますの？　女装でもして水着撮影ですの？」

「どれだけ高いバイト代積まれても全力でお断りします。そうでなくて裏うら方かたですよ」

「んむ、ごーるでんうぃーくの時と同じなのですね。生活科学部の活動の一いつ環かんならば、春日かすがやひかる、あやのもむろん参加でありまするか!?」

「そりゃもう、部長が手て駒ごまを逃のがすわけないじゃないですか」

　広人は中空を遠い目で見つめる。

　あやのからは一いつ緒しよのバイトで嬉うれしいけれど水着が恥はずかしいというメールが届き、ひかるは広人さんとプールに行けるとはしゃいだ電話をかけてきた。

　しかし幼おさな馴な染じみの春日美み薫かだけは、プンプンに怒おこりまくった絵文字満まん載さいの抗議のメールを送ってきた。

　どうして部活動でそんな恥ずかしい撮影に出なくてはいけないのか冗じよう談だんではない信じられないでも広人が参加するなら仕方ないから自分も行くしかない馬鹿バカ広人の大馬鹿。

　無理しなくても断っていいよ、俺おれからいっておくから。

　と返信すれば、今度は電話で一言「ばか広人！」と怒られた。

「ワケが分からないよ……」

　途と方ほうに暮れて、広人はお椀を手に力なく首を振る。

「今回は私、自宅で留る守す居い役をしておりましょう」

　先に食べ終えた守もり宮みやは、廊ろう下かでぺっとり寝転ぶモサコさんを見下ろしながらいった。

「この暑さでは、モサコさんを外に連れ出すのは酷こくでしょうから」

「ねっ、だったらそのバイト、ボクもぜひ参加させてくれないかな」

　ふいに上がった声に、一同の視線はそろって姫華に集まった。

　姫華はアイラインのくっきりした瞳ひとみをみはり、テーブルの上に身を乗り出す。

「こんなにお世話になってるのに、なにもできないもの。もしバイト代貰もらえるなら、そっくりそのまま宿泊代として広ひろ人とクンに渡すから」

「いや、結構ですよ。そんなことしてもらわなくても」

「お願い、そうさせて。どうしてもボクの気が済まないんだよ」

　バン！　とテーブルに両手をつき、姫ひめ華かは頭を下げた。

「邪じや魔ましない、ちゃんと一いつ生しよう懸けん命めい働くよ。でないと、頼ってきたボクを広人クンに紹しよう介かいしてくれたミシュリーヌにも申し訳が立たないもん。ね、この通り！」

「わ、分かった、分かりました。頭を上げてください」

「ホントっ？」

　姫華は顔をぱっと明るくした。広人を見つめる瞳ひとみは喜びにキラキラしく輝いている。美少女の屈くつ託たくない素直なまなざしに、広人はどぎまぎしてつい視線を外した。

「部長に聞いてみますよ。でも返事がダメだったら諦あきらめてもらわないと」

「ああ、ありがとう、広人クン！　大感謝するよっ！」

「うわ！　ちょ、あのわああああ！」

　いきなり大だい胆たんにテーブルを飛び越えた姫華に、広人は抱だきつかれた。

　呆あつ気けにとられる夜や刀とやユキメやねこがみさまの前で、姫華はぎゅっと広人の首にしがみつき、ぐぅりぐぅりとすべすべのほっぺをこすりつけた。

「嬉うれしい、嬉しい。ミシュリーヌはこんな素敵な人と暮らしてたんだ。羨うらやましいな！」

「あ、わ、や、うぉ」

　タンクトップ一枚の上から体たい操そう着ぎ一枚の姫華に抱きつかれ、広人は硬こう直ちよく。

　意外に姫華の胸はボリュームがあって、薄うす手での布地二枚を隔へだてただけではダイレクトにむっちりした感かん触しよくが自分の胸に当たる。

　しかも。しかもですよ。

　暑さで広人は短パンで。

　姫華は広人の剝むき出しの足にまたがって抱きついていて。

　体操着一枚の彼女はもちろん下を穿はいていないわけで。

　ってことはいわずもがな、直接足に当たってぐりぐりされる、この柔やわらかい、なにか、

「姫華さん、馴なれ馴れしいですわよ」

　わざとらしく冷ややかな声で、ミミが姫華の体操着の襟えり首くびをつかんだ。

「え？　なに、ミシュリーヌ」

「いいから、離はなれてくださる」

　ミミは姫華をずいと引き離した。後には腕うでを伸のばした姿勢のままで硬直する広人。

「あ、あ、あ、び、びび、びっくり、した？」

　広人は我に返り、ぶるぶると首を振る。

　抱だきつかれた全身に、姫ひめ華かの感かん触しよくや柔やわらかさが残っている気がして、まだ鼓こ動どうが速い。

「少しわきまえてくださるかしら。客分とはいえ居い候そうろうですし」

「えっ、どうして？　ボクはただお礼をいっただけだよ」

　部屋の隅すみでミミに説教される姫華に、ねこがみさまは挙きよ動どう不ふ審しんに目を泳がせる。

「な、なかなか積極的な女子でありまする。ん、んん。でも嫁よめにはこれくらい前向きな方が、子作りには最適かもしれませぬな！」

　広ひろ人とは無言。無む駄だな訂てい正せいとツッコミをして大事な体力を削けずるには、今夜も暑すぎる。

「広人さぁん、まだお素そう麵めん残ってますよう」

　ユキメが麵の残った竹たけ笊ざるを差し出してくる。

「じゃ、残りは俺おれが食べて片付けますよ」

「はーいっ、居候のボクが空あいた食器を洗うよ！　お盆ぼん代がわりに青バケツ使うね！」

　ミミの説教を振り切って、姫華が大きく手を挙げる。

「姫華さん、バケツなんて使わずご自分の手でお運びなさいな」

「だーいじょうぶっ。そっだ、ついでにお掃そう除じもしてあげようかな！」

「夜に埃ほこりを立てないでくださる、ああもう、ちょっと姫華さん！」

　お話があります、とミミはバケツごと姫華を引っ張っていった。

　広人は玄げん関かんのドアが閉まる気配を見送りつつ、あのバケツの中身は誰が洗うんだろう、やっぱり俺だよな、などと通常運行の成り行きに静かに納得する。

「参加っていえば、あの傲ごう慢まん女め神がみもバイトに来るのよ？」

「耀あき姫ひめさんですね。部長は部員全員参加だっていってましたから、たぶん」

　夜や刀との問いに答えつつ、広人は麵つゆを含んでふやけた素麵をずずりとすする。

　耀姫は最近まったく姿を見せない。夏休みだから学校で様子を見るわけにもいかないし、メールを送っても返信はない。電話を一度かけたが出てくれもしなかった。

（なんだかな。俺、なにか怒おこらせるようなことしたかな）

　ふと広人は、ふやけた素麵が胃いに重く落ちた気がした。

　彼女を家族の一員も同然、と発言したことが迷めい惑わくだっただろうか。鰹かつお屋や家けの住民とどれだけ仲が良くても、耀姫はこの地の産土うぶすな神がみなのだから。

　お椀わんを手になんとはなしにうつむく広人は、ふと隣となりにひっつく感かん触しよくに気づいた。

「ん？　ねこがみさま？」

　いつの間に隣に来たのか、ねこがみさまが広人にぴたっと体を寄せ、竹笊から素麵をたぐり寄せている。白い尻尾しつぽがぴこぴこと、正座した広人の足の裏をくすぐっていた。

「暑くないんですか、こんなにくっついて」

「良いのです。われがひっつきたいのです。広人は気にしないのです」

　もぐもぐ、とねこがみさま素知らぬ顔で素麵を口に入れる。

　落ち込みかけた気持ちを察してくれたのだろうか。

　ねこがみさまの不器用だが優しい心こころ遣づかいに、広ひろ人とはふっと心が軽くなった。

「俺おれは暑いですよ。でも、悪くはないかな」

　すでに他ほかのみんなは食べ終えて、テーブルに残るのは二人だけ。

　広人もねこがみさまも汗あせをかきつつ体をくっつけ、溶とけた氷水に浮かぶわずかな素そう麵めんを一本一本箸はしでちまちま拾い上げ、のんびりと口に運ぶ。

　ねこがみさまの体温と足をくすぐるふわふわ尻尾しつぽの感かん触しよくに、広人は自然と笑みが浮かぶ。

　騒さわがしい日々の中でも、こうして心を許してくつろげる一時がある。

　確実に育ててきた絆きずながある──と。

　なにより大切にしたい物を、広人は決して見失ってはいなかった。




「まったく、みっちゃんのド・アホゥ！」

　夜道に響ひびくは、耀あき姫ひめの不満たっぷりの声。

　ちょっといまのフランス語っぽくない？　などと益やく体たいもないことを思いながら、耀姫は大きく手を振って大おお股またで歩き続ける。お土産みやげのミルクプリンの袋もぶんぶん振りつつ。

　向かう先はもちろん、グランパレス有あ里り間まの一〇一号室。

「電話すれば良かったかも。でも氏うじ子こさんからの電話もメールも無視しちゃってたし」

　前のめりで前進しつつ、ぶつぶつと耀姫はつぶやく。

　これから行く、と改めて告げるのは気き恥はずかしかった。やり取りする時間もまだるっこしかった。しばらく来なかった理由を問われたくもなかった。

　広人に真正面から聞かれれば、実は素直な耀姫が隠かくしておけるわけがない。

　何でもなかった顔をして、今日きようもいきなり窓から乗り込んでやるつもりだった。

　土産のプリンをドンとテーブルに置き、いつものように大きな態度で座り込んで。

「……どういうおつもりですの、姫ひめ華かさん」

　耳じ朶だに届いたミミの声に、はっと耀姫はその場で立ち止まる。

　気づけばいつしか、広人のアパートの敷しき地ち前まで来ていた。

「どういうつもりって？」

　屈くつ託たくのない少女の声が後に続く。耀姫は塀へいに身を隠かくし、そっと様子をうかがった。

　前庭のクスノキの下で、月明かりに照らされた二つの人影が向き合っている。

　こちらに背を向けた一人はいうまでもなくミミだ。夏仕様のノースリーブの甘あまロリドレスを着て、月の光に長い金髪ぱつを輝かせている。

　もう一人は初めて見る顔の、体たい操そう着ぎの少女。外見からすると十代半ばほどだ。

　ミミとは対照的に闇やみに沈しずむ黒髪かみ。淡あわい光の下でも分かる、エキゾチックでぞくりとする妖あやしい美び貌ぼう。少々ロリっぽいのに妖よう艶えんなのが、また危あやうい色気をかき立てる。

　気安い口く調ちようからすると二人は知り合いに間違いない。人間界と馴な染じみの薄うすいミミの知り合いなら妖あやかしだろうが、少女からは微み塵じんも妖よう力りよくを感じられなかった。

　いや──ごくわずか、本当にごくわずかだが異質な気配を、神様の耀あき姫ひめは感じ取る。

「姫ひめ華かさんはただの居い候そうろうでしてよ。家や主ぬしのご厚意で置いていただいてるだけの」

　ミミの尖とがった声音が響ひびく。姫華と呼ばれた相手は戸と惑まどったように答えた。

「うん。それは分かるけど」

「でしたら、家主にみだりに気安く馴なれ馴れしくしたり、勝手な振る舞いをしたりなさらないでいただきたいですわ。お客分ということを弁わきまえてくださらないと」

「妬やいてるの？　ミシュリーヌ」

　絶句する気配が伝わる。

「妬くのも分かるよ。広ひろ人とクンて素敵なヒトだもんね」

「や、妬いているわけはでなくて」

「ボクに隠かくす必要ないよ。ミシュリーヌの気持ち、ちゃんとボクは」

　何気ない口く調ちようで、姫華という少女はいった。

「分かってる」

　本当に何気ない口調だった。含むところも何もない、さらりと流れるただの声。

　ところがいわれたミミは、一いつ瞬しゆんで全身を硬こう直ちよくさせて大きく息を吸った。

　あまりに一変した緊きん張ちようの気配、逆立つ毛並みのごとくざわめくミミの妖力に、耀姫はとっさに身構え闇やみに向ける目をこらす。

「そんなに身構えないで、ミシュリーヌ」

　寂さびしげな姫華の言葉がぽつりと闇に生まれる。しかし答えるミミの声は震ふるえていた。

「姫華さん、やはりあなた」

「分からないの、ボクに妖力がないのが？　あれほどいた眷けん属ぞくがいないのも？」

「それは、それは察知できますわ。でも」

　戸と惑まどいうろたえる声こわ音ねで答えつつ、ミミがわずかに一歩下がる。

「でも、どうしてわたくしのところへ？　他ほかに行く場所もあったでしょう」

「ミシュリーヌ、逃げないで。お願いだから」

　姫華は胸に手を当て一歩そこに進む。

　訴えるように、しかし傍はたから見ればまるでミミを追い詰つめるかのように。

「それだけボクには頼る相手がなかったの。本当だよ」

「そんな……」

「思いがけず解き放たれて嬉うれしかった。でも真まっ先さきに思い出したのは、どうしてボクが封じられたかってこと。そして同時に……この身には、どんな力もなくなってるってこと」

　ふと耀姫の脳のう裏りに警告音が鳴り響く。

　警けい戒かい警報、警けい告こく警報、思い出せ、思い出せ。何か気づくことがあるはずだ──と。

　だがその警報を打ち消すように、姫ひめ華かの切なる声が闇やみに響ひびく。

「過去にどんな経けい緯いやいわくがあっても、力も眷けん属ぞくも失ったボクが頼れる相手はミシュリーヌだけだったの。かつてのささやかな友情しか、ボクにはすがる物がなかったの」

「……姫華さん」

「信じて。お願い、ミシュリーヌ。お願い」

　聞くだけで胸を締しめ付ける、切々とした声音だった。

　ミミは押し黙だまる。懸けん命めいに訴える姫華をそれ以上拒こばめない様子だった。

「誓ちかってくださる」

　たっぷり一分は続いた沈ちん黙もくの後、ミミはようやく口を開いた。

「家や主ぬしやねこがみさまや、他ほかの皆様方に迷めい惑わくをかけないと。たとえ妖よう力りよくがなくても、そのつもりがなくても、あなたの存在だけで厄やつ介かいをかけることもありますのよ」

「もちろん」

　決意を秘めた強い声で、姫華は答える。

「ちゃんと覚かく悟ごしてる。もしも広ひろ人とクンたちに迷惑をかけることがあったら、行く当てがなくてもボクは、広人クンの家を出て」

「そのときは姫華さんと一いつ緒しよに」

　ミミは静かに告げた。

「わたくしも、鰹かつお屋や家けを出て行きますわ」

「ミシュリーヌ……!?」

　驚きよう愕がくも露あらわに姫華はミミの名を呼んだ。

　塀へいに張り付き耳をそばだてていた耀あき姫ひめは、息を吞のんでさらに強く背中を塀に張り付けた。

「なぜ、そこまでしてくれるの」

「あなたのためではありませんわよ」

「そうか。そうなんだ。それだけ」

　うつむき、どこか寂さびしげに姫華はいった。

「ミシュリーヌは、広人クンたちが大事なんだね」

　答えはない。代わりに、ジャリ、と地面を踏ふむ音が響く。

「分かってる。本当にちゃんと分かってる」

　姫華はミミに近づき、そっと両手を回して抱だきしめた。

　かすかに響く少女のささやきが、深くなる闇やみに水のごとく染しみ通る。

「ミシュリーヌの本心。言葉にされるよりもはっきりと、ボクには分かるよ」




　結局その日、窓から鰹屋家に乗り込む耀姫の姿はなかった。
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〝キミって、妖あやかし？〟

　小こ雨さめ降る外国人墓地の外れで、わたくしは彼女に初めて出会った。黒地の着物姿で、好こう奇き心しんいっぱいのくっきりとした瞳ひとみを瞠みはり、彼女はじっとこちらを見上げていた。

〝わ、わかりませんの〟

　桜の木の梢こずえで逆さになって震ふるえていたわたくしの声も、情けないことに震えていた。

〝人間だったはずですの。なのに自分の墓がここにあるんですの〟

〝ふうん。それは不思議だね。珍めずらしい〟

〝お父とう様もお母かあ様も、どこにもいなかった……わたくしを埋うめて、帰国してしまったかもしれない……わたくしもう、自分が何で、どこに行けばいいのかも、分からなくて……〟

　それだけかろうじて答え、わたくしは両手で顔を覆おおった。

　自分が何者か分からない不安。居い場ば所しよすらない恐きよう怖ふ。家族どころか見知った生活とも切り離はなされ死ぬこともできなくて、わたくしは本当に世界にただ独ひとりぼっちでいた。

　だから次に聞こえた明るい声は、天よりの福ふく音いんのごとくわたくしの耳じ朶だに響ひびき渡った。

〝ねえ、どこにも行くとこがないなら、ボクが引き取ってあげよっか〟

　両手を開いて見下ろすと、キラキラ輝く瞳ひとみが見つめていた。

〝キミ、興味深いんだもん。えっと名前は？〟

〝……ミ、ミシュリーヌ。ミシュリーヌ・マルブランシュ〟

〝そう、ミシュリーヌ。それじゃあ降りておいでよ〟

　彼女は花模様のある黒い袖をひるがえして手を伸のばし、にこっと屈くつ託たくなく笑った。

〝一いつ緒しよに行こう。キミに、新しい世界を見せてあげる！〟

　その手にすがりつくのに、わたくしは一いつ瞬しゆんたりともためらわなかった。

　彼女の本ほん性しようを露つゆとも知らず、救い主と信じて疑わずに。いいえ、たとえ知っていても彼女の手に自分の手を乗せたはず。それだけわたくしは〝居い場ば所しよ〟が欲しかった……。





☆★☆






「お久しぶり、広ひろ人と君！　涼りよう子この叔母おばの旭あさひが丘おか恭きよう子こで～っす」

　グランパレス有あ里り間まの前にミニバンが横付けされたのは、七月末の朝四時。

　ゴールデンウィーク以来の再会となる、涼子部長の叔母の恭子は、相も変わらず十代に見えるベビーフェイスをはつらつと輝かせて登場した。

「清すが々すがしい朝だな、諸しよ君くん！」

　水玉浮き輪に水泳帽ぼう、シュノーケルを普段着の上に装着し、足下はビーチサンダルの涼子部長が、恭子以上に大張り切りで玄げん関かん先に現れる。

　バイトじゃなくてただの海水浴だよ、これじゃ。

　広人は心の中でぼやきながら、眠ねむくてぼんやりした声こわ音ねで涼子に頭を下げる。

「おはよう、ございます、部長」

「どうした鰹かつお屋や。その情けない声は！」

「だって朝の四時ですよ。いや、俺の支し度たくはできてますけど、その」

　広人は背後をうかがった。

　廊ろう下かの板の間には夜や刀とが両手を投げ出してうつ伏せで睡すい眠みん中。

　ユキメは今日きようも風ふ呂ろ場ばに立てこもり、ミミは天てん井じようで行き倒れ。

　壁の向こうにのぞく四本の白い生なま足あしは、体たい操そう着ぎとジャージ一枚の姫ひめ華かとねこがみさま。

　熱帯夜の惨さん状じようがうかがえる光景だ。守もり宮みやだけがかろうじて正気で玄関に座している。

「なんと情けない連中だ。仕方ない、叩たたき起こすぞ。恭子叔母、持っていてくれ」

　というと涼子は大きな浮き輪を恭子に押しつけ、ずいと上がり込んだ。

　寝ぼけ眼まなこの広人が止める間もなく、涼子は廊下の夜刀を抱だいて肩かたに乗せる。

「ほら、ちゃきちゃき起きるのだ。おや」

　夜や刀とを肩かたに乗せて六畳じよう間に踏ふみ込んだ涼りよう子こは、頭上を見上げて首を傾かしげた。

「珍めずらしい場所で寝るものだな。失礼、テーブルを借りるぞ」

「え、わ、しまった、ミミさんっ!?」

　慌あわてる広ひろ人とを尻しり目めに涼子は気にした様子も見せず、壁際に寄せたテーブルに乗って腕うでを伸のばす。天てん井じようから垂たれるスカートの裾すそをぐいと引くと、ミミがどさりと落っこちてきた。

「ほら、鰹かつお屋や。第一陣じんをさっさと恭きよう子こ叔お母ばのミニバンに突つっ込め」

「おわ、わ！」

　いきなり幼女と少女の二人をどさりと渡され、広人はよろめく。

「大だい丈じよう夫ぶでございますか、広人様!?」

「いや、大丈夫です。とりあえず二人を運びますね」

　守もり宮みやに支えられ、広人は両腕うでにミミを抱だき、身をかがめて背中に夜刀を乗せて外に出た。たくまし過ぎる涼子と違い、よたよたした足取りが我ながら情けない。

「はぁい、広人君。後から他ほかの人を迎えに行くから、最さい後こう尾びに乗せてあげてね」

　恭子がミニバンの座席を前に倒して手招きする。

　よっこらしょ、とまだ寝ている夜刀とミミを広人はなんとか座席に下ろした。

「そうだ。耀あき姫ひめ……いえ、耀あき奈なさんは来るんですよね」

　広人は人間としての名前で耀姫のことを尋たずねた。

「うん。先に現地に行ってるって。春日かすがさんや羽は沢ざわさん、氷ひ川かわ台だいさんは迎えに行くけど」

　ということは耀姫だけでなく、美み薫かやひかるやあやのとも合流するのか。

　耀姫からは『用事ができてしばらく遊びに行けない』というメールが届いていた。

　だがその一通きりで、バイトに来るとも来ないともはっきりせず、もしやこのまま疎そ遠えんになるのではと懸け念ねんしていたところだったのだ。

　ねこがみさまたちは、口では何だかんだいいながら、耀姫を恋しがっている。

　すっかり鰹屋家に馴な染じんだ姫ひめ華かも、ぜひ会いたいとせがんでいた。

「教えてあげたら喜ぶだろうな」

　みんなの笑顔を脳裏に浮かべて広人は口元をほころばせる。

「おっはよっ、広人クン！」

　底抜けに明るい姫華の声が朝方の涼すずしい空気に響ひびき渡り、広人は振り返った。

　すっかり目覚めた姫華は、黒のゴスロリ服とエナメルブーツ姿。さすがに体たい操そう着ぎ一枚から着替えたらしい。ただし手には青バケツ。本気でバッグ代わりだろうか。

「ほら、ねこがみさま。歩けるかな？」

「うむにゅ～、歩くとはどうするのですぅ～」

　こちらは相も変わらずジャージ一枚のねこがみさまが、目を閉じたまま両手を差し出しふらふらと歩いてくる。いまにも盆ぼん踊おどりを踊り出しそうなゾンビ的ポーズ。

「広ひろ人と様、お荷物を」

　ねこがみさまが車にころりんと転がり込み、姫ひめ華かがウキウキ顔で乗り込んだ後に、守もり宮みやがリュックを手に後を追いかけてきた。

「タオルなどを念のため入れておきました。携帯もお忘れでしたよ」

「うわ、しまった。ありがとうございます。俺おれもまだ寝ぼけてるみたいだ」

　財さい布ふと家の鍵かぎしか持っていなかった広人は焦あせって頭をかいた。

「よし、これでそろったな。ならば次は春日かすがたちを拾いに行くぞ」

　広人が真ん中の席に乗り込んだのを見届け、涼りよう子こは助手席に座った。

　恭きよう子こがすかさずエンジンをかけ、ミニバンを発車させる。

「行ってらっしゃいませ」「ぐーるにゃぉー」

「行ってきます、留る守すとモサコさんを頼みますね」

　広人は窓から守宮とモサコさんに向かって手を振る。アパートを後にして、すぐにミニバンは大通りに出た。ふう、と広人は背もたれに寄りかかる。

　ちらと後ろに目をやると、ねこがみさまとミミは頭をこっつんと寄せ合ってすやすや寝ており、幼女の夜や刀とは二人の膝ひざに横たわってぐっすり。

　姫華だけは黒い瞳ひとみをキラキラさせてきょろきょろ車内を見渡したり、すれ違う車に手を振ったりしている。いまにも座席の上で弾はずみ出しそうな浮かれっぷりだ。

「ね、ね、プールにはいつ着くのかな？　まだかな、まだかな」

「んー、どうですかね。高速乗って一時間ちょっとくらいかなあ」

　背もたれに乗っかって尋たずねる姫華に答えつつ、広人はふあわあ、と大あくびをした。エアコンの効いたミニバンに腰こしを落ち着けたとたん、眠ねむ気けが襲おそってきたのだ。

　そのとき、ふと不安そうな姫華の声が後頭部に響ひびいた。

「ね、広人クン。もしかして、一人、忘れてるんじゃないかな」

「え……一人忘れてるって………………」

　つぶやいたその瞬しゆん間かん、

「ああああっ！　忘れてる確かに忘れてるユキメさんをいでぇ！」

　座席から立ち上がった拍ひよう子しに、広人はミニバンの天てん井じように思う様さま頭をぶっつけた。

　しかしそんなことを気にする余よ裕ゆうはない。広人は激痛走る頭頂部を押さえつつ、運転席の背もたれに飛びついて恭子の後頭部に叫さけんだ。

「ま、待ってください、恭子さん！　引き返して！　ユキメさんがまだです！」

「ごめん、他ほかの人を拾わないといけないし、打合せもあるから引き返す時間はないよう」

「そんな、うわ、どうしよう」

　広人はどさりと席に腰を下ろし、激げき突とつの痛みでなく困こん惑わくで頭を抱かかえる。

「しまった、しまったあ……寝ぼけてて風ふ呂ろ場ばのぞくのすっかり忘れてた」

「大だい丈じよう夫ぶ、広ひろ人とクン」

　姫ひめ華かが背もたれから身を乗り出し、頭を抱かかえてうなだれる広人にそっと手を伸のばす。少女の細い手が彼の肩かたに、慰なぐさめるようにふわりと置かれた。

　その瞬しゆん間かん、どきりとした顔で姫華は目を瞠みはる。

「気にするな、鰹かつお屋や！」

　張りのある涼りよう子この声が車内に響ひびき渡った。

　とっさに姫華が手を引くが、広人は気づかずはっと頭を上げる。

「ユキメの巨乳分がないのは大変残念だが、その分この私の！」

　涼子は振り返り、ぐっと親指で自分を誇ほこらしげに指し示した。

「ナイスバディ分があるッ!!」

「部長……」

　広人は一気に脱だつ力りよくしきって、腹の底から大きく息を吐はいた。

「そういう問題じゃなくてですね。ナイスでもバディでもなくてですね」

「ならば山ほどお土産みやげを持って帰って、許してもらうまで彼女に土ど下げ座ざするんだな」

「うぐうぅ、確かに」

　広人は頭を両手で抱かかえてもしゃもしゃかき回した。猫ねこっ毛けの癖くせ毛げがモサコさん並のもさもさ頭に変へん貌ぼうする。姫華がふっとほほ笑み、柔やわらかな声で広人にいった。

「本当に心の底から、ユキメさんを置いてきたこと申し訳ないって思ってるんだね」

「そりゃ自分の家族のこと忘れるなんて、いくら寝ぼけてたからって最低ですよ」

　広人は膝ひざに両肘ひじを置いて肩かたを落とした。かなりがっくり来ている様子である。

「もうすぐ美み薫かさんの家に着くからね～。席詰つめといてねっ」

　車内に響ひびく恭きよう子この明るい声が、あまりに対照的であった。




　その頃の鰹屋家。

「うふふぅ、皆さんでぇ、プール……」

　氷風ぶ呂ろに肩かたまで浸つかり、バスタブの縁ふちにもたれるユキメが幸せな寝言をつぶやく。

　ドアの外では守もり宮みやがモサコさんを抱だいて、沈ちん痛つうにうなだれた。

「申し訳ない、ユキメどの。私が気づかぬばかりに」「……ぐるにゃぅ」

　そんな鰹屋家にとある訪問者が現れたのは、しばらくの後のことであった。





☆★☆






　大おお浜はまプリンセスホテル併設、大浜ロングビーチ。

　ここは、屋外プールを中心としたリゾート施設だ。

　何種類ものプールだけでなくショッピングモールやドライブインシアター、数々のスポーツ施設で全国的に名高い。家族向けが主だが、ホテル宿泊者のみに解放されたプライベートプールやリラクゼーション設備もあり、夏場の客層は幅はば広ひろかった。

　晴れ渡る七月末の早朝。青い海を臨のぞむビーチは、これ以上ないほど清すが々すがしい。

「はぁ───、あ……ユキメさん」

　しかしビーチの駐ちゆう車しや場じようで、広ひろ人とはとてつもなく清々しくないため息をついていた。

「はふ───、う……ユキメ」

　ねこがみさまも隣となりで深い深い吐と息いきをつき、小さな肩かたを落としている。

「不覚でしたわ、わたくしとしたことが」

「夜や刀とも自分に呆あきれるのよ。はああ、なのよ」

　ミミと夜刀までがっくりうなだれ、どんよりどよどよした空気を醸かもし出す。

　四人そろって頭を下げる姿は、青空の下でも大変辛しん気きくさい、さらに鬱うつ陶とうしい。

　広人以外の三人は現地まで爆ばく睡すいで、ユキメがいないのに到着後気づいたのだが。

「すまぬことをしました、ユキメにも広人にも」

　しょんぼりうつむくねこがみさまに、慌あわてて広人は頭を上げた。

「いや、ねこがみさまのせいじゃないですよ。俺おれが気づかなかったのが悪いんです」

「いいえ、わたくしが最後に確認すれば良かったのですわ。なのに寝ているなんて」

「違うのよ。夜刀だって寝てたのよ。爆睡もいいところなのよ」

「いえいえ、われが」「いや、俺が」「いいえ、わたくしが」「ううん、夜刀が」

「ちょーっと、あんたらいい加減にしてよね。梅雨つゆに逆戻りみたいじゃん」

　懐なつかしくも聞き慣れた呆あきれ声が響ひびき渡り、みんなは頭を上げた。

　ホットパンツと明るい色のパーカー姿の耀あき姫ひめが、両手を腰こしに当て四人を見回している。

「こんなに晴れてるのよ。真夏でビーチでプールなのよ。ここだけ変に鬱うつ々うつぐずぐず鬱うつ陶とうしいんですけど。働く気がないなら帰ればいいと思うんですけど！」

「あ、耀姫ぇ……」

　見る見る内にねこがみさまの瞳ひとみに涙なみだが盛り上がったかと思うと、

「耀姫、耀姫っ！　そなたどうしていままで鰹かつお屋やの家に来なかったのです！」

　いきなり跳ちよう躍やくするようにして耀姫に飛びついた。

「うわ、ちょっと、なにすんのこのバカ化け猫ねこ！」

「馬鹿はそなたですぞ！　ああもう、久しぶり過ぎて泣けてまいりまする！」

「そうですわ、顔出しもしないで何をしてらしたんですのよ、この傲ごう慢まん女め神がみ」

「きっと大した理由なんてないのよ。みんなにいじられたくなかっただけなのよ」

「あああ、ちょっと、鬱陶しいし！　あんたらますます鬱陶しいし！」

　ミミや夜刀にも囲まれこづかれつつかれて、耀姫は悲鳴を上げる。

「耀あき姫ひめさん」

　広ひろ人とが近寄ると、耀姫の面おもに驚おどろきと戸と惑まどいの色が広がった。

「元気そうで良かったですよ。久しぶり」

「そ、え、あの」

　耀姫は真まっ赤かになると、拗すねた顔でわざとらしくそっぽを向いた。

「元気でないわけないし。もう、みんなして鬱うつ陶とうしいよね。ほんと」

　といって口を尖とがらせるも、耀姫はどこか嬉うれしそうである。

「広人先せん輩ぱい。あの」

　そこにあやの──半はん人じん半はん妖ようの狐きつね姫ひめが、おずおずと遠えん慮りよがちに近寄ってきた。

　ふわふわの狐色の髪かみに花飾りを挿さし、大人おとなしめなデザインのパフスリーブワンピースを着て、今日きようもとびきり愛らしい。

「ユキメさん、大だい丈じよう夫ぶですか。甚右衛門じんえもんに電話して連れてきてもらいましょうか。あれは昼まで仕事がありますけど、都内なので車ならここまですぐ来られると思います」

「いいよ、そんな。仕事中の甚右衛門さんや、あやさんにだって悪いよ。俺おれたちが情けないことしたんだから。他ほかの人に迷めい惑わくかけるのは申し訳ないしさ」

「あなたの気持ちなんてどうだっていいでしょう、ばか広人」

　この上なく厳しい声が響ひびいて、その場のみなはそろって視線を移した。

　もちろん、そんな遠えん慮りよもなくキツイことを広人にいえるのは幼おさな馴な染じみの春日かすが美み薫かだ。

　今日は白い帽ぼう子しとシンプルなカットソー＋長目のフレアースカートという、オーソドックスだが上品なお嬢じよう様さま的ファッション。

　つんけんした表情でなければ、誰もが認めて目を瞠みはる美少女ぶりである。

「可哀かわい想そうなのは置いていかれたユキメさんなのよ。まったく、あなたがそんな人だったなんて失望したわ。頭でも何でも下げて協力してもらいなさいよ」

「もう、どうしていつも広人さんにキツイんだ」

　真横からぐいとひかるが割り込んだ。

　彼女はいつものロングのさらさら黒髪にリボンカチューシャ、プリント柄がらのＴシャツにカットジーンズの短パンで、惜おしげもなく綺き麗れいな足を見せている。

　いかにも元気いっぱいのティーンズファッションだが、豊かに流れる艶つややかな黒髪は、胸をどきりとさせるようなしとやかな魅み力りよくにあふれていた。

「いうことは分かるけど、あやのさんみたいに優しいいい方すればいいのに」

　ひかるはきゅっとこぶしを握にぎって美薫に食ってかかる。

「あなたがいちいち口を挟はさむことじゃないわ。悪いのは広人なのは明白でしょう。そうやってかばう人たちばっかりだから、ばか広人が自覚しないのよ」

　冷たく厳しく美薫は却きやつ下かした。ますますひかるはむっと唇くちびるを引き結ぶ。

「だからって、春日かすがさんが……！」

「いいよ、ひかるさん。春日のいう通りだからさ」

　広ひろ人とは二人を制すると、背後でおろおろ見ていたあやのを振り返る。

「あやのさん。申し訳ないけれど甚右衛門じんえもんさんにお願いできるかな。この通り」

「いえ、そんな。頭なんて下げないでください。頼っていただいてわらわは嬉うれしいんです。先せん輩ぱいのお役に立ちたいんですもの」

　電話をかけてきます、とあやのは小さく一礼し、携帯を手にその場を離はなれる。

　そんなあやのと対照的に、美み薫かは広人を冷たいまなざしで一いち瞥べつした。

「これに懲こりて、中ちゆう途と半はん端ぱに他人の面倒見るのをやめたらどう。優しさばっかり振りまいてるから、だんだん手に余って忘れられる可哀かわい想そうな人が出てくるのよ」

「春日……」

　広人を尻しり目めに、美薫は背を向けて恭きよう子こと涼りよう子こ部長の元へ歩んでいった。

　美薫の言い分はもっともで、それゆえ広人は一番痛い部分をぐさりと刺さされる。

　耀あき姫ひめのように笑いに紛まぎらわすことも、あやのやひかるのように言葉を選ぶこともしない。長い付き合いだからできるストレートで遠えん慮りよのない指摘だった。

「美薫さんが羨うらやましいな」

　ひかるがまぶしそうなまなざしで美薫の背を見つめ、ぽつりといった。

「広人さんに厳しいこといっても、嫌きらわれないって分かってる。広人さんも美薫さんを認めてるから、ひどいこといわれても許して、自分が悪いって思っちゃう」

「でも春日がああいってくれたから、あやのさんに素直にお願いできたんだよ。それに今回の件が俺おれのせいだってのは、間違いないしさ」

「ほら、そういう自じ罰ばつ的なとこ」

　くすりとひかるはほほ笑む。口元だけでなくつぶらな瞳ひとみも細めて。

「広人さんはちゃんと自分がいけないって分かってる。なのに追い打ちみたいに責められても、許しちゃうんだ。その優しさに甘あまえたらダメだと思うけどな」

　そういうとひかるは、自分の表情を隠かくすように長い睫まつ毛げを伏せる。

　寂さびしげなその横顔に、広人は胸の奥から上る言葉が口をついて出た。

「ひかるさんは、結構我が慢まんするタイプだよね」

「えっ、ど、どういうこと？」

「生き霊りようだった時も、お母かあさんにいいたいこともずっと我慢してきただろ。もしかして、俺にいいたいことも溜ためてるんじゃないかな」

「ええっ!?　そんな、そんなこと何にもないぞ」

　ひかるは長いサラサラ黒髪かみを乱すほど、首をぶんぶん左右に振った。

　その髪に触ふれてみたいなあ、なんてちらっと思いつつ、広人は言葉を継つぐ。

「いや、だってさ。デートするするって約束して、全然できてないから」

「ううん、それはいいんだ、広ひろ人とさんの都合のいい日で。ちゃんと広人さんは忘れないで覚えててくれるって分かるし、それだけで嬉うれしいもの。それに」

　ひかるは考え込むように小首を傾かしげ、そして口を開いた。

「ホントは約束が果たされなくてもいいかなって、ちょっと思ってるかも」

「……どうして？」

「果たされたら、それで終わっちゃうもの」

　ひかるは両手を組んで背中に回し、サンダルの先を地面にコツンと当てた。

「ずっと楽しみにしてるから。いつかないつかなってワクワクして待ってるだけの方が、あたしは嬉うれしいかもしれない」

　つぶやきがアスファルトの上に落ちる。だがすぐに、ひかるは黒髪かみをさらりと流して勢いよく広人を振り返った。

「ほら、結構あたし我が慢まんしないでいってるでしょ？　だから大だい丈じよう夫ぶ！」

「ひかるさん」

　広人はふっと息を吐はき、閉ざしていた口を開く。

「じゃあ、楽しみを小分けにするってどうかな」

「小分け？」

「そう。無む理り矢や理り一回どこかに行ってそれだけで終わるんじゃなくて」

　照れくささにつっかえる言葉を、広人は勇気を振り絞しぼって吐き出した。

「ひかるさん、いま自転車通学だろ。学校が始まったら曜日を決めて、毎週二人で一いつ緒しよに帰ろうか。ダメかな。そういうのって楽しみには……ならないかな」

　ひかるは絶句した。広人はバクバクする心臓をなだめつつ、彼女の答えを待つ。

「……どうしよう」

　か細いつぶやきに広人はどきん！　と一ひと際きわ大きく心臓が鳴った。

　ダメだといわれるのではないか、そんなのつまらないといわれるのではないか。

　そんな不安でいっぱいになり、慌あわてて目線を戻もどすと、

「どうしよう、どうしよう。みんながいるのに、あたし、あたし」

「ひかるさん？」

　ひかるの顔は真まっ赤かだった。手を握にぎり合わせ、迷うようにこぶしを作り、そして赤くなった頰ほおに当ててぎゅっと目をつぶったかと思うと、

「広人さんに……抱だきつきたい。ぎゅって、したい……っ」

　消え入りそうな声で、ささやいた。

　とたん、カァッと広人まで頰ほおが燃え上がる。その耳にささやきがまた触ふれる。

「〝特別〟が欲しかったんだ、あたし」

　あふれる思いに震ふるえるひかるの声が、広ひろ人との鼓こ膜まくも震わせる。

「だから嬉うれしい。とっても嬉しい。思い切ってあたしの気持ちいって良かった」

「そ、か」

　気き恥はずかしさに顔を見るのも難しかったが、広人は頑がん張ばってひかると目を合わせる。

　こちらを見るひかるの瞳ひとみは、生き生きとしてまぶしくて晴れやかで、真夏の朝あさ陽ひを浴びる海を思わせた。思わず広人の胸が弾はずむ。口に出した声も弾んでいた。

「俺おれも嬉しいよ。ひかるさんがいってくれてさ。察することはできるけど、やっぱり言葉がないと気持ちも考えも分からないから」

　二人は目を見み交かわし、笑い合った。胸の空すくような気持ちのいい笑みで。

「あのね、広人さん。まだ火曜日と金曜日は病院に通ってるの。だから水曜日は？」

「いいよ。水曜日は時間割も短いしね」

「やったあ！」

　ひかるは満面の笑みで声を上げた。その可愛かわいいさに広人も嬉しくなる。そして改めて、ユキメと合流できたら全力全ぜん霊れいで謝って、彼女が望むことを何でもしようと心に誓ちかった。




「……大変なんだなあ」

　姫ひめ華かは一同から離はなれた場所の縁えん石せきにお尻しりを下ろして、じっと広人を見つめていた。

　立てた両膝ひざにエナメルの黒手袋に包まれた肘ひじをつき、両手に顎あごを乗せ、アイラインも綺き麗れいな瞳ひとみを輝かせ、彼女は興味津しん々しんに広人の様子を観察する。

「気持ちを伝えたり知ったりするのに、回りくどくって。でも」

　ルージュを塗ぬったように艶つややかな唇くちびるから、吐と息いきのごときつぶやきが生まれた。

「彼がモテるのも分かるよね。素敵な、優しい人だな……」

　そのときふいに姫華の上に影が差した。大きく瞬まばたき、彼女は目を上げる。

「ね、ちょーっと訊ききたいんデスけど」

　目の前で、耀あき姫ひめが腰こしに両手を当て偉えらそうに胸を張って見下ろしていた。

「アンタが鰹かつお屋や家けのニュー居い候そうろう？」

「そうだよ。ボクが姫華。ミシュリーヌの友人なんだ」

　にこっとほほ笑み、姫華は左肘をついたままで黒手袋の右手を差し出す。

　耀姫は眉まゆを大きくひそめ顔もしかめて、パン！　とその手を思い切りひっぱたいた。

　姫華はぱちくり瞳を瞬しばたかせると、引っ込めた手をさする。

「痛いよ、耀姫クン」

「へえ、あたしのことは聞いてるわけ」

「うん。有あ里り間ま区の産土うぶすな神がみで早はや宮みや神社の祭神で、人間としての名前は早宮耀あき奈な。ねこがみさまやミシュリーヌたちが話してくれた。なかなか会えなくて寂さびしいって」

　どきっとしたように耀あき姫ひめが身を引く。にこ、と姫ひめ華かは瞳ひとみを三日月型にして笑った。

「照れなくてもいいのに。ボクも会いたかったよ」

「そう、あたしもちゃんと話したかった。アンタとね」

「え？　どこでボクのこと聞いたの？」

「どこでもいいし」

　フン、と耀姫は鼻息で吹き飛ばすように姫華の問いを吹き飛ばした。

「これだけはいっとくけど。氏うじ子こさん……あのバカ猫ねこの氏子さんや、鰹かつお屋や家けのみんなに迷めい惑わくかけないでよね。そしたら、あたしが許さないから」

「ミシュリーヌと同じこというんだ」

　ふっと哀かなしげに姫華は目を伏せる。

「そうまで警けい戒かいされると、寂さびしいな」

「当たり前じゃん。素す性じようも正体もはっきり分からない妖あやかしなんて」

「妖しってほどの妖よう力りよく、いまのボクにはないよ。神様なら分かるでしょ？」

「そういう問題じゃないんだけど。あたしのいいたいことは」

「うん。だいじょぶ。君のいいたいこと」

　姫華は両手で小さな顔を支え、上うわ目め遣づかいで耀姫の瞳ひとみをのぞき込むようにいった。

「……ちゃんと、分かってる」

　二人は見つめ合った。真夏の涼すずやかな朝の中、なぜか不ふ穏おんな空気が流れる。

「耀姫さん、姫華さん？」「どうしましたの。何かありましたの」

　何かを察したか、広ひろ人ととミミが同時に歩み寄ってきた。

　駆かけ寄ってきても一秒ほど、少女二人は見み交かわす目線を離はなさなかった。

「べーっつに？」「なぁんでもないよっ！」

　耀姫と姫華はそろってにっこり笑い、広人とミミを振り返る。

「本当ですの。姫華さんが何か失礼をいったのではありませんの」

　口ではそういいながら、ミミはさりげなく姫華をかばうようにその前に立つと、耀姫に向かって訊きいた。広人はその真ん中で、困った顔で双そう方ほうを見比べる。

「なーんにもないって。ちょっと挨あい拶さつしただけよね」

　両手を開いて肩かたをすくめると、耀姫はちらと広人に目をやった。

「大変よね、氏子さんも。いちいち全員に気を遣つかって目を配ってさ」

「いや、俺おれは何も大変じゃないですけど」

　耀姫の意図を探さぐるように見つめ返し、広人は答える。その一方で、姫華は腰こしを下ろしていた縁えん石せきから立ち上がり、ミミのそばに身を寄せる。

「ごめん、心配させて。ボクをかばう必要なんてないんだよ？」

「心配なんてしてませんわ。あなたのことはあたくしに責任があるだけでしてよ」

　澄すました返事に姫ひめ華かはほほ笑み、気安くミミの肩かたにちょこんと顎あごを乗せる。

「諸君！　今日きようの撮影スタッフに紹しよう介かいするぞ」「みんな～、集まってねえ」

　響ひびき渡る涼りよう子こと恭きよう子この声に、はっと広ひろ人とたちは顔を引き締しめる。

　長くなりそうな一日が、やっと始まる予感がした。





☆★☆






「こんにちはぁ！　Ｗｅｂマガジン『フルール』編集スタッフで～す」

　動きやすそうなＴシャツとパンツ姿の女性が数名、みんなの前に現れた。

　重たげなカメラ機材、取材道具や化け粧しよう道具などが入ったバッグを山ほど肩かたから下げている以外は、みんな二十代の垢あか抜ぬけたお姉ねえさんばかりである。

「え、スタッフさんて女性ばっかりなんですか」

　広人は意外に感じて思わず声を上げた。恭子叔母おばさんがすかさず答える。

「そうだよ～。フルールは女性専用ＳＮＳ内のティーンズ向けＷｅｂ雑誌なの。経営から運営から全部女性！　今日の撮影も女性だけでするよ」

　うふふ、と恭子は人差し指を立ててほほ笑む。

「その方が、女の子たちもリラックスして撮影できるでしょ？」

「リラックス……」

　納得できる話だが、それではなぜ自分が呼ばれたのか。男なんですけど一応。

　釈しやく然ぜんとしない広人の背後で、ねこがみさまたちがスタッフに品定めされている。モデルかアイドル並の美少女らを前に、スタッフ一同テンションが上がりっぱなしだ。

「ちょっと、このレベル高いコたち、どういうこと？」

「どこに隠かくれてたのよ、どうしてこれでスカウトが来ないわけ!?」

「顔立ちだけじゃないし、スタイルだっていいし、個性もあって可愛かわいいし」

「やっだ、この子の肌はだすっべすべ！　赤ちゃんみたぁい」

「な、なんな、のです？　む、むにゅ、にゅ？」

　愛くるしいだけでなく、愛あい嬌きようがあってのほほんとしたねこがみさまは真まっ先さきに捕つかまり、ほっぺをむにむにされたり銀の髪かみを触さわられたりと、散々いじられまくっている。

　他ほかの美少女たちもそれぞれじっくりたっぷりねちねち観察されて、緊きん張ちよう気味だ。

「ねえねえ、あの彼がバイトの子？　なかなか可愛いじゃない！」

　と思ったら、いきなり矛ほこ先さきが広人に向いた。

「十七歳さいの男子高校生なんだって」「ダメよ、いくら可愛いからって手を出しちゃ」「ごめんね、お姉さんたちは別に怖こわくないし、食べたりもしないよ？　……たぶんね！」

「あ、は、はは、は」

　広ひろ人とも硬こう直ちよくして強こわ張ばった笑いをもらす。いくら草食系でも年頃男子としては、年上の洗せん練れんされた女性陣じんに囲まれるなんて経験なさすぎていたたまれない。

「こらこら、仕事の準備にかかって。朝の光は大事なんだから」

　パンパン、と手を叩たたきつつ、いかにもキャリアウーマン風パンツルックでまとめ髪がみの女性がやってきた。見た感じ二十代後半でスタッフの中では一番年長のようだ。

「はぁい、チーフ。よりどりみどり連れてきたよっ！」

　恭きよう子こ叔お母ばさんが自じ慢まんげにねこがみさまたちを指し示す。

　チーフと呼ばれたまとめ髪の女性は、値ね踏ぶみする視線で少女たちを眺ながめた。

「悪くはないけど、いかにも撮影慣れしてなさそうね」

「そこがいいんじゃん。素人しろうとモデル発掘なんだしさっ」

「体力は？　夕方までの長なが丁ちよう場ばに耐えられるのかしら？」

「そこはそれ、ローテーション組んで上手うまいことやってあげてよ、ね？」

「まあね。恭子さんのお薦すすめだけあって、見み栄ばえはそこそこだわ。でも」

　これだけの美少女を前に手厳しい品評をしつつ、チーフはじろりと広人をにらんだ。

「彼は何？　確かに力のあるバイトは必要だといったけれど、あんな陽ひに当てたら倒れそうな可愛かわいい子ちゃんが役に立つの。女装して水着着せた方がいいわよ」

　とたん、ねこがみさまたちからむっとした気配が立ち上る。

　自分たちが値踏みされても戸と惑まどうばかりで怒おこらなかったのに、広人がけなされたとなったらそろって眉まゆを吊つり上げる団結力には感嘆だ。

　とはいえ広人自身は心の中で納得してしまう。

　自分がチーフなら、いくらなんでも力仕事に見た目からして雇やとわないだろう。

「それは浅はかだ！」

　ところがそこに、クイーン・オブ・マイペースたる涼りよう子この声が響ひびき渡った。

　涼子はずんずんと広人に歩み寄ると、バン！　と肩かたに手を置き、ぐいとチーフに近づけ自分も彼女に顔を近づけ、こそっとささやいた。

「よろしいか。彼の実力は見た目ではない」

「え、どういうことかしら」

「この一見、草食系男子で優やさ男おとこの上、吹けば紙より軽く空に舞い上がりそうな彼だが」

　ひでえ。

「くくく、次の光景を見てみるがいい！」

　というと涼子は勢いよくねこがみさまたちを振り返った。

「諸君！　残念なお知らせがある」

「えっ」

　驚おどろく少女たちに、涼子は広人の肩を抱だいてわざとらしく首を振った。

「彼はチーフのお眼鏡めがねに適かなわなかったらしい。ゆえにこのまま強制送そう還かんということで」

「いや───────────ぁっ！　絶対、いやっ！」

　つんざく悲鳴にも似た声が上がったかと思うと、一いつ斉せいに少女らは広ひろ人とに駆かけ寄った。

「ダメです、広人を帰すなどさせませぬ！」「広人が帰るなら夜や刀とだって帰るのよっ」

「そうですわ、家や主ぬしはわたくしたちの面倒を見る義務がありますのよ！」

「冗じよう談だんじゃないし。氏うじ子こさんがいるから水着着ようって思ったんだからね、涼りよう子こちゃん！」

「ばか広人が帰るなら参加する意味はないわよ！」「あたしだって！」「わらわもです！」

　少女たちは広人を囲み、その腕うでを抱だきしめてしがみついて、喧けん々けん囂ごう々ごう騒さわぎ立てた。

「つまりだ、チーフ。かように」

　その喧けん噪そうを両手で引き裂さくようにして涼子が割って入る。

「彼の存在はここにそろった美少女たちのメンタル高こう揚よう及びモチベーション向上のために、大いに──いいか、大いに！　役に立つというわけだ。あたかも美の三女め神がみの間に投げ込んだ黄金のリンゴが女神を大興こう奮ふんさせたがごとくな！」

　耀あき姫ひめがけげんな顔で涼子をつんつんとつついた。

「涼子ちゃん、涼子ちゃん。そのリンゴでトロイア戦争が起こったんだけど」

「そう、しかしそのリンゴが戦いくさになるほど女神らをエキサイトさせたわけだ！　要するにそれと同等の高揚が彼によって引き起こされるのだ一見ただのリンゴに見えてもな！」

「すいませんただの果くだ物ものでホントにもう」

　広人はとことん卑ひ屈くつな気持ちになった。

　しかしチーフやスタッフらは、いまの光景にどうも大いに感かん銘めいを受けたらしい。

「どういうこと、こんな可愛かわいいけど平へい凡ぼんそうな草食男子が」

「私たちには分からないフェロモンでも出してるんでしょうかね」

「でも信じられないわ。さっきの女の子たちの騒さわぎっぷり、考えられない」

「いえ、分かりませんよ、チーフ。実は……彼って」

「そうですよ、実は……ごくり……脱ぬいだらすごい、とか！」

「もしかして……が……すっごい、とか！」

　お姉ねえさんたちが怖こわい。

「まあ、いいわ」

　チーフは澄すましてほつれ髪がみをかき上げる。ただし広人に向けた目を爛らん々らんと輝かせて。

　いまにも食われて終了ではないかという恐きよう怖ふに震ふるえつつ、広人は沙さ汰たを待つ。

「とりあえず働いてもらいます。君の存在が彼女たちのモチベーションというかヤル気につながるというのなら、確かになくてはならないものね」

　ほうっと広人は息を吐はく。良かったのか悪かったのか分からないけれど。

「さ、ホテルへ向かうわよ。スタッフ、まずは女の子たちを水着に着替えさせて」

「はい！　あ、バイト君。じゃあ早さつ速そく荷物お願いね」「これもね」「これもよろしく！」

「ほわああああ！」

　いきなり大量のバッグや機材をスタッフに押しつけられて、広ひろ人とは埋うもれた。

「ひ、広人、広人が生き埋めになってしまいまする！」

　ねこがみさまが駆かけ寄って掘り起こそうとするが、チーフの鋭するどい一いつ喝かつに制止された。

「こら、モデルはさっさと来なさい。よけいな真似まねして怪け我がをされたら困るのよ」

　広人は荷物をかき分け、なんとか顔を出す。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ねこがみさま」

「でも、広人だけにこんな荷物を持たせるなどと、可哀かわい想そうでありまする」

「いいんですよ。これは俺おれの仕事なんですから」

　右肩かたにバッグを二つ、別のバッグを左肩、残りのバッグをたすき掛けにして首からも下げて、開いた両手に機材を持って、広人は力強く──かどうかは自信がないが、笑った。

「ユキメさんはあやのさんのおかげで甚右衛門じんえもんさんに連れてきてもらえることになったし、俺も安心してバイトできます。だからねこがみさまも自分の仕事をしてください。ね？」

「う、う、う、うぐ」

　ねこがみさまはこっくりうなずき、不安そうに振り返りつつもみんなの後を追った。

　広人はもう一度大きく笑いかけると、ぐっと一歩踏ふみ出す。

　が、全身にかかる荷物の重みに笑いを顔に張り付けたまま停止する。

「すげえ……世界を呪のろうレベルの重さ……」

　アスファルトに自分の重みで足あし跡あとがついているのではないかと危き惧ぐしつつ、広人はなんとかよたよた前傾姿勢で歩き出した。

「ねえねえ、氏うじ子こさん」

　吞のん気きな声が隣となりを歩く。顔を向ける余力はないが、耀あき姫ひめだと分かる程度の認識力はあった。

「な、なん、です」

「あの姫ひめ華かって子なんだけど」

　広人はぐぎぎ、と頭を上げて前方を見やった。

　黒髪かみカールの姫華はミミにまとわりつきつつ、弾はずむ足取りで歩いている。

「一人称、〝ボク〟じゃない？」

「はあ、確かにボクですねえ……でも、〝われ〟だの〝わらわ〟だの〝拙せつ者しや〟だのって一人称も俺の周りにはいますから……で、それが……？」

「まさか、さ。ちょっとピークは過ぎたかもだけどホラ、いま流行はやりの」

　耀姫は広人の耳元に唇くちびるを寄せてささやいた。

「男の娘こ、ってやつ？」

　いきなり広人は膝ひざから崩くずれ落ちた。

「ちょっと！　これぐらいの荷物で力尽つきないでよ、情けないし！」

「俺おれを力尽きさせたのは荷物じゃなくて耀あき姫ひめさんの発言じゃないですか！」

　地面に散乱する荷物をかき集めて装着し、広ひろ人とは再び足を踏ふみ出す。

「だってさ、言葉遣づかいも男の子みたいだし、やけに逆さ娘むすめに馴なれ馴れしいし。もしかして友人って噓うそで、実は、実はホントは男の子で、恋人、だったりしたんじゃないの？」

「え……っと。いや、ちゃんと、女の子、でしたよ。性別は」

「あそ。まあ氏うじ子こさんがそういうなら」

　しばし二人は無言で歩んだ。

「ってどういうことなんで分かるのまさか見たわけこの変態ヘンタイ変態ぃいっ！」

「のうわぁああっ！」

　いきなり耀姫につかみかかられ広人は再び荷物の海に沈しずんだ。

「ちょっと、バイト君！　大事な機材を乱暴に扱わないでくれる!?」

　遙はるか前方からスタッフのお姉ねえさんのお怒いかりの声が飛んだ。広人は無言で頭を下げる。

　下手へたな言い訳や説明は時間の無む駄だだと、ありとあらゆる経けい緯いから彼は学んでいた。

「どういうことよ、ねえ、ちゃんと説明してよね！」

　しかしそんな無駄な時間の浪費を、耀姫は切に欲しているらしい。

「えっと、なんで分かったんだっけ」

　広人は荷物を拾い集めながら思い起こす。

　真っ先に脳裏に浮かんだのは、むにゅ、とか、ぐりぐり、とか、柔やわらか～い、とか。そんな気持ちよさそうだが不ふ穏おんな効果音で、広人は真まっ赤かになった。

「た、確かに男、じゃなかったですよ……だって」

「だってって何よ！」

「だ、だって、ちゃんとついてて、でもついてなかっ」

「だから何がついてて何がついてないのよ変態っ！　氏子さんの超変態ぃいいっ！」

　変態呼ばわりも当然だが、耀姫に襟えりをつかまれて激しくがくがく前後左右に揺ゆさぶられるのは、脳が頭ず蓋がい骨こつ内で粉ふん砕さいされそうなので勘かん弁べんして欲しい。

「や、だ、だからとにかく」

　広人はぜいぜいと息を荒げて耀姫から離はなれた。

「性別なんてどうでもいいじゃないですか。そりゃ男よりか女の子の方が正直なところ俺は嬉うれしいですけど、守もり宮みやさんだって住んでるわけですし、それに確かに女の子で」

「ちょっと、なに安心してるの。昨さつ今こんの例からするとＮＴＲネトラレに性別関係ないからね」

「へ」

「いいのどうするのよ、女に大切な嫁よめ候補寝取られたら!?」

　ぐいと耀姫は広人に迫る。大荷物の広人は避さける術すべなく大きくのけぞる。

「『今度こそ君（男子）だけは幸せにしてみせるよ』って空から美少年が舞い降りてきたり、『あなた（女子）は私が守る』って魔ま女じよっ娘こ美少女が戦ったりする最近のご時世なわけよむしろ世界的に同性愛がノーマル異性愛がアブノーマルなのよどうするわけよ！」

「どうもしないよ！　どこの世界的にだよ！　ないよそんな世界！」

「黙だまれ、深海イカだって猫ねこだって猿さるだって鳥類だって昆虫だって人間だって雄おす同士で盛さかってんのよ、もうダメ！　もうダメ地球！　超詰つんでる！」

「耀あき姫ひめさんの思考が詰んでると思います俺おれは！」

「だいたい、空から美少年な大天使が降こう臨りんしたり、日曜朝の八時半から美少女二人がイチャイチャしたりする作品が席せつ捲けんする時点で世界ってか日に本ほんが終わってるよね」

「はいはいそうですね、子孫繁はん栄えい的てき意味で超終わりまくってますねハイハイ」

　広ひろ人とは迎合の技を繰くり出した。しかし耀姫には効かなかった。

「なにそのド適当な相づち！　もっと本気で警けい戒かいしたらどうなわけ！」

「警戒すべきは何でもかんでも世界終末につなげる耀姫さんの思考経路ですよ！」

「そうじゃないでしょ、んもう、あの子のこと！」

　耀姫は荷物でよろける広人の耳に唇くちびるを寄せる。

「あの姫ひめ華かって子の正体、分かってないの？　おかしいところとか違和感とかは!?」

「正体？　おかしいところって……」

　広人は肩かたと全身にかかる重みに支配される脳を振り絞しぼる。

　姫華が現れてから早一週間。その間一いつ緒しよに生活を共にしたが、彼女は屈くつ託たくなく明るく無む邪じや気きで、鰹かつお屋や家けにすんなりと馴な染じんでいた。

　最初こそ体たい操そう服ふく一枚で広人に飛びつくような真似まねはしてくれたが、それ以降は特に出しゃばることもしないし、初日に見たように食事の後の片付けも掃そう除じも率先して行うし、色々な面でいわれる前によく気がついてくれる。

　ねこがみさまは「素す晴ばらしい嫁よめでありまする！」と姫華を絶賛し、姫華も姫華で優しく裏うら表おもてのないねこがみさまにミミと同じくらい懐なついている。

　いい子過ぎるほどいい子で、特におかしい点はない。

　まあ、命の恩人？　の青バケツが大好きなのは別として。

「うーん、別に変なとこはないですよ、むしろいい子で。何となくミミさんが、はらはらしながら姫華さんの行動を見守ってる感じがするのは、少し気になりますが」

「ふん、やっぱりね」

　耀姫は眉み間けんに女の子らしくもない深い皺しわを刻きざんで吐はき捨てた。

「一番の親友のはずの逆さ娘むすめが警戒してるって、おかしいじゃん」

〝……おりん様に封じられたのですわ〟

　広人の耳じ朶だによみがえる、ミミの震ふるえる声。

〝……わたくしの裏切りによって〟

　ミミからそれ以上の話を引き出すことは、いまだできていない。強引に迫って聞けば告白するだろうが、あの時の彼女の辛つらそうな様子に心優しい広ひろ人とはためらわれた。

〝打ち明ければ、鰹かつお屋やの家から追い出されても当然なほどの……〟

　責任感の強いミミのこと。無む理り矢や理り聞き出せばその結果、思い詰つめて姫ひめ華かを連れて黙だまって出て行くかもしれない。それだけは絶対に避さけたかった。

　ミミを追い出したいわけではない。鰹屋家を守るとはすなわち、ねこがみさまを筆頭とする自分の家族を大切にして、守ることなのだから。

（第一、いまのところはいい子だって感想しか出てこないしな）

　そんな感かん慨がいをよそに耀あき姫ひめは、こぶしを突つき上げ憤ふん然ぜんとまくしたてた。

「やっぱアレよ。実は男で逆さ娘むすめの過去の彼氏なのよ！　鰹屋家の嫁よめ候補として氏うじ子こさんたちにバレるのが怖こわいから、逆さ娘も心配で心配で気にしてあれこれ監視して」

「耀姫クン」

　ふいに聞こえた声にはっと二人が足を停めると、姫華が目の前に立っていた。かと思うと、ふいに彼女は耀姫の両手をつかんでぐっと自分の胸に押しつける。

「これで、どうかな？」

　むにゅ、っと。
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　むにゅむにゅ、っと。

「う、」

　凍り付く耀あき姫ひめ。ちょっとだけ頰ほおを染め、照れ笑いをする姫ひめ華か。

「どうかな。あの、下も触さわらせないと……ダメ？」

「う、う、う」

　耀姫はふいに額から耳たぶから首筋から顔まで真まっ赤かに燃え上がり、

「うわああ─────んっ！　ロリ顔なのに巨きよ乳にゆうなんて反則よね──────っ！」

　泣きながら土つち煙けむり（アスファルトなのに）を蹴け立たてて全力疾しつ走そうしていった。

　呆あつ気けに取られて見送る広ひろ人とを、くるんとスカートをなびかせ姫華は振り返った。

「一応、念のためにはっきりいっておくよ？」

　姫華は黒手袋をはめた人差し指を立てる。

「ボクは妖あやかしだけど紛まぎれもなく女子で、未経験の上に性嗜し好こうはごくノーマル。いくらミシュリーヌが可愛かわいくても、あくまで大事な一番の友人。誤解しないで欲しいな、特に」

　人差し指を艶つややかな唇くちびるに当て、姫華は片目で瞬まばたきする。

「広人クンには、ね」

　どきっとする仕草に広人は魅み入いられ、ごくりと喉のどを鳴らした。

「え、あ、う、はい。わ、分かりました」

「良かった。広人クンが分かってくれたって……ボクも、ちゃんと分かるもの」

　というと姫華はさっと身をひるがえし、エナメルブーツでアスファルトを蹴って走っていった。後に残るは荷物でいまにもひしゃげそうな広人一人。

「えっと……うん、自力で頑がん張ばらないとな。ゴールは近づかない、よな」

　よっこいしょぉ、と広人はつぶれる寸前の蛙かえるのごとく、のろのろ進み始めた。




　大おお浜はまプリンセスホテルのメインロビーに、一行は到着した。

　こんな早い時刻にもかかわらず、ぞろぞろと入ってくる美少女にフロントの従業員は少々目を剝むくが、そこはさすがプロ、すぐに何事もないように手慣れた対応に戻る。

「はい、フルール編集部様、おうかがいしております。ただいまシーズン中で一般の方も多くお見えですから、先にいただいたスケジュールを遵じゆん守しゆしてくださいませ」

「もちろんですわ。いつも撮影の便べん宜ぎをはかっていただいて感謝してます」

　チーフもにこやかにフロントに告げる。その後方でみんなと一いつ緒しよに待たい機きしながら、ねこがみさまは興味深げに周囲をきょろきょろ見回した。

　吹き抜けのグランドフロアは、高所にあるいくつもの窓から射さす朝あさ陽ひで光がいっぱい。

　ゴージャスなシャンデリアや、結婚式に使われそうな白とゴールドの装飾が綺き麗れいな階段や、ロココ風を意識した各インテリアが光に照らされ、目にもまぶしかった。

「なんとも、美び麗れいな内装でありまするな」

　感かん嘆たんの声こわ音ねでねこがみさまはつぶやいた。

　プリンセスホテルという名だけあり、どことなく女性向けで雰ふん囲い気きが優ゆう雅がである。

「はいはい、バイト君。荷物はこっち！」

　女性スタッフの声が響ひびいて、ねこがみさまは視線を入り口へと動かす。

　すると全身を駆く使しして荷物を運ぶ広ひろ人とが入ってきた。

　組み立てた機材なのか何なのか巨きよ大だいなパネルっぽい物を背負い、フロントをよたよた横断していく。歩くのもやっとの様子からすると、腹に車輪をつけて人間台車になった方が早そうである。かなりの無茶ぶりなこき使われ方だ。

　しかし広人は汗あせを滝たきのごとく流しつつ立ち止まらない。

「というてわれが手を出しても、さっきのように断られてしまいまするし」

　しょぼん、とねこがみさまはジャージの裾すそを両手で握にぎってうつむいた。

　ゴールデンウィークの時は、力自じ慢まんの守もり宮みやが一いつ緒しよであった。だからねこがみさまも安心して見ていられたのだが、今回はそういうわけにはいかない。

　広人のことが案じられて案じられて、それだけで小さな胸はいっぱいになる。

　今日きようも彼は大変な仕事に加え、自分たち鰹かつお屋や家けのみんなの面倒や、他ほかの美少女たちにも気を配り、さらには新たに増えた居い候そうそうの姫ひめ華かの心配までしていた。

　広人の許容量の広さや懐ふところの深さ、我が慢まん強さは、これまで見てきてよく分かっている。

　今日きようのバイトも苦労はするだろう。けれど結局はこなしてしまうはずだ。

　そこが逆に心配になる。

　彼の懐が深ければ深いほど、広ければ広いほど、我慢強ければ強いほど、のしかかってくる重責はさらにいっそう、重くなるのではないか。

　優やさしい広人のこと、のしかかるすべてを受けとめようと両手を広げるはずだ。しかしいつか受けとめきれず、彼はつぶれてしまうのではないか。

　いままさに、負わされた荷物にぺしゃんこになりかけているように。

（……われは、もしや）

　ふと、ねこがみさまはとある不安に襲おそわれた。

（もしや、間違っているのでは、ありませぬか？）

　大事な氏うじ子こである広人を幸せにしたいがために、氏うじ神がみの自分が大きな霊れい力りよくを得ようとして、嫁よめ千人計画を発足させた。次第にそれは、孤独だった広人のために〝家族〟を作りたいという、ひそかな願いに変わってきていた。

　広人が寂さびしくないように。広人がいつも笑っていられるように。

　彼を囲み、手助けする人々があふれるほど増えていきますように──と。

　けれどいまの状況を見ると、広人の負担が増えただけに見える。

（嫁よめを増やし、家族を増やすことが、まこと広ひろ人との幸せでありましょうか……）

「ねこがみさま」

　ふいにぽんと肩かたに手を置かれ、はっとねこがみさまは忘れていた呼吸を思い出した。

　振り返ると、姫ひめ華かがにこっとほほ笑んでこちらを見ている。

「そんなに気にしなくても、広人クンは大だい丈じよう夫ぶだと思うな？」

「ど、どうして広人のことをわれが気にしていると分かったのです？」

　うろたえるねこがみさまに、姫華は人差し指を顎あごに当てて小首を傾かしげる。

「だって、ずっと広人クンのこと目で追ってたもの。駐ちゆう車しや場じように着いてからだけじゃなくて、ホテルに入ってもね。広人クンが荷物を持ってよたよた歩いてるとき、ねこがみさまも両手をおろおろ左右に動かしたりして、なんだかおかしくて可愛かわいかったよ」

「えっ、あ、そ、そうでありましたか？　まったく気づいておりませんでした」

　ねこがみさまは頰ほおを染め、両手を背後に隠かくした。

　姫華はアイラインも印象的なアーモンド型の瞳ひとみを細め、小さくほほ笑む。

「安心するといいよ。ボクは短い時間しか一いつ緒しよにいないけど、広人クンを助けたいって考える人は、広人クンがその手で助けた相手よりも、きっと多いはずだよ」

「姫華……」

　すん、とねこがみさまは鼻をすすり、うるむ瞳で姫華を見つめる。

「姫華は、なんと良い子なのでしょう。人の心の機き微びに敏感で、優しくて。聞きたい言葉をちゃあんと見つけていってくれるとは」

　ねこがみさまがあふれる感謝を込めてそういったときだった。

　ふいに姫華の表情が一変した。

　笑みが失うせ、真剣なまなざしになる。同時に警けい戒かいして身を引くように体を強こわ張ばらせる。にこやかな仮面が剝はがれ落ち、その下にある張り詰つめた感情が露あらわになったように見えた。

「姫華？」

　ねこがみさまは驚おどろきの色を愛らしい面おもに浮かべて問いかけた。

　姫華は艶つややかな唇くちびるを引き結び、アーモンド型の黒い瞳でじっと見つめ返す。

　次の瞬しゆん間かん、ねこがみさまの体を手袋をはめた両手でぎゅっと抱だきしめた。そしてその肩かたに顔を埋うずめ、しばし無言になる。

「……そう、無意識なんだね」

　肩に埋めた姫華の面から、ささやきが漏もれた。

「どう、したのです。姫華？」

「ううん。なんでもないよ。ボクが」

　喉のどの奥から絞しぼり出すような声で、姫華は答えた。

「ただ、用心深いってだけなんだ」
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　撮影が始まったのは、まだ六時前だった。

　ビーチ開場は十時。一般客が入場するこの時刻より前に撮影を済まさなくてはならないという、なんとも強行軍のスケジュールである。

「えっと、まずは」

　広ひろ人とはレフ板を運びながら、渡されたスケジュール表を片手にプールサイドを走る。

「ビーチ開場後はホテル内の宿泊者向けプライベートプールで撮影、次に取材を兼ねてホテルのフレンチレストランでランチ。その後、車で外へ移動……かなりきっついな」

「バイト君、こっち。早く！」

　波のプールの前で、カメラマンの女性スタッフが携帯を持って手を振った。

「いまね、着替えが終わったってスタイリストから連絡があったから、もうすぐここに来るよ。ビーチパラソル設置したら他ほかの小道具を運ぶの、手伝ってやって」

「は、はいっ」

　命令されるまま広人はビーチパラソルを広げてから、ホテル方面へ向かう。

　ホテルへ続く真っ白な階段を駆かけ上がると、折しも華はなやかな集団が現れるところだった。

「えっ……え!?」

　広ひろ人とは大きくのけぞるようにして息を吞のんだ。

　目の前の階段を下りてくるのは──ずらりとそろった、水着の美少女たち。

　楽しそうに言葉をかわしたり、照れくさそうに頰ほおを染めたりしながら、白い肌はだも露あらわなすらりとした足にビーチサンダルを履はいて、彼女たちはやってきた。

　まるで咲き初そめる花々が舞い降りてくるような眺ながめである。

　さしもの草食系男子も、目の前に繰くり広げられる艶あでやかな光景に見とれるしかない。

「い、いや、こんなことしてる場合じゃ」

　我に返って、広人は恥はずかしさがこみ上げる。慌あわてて顔を背け、スタイリストスタッフがいるはずのホテルの部屋に向かおうとしたとき、

「あら、家や主ぬし。わたくしたちを無視してどこに行くおつもりですの」

　ミミの声が響ひびいてきて、ぎくりと足を止めた。

　広人の恥ずかしさや緊きん張ちようも知らず、ミミがねこがみさまや姫ひめ華かと手をつなぎ、なんと成長した姿の夜や刀ともやってきた。続いて美み薫かやひかる、あやのも歩いてくる。

　ゆるやかウェーブ金きん髪ぱつのミミは、淡あわいピンクでフリルたっぷりのセパレート水着。

　姫華はミミと対比するように、白と黒を基調としたやはりフリルのセパレート。

　ミミたちと同い年に成長した夜刀は、ちょっと大人おとなっぽい黒のビキニ。

　美薫は花はな柄がらが目立つ紅べに色いろのセパレート、ひかるはビーズ刺し繡しゆうのある濃こいブルーのビキニ、あやのは淡いパステルオレンジのビキニとミニパレオだ。

　誰もがアクセントとして可愛かわいいビーズアクセやシュシュ、髪かみ飾かざりや花のブローチ、カラフルな浮き輪などを身につけている。

　ティーンズ女性向けということで、グラビアのような扇せん情じよう的ポーズやお色気よりも、可愛さや華はなやかさが主体のようだ。

　全体的に艶やかでカラフルで、広人は花か壇だんに迷い込んだような心地になる。

　そしてねこがみさまは、これまた目を惹ひく愛らしいビキニだった。

　明るい赤がベースで、チェック模様と胸元のフリル、そして銀の髪に乗せた──さすがに猫ねこ耳みみは引っ込めている──赤い花のカチューシャと、普段の愛くるしさが百倍増しだ。

　しかし未成熟な胸を覆おおうビキニブラは、可愛いのに布地の面積が少なくてうっかりすればずれて見えてしまうのではないかと、期待をそそりつつもハラハラする。

「あ、お、おお、俺おれ、俺俺俺、ちょっと仕事が！」

　うろたえてどもりまくって目をそらす広人に、少女たちは頓とん着ちやくなく近寄ってきた。

「感想もいわずに行ってしまうおつもりですの、家主」

「ミミ、広人クンは照れてるんだよ。察してあげなきゃ」

「夜や刀とはどうなのよ。いつものサイズはボリュームに欠けるから大きくなってみたのよ」

「え!?　あ、あの、そんな肌はだも露あらわな格好で迫られるとその、俺おれ！」

　妖あやかし娘むすめたちは、引け腰ごしの広ひろ人とに向かってしきりにアピールする。だがその後ろで、美み薫かやひかるやあやのたちは積極的に行けずにもだもだしていた。

「ばか広人に感想なんて聞いたって無む駄だよ。どうせ大したこといえないんだから」

「か、感想なんて、別に聞きたくないからいいよ。広人さん、困ってるし」

「あの、広人先せん輩ぱい、わらわは……いえ、やっぱり恥はずかしいから前に出られません！」

「広人！」

　ねこがみさまが銀の髪かみをなびかせ、広人に駆かけ寄った。ミニのフレアスカート型のボトムスがふわりとなって、白い太ももが強調される。

「え、な、なんでしょうか。ねこがみさま」

「忙しいのは分かっておりまする。ですから無理にとは申しませぬが、その」

　ねこがみさまは後ろで両手を組んでもじもじっとする。ちょっと前のめりになって、ビキニブラからのぞくかすかな胸の谷間が見えて、広人はかあっと頰ほおが熱くなった。

「撮影が始まる前に、携帯でみんなを撮とっていただけませぬか」

「え？　あ、ああ」

　思いがけない頼みに、広人は目を大きく瞬しばたいた。

「よく携帯のそういう機能知ってましたね」

「いえ、やり方などさっぱり分かりませぬが、花見の時に広人がみんなを撮って、後で見せてくれたのをちゃあんと覚えておりまする」

「そうでしたね。じゃ、まあ、ちょっとだけ」

　スタッフに見とがめられない内に、と広人は辺りを見回しつつ、素早く尻しりポケットから携帯を取り出そうとしたとき、

「こらこら、鰹かつお屋や」

　ごちんっ、と後頭部をこづかれた。

　振り返ると涼りよう子こ部長が、爆ばく裂れつボディを露ろ出しゆつの高いシルバーの水着に包んで立っている。あまりにお色気過ぎて、急にここだけ空気がアダルティになった。

「スタイリストが待ちくたびれていたぞ。さっさと向かえ。まあその前に」

　ぐっと涼子は腰こしに両手を当て、見事な胸の谷間を突つき出した。

「私だけは存分に撮影してもいいがな！」

「はい、仕事に戻ります」

　冷静に答えてお辞じ儀ぎした瞬しゆん間かん、広人はヘッドロックをかけられた。

「いいいいだい、いだい！　いだ！　部長、ぶ、ちょ、むぎゅ」

「貴様の性しよう根ねが正されるまでは離はなすわけにはいかん！」

「性しよう根ねが正される前に、俺おれの、息の根が、絶え、」

「涼りよう子こちゃん。撮影前に死体を出すのはマズイんじゃない」

　ひょこ、と耀あき姫ひめが涼子の後ろから顔だけ出した。

　不ふ承しよう不ぶ承しよう涼子が腕を放す。広ひろ人とは喉のどをさすりつつ息をすると、耀姫に訊きいた。

「あれ、耀姫さん？　着替えたんじゃないんですか」

「だだだだだ、黙だまれ黙れ、さっさと氏うじ子こさんは荷物取りに行けばいいし！」

「そうだ！　すみません、ねこがみさま。後でちゃんと撮とりますから。それじゃ！」

　広人は階段を全速力で駆かけ上がっていった。ねこがみさまはしょんぼりうなだれる。

「うーむ、残念ですが仕方がないのです」

「ほんとは、メイクもヘアもきっちりしてる最初の内に撮って欲しかったですわね。でもこの撮影が終わったら、プリントしてわたくしたちにもくださるそうですし」

　ミミが、がっくりしているねこがみさまをそっと慰なぐさめる。

「違うよ、ミシュリーヌ」

　すると姫ひめ華かがねこがみさまの肩かたに手を置き軽く目め配くばせをした。

「広人クンに撮ってもらいたかったんだよね、ねこがみさまは」

「う、うぐ、さすがですね、姫華。その通りでありまする」

「姫華さん……あなた」

　ふとミミの顔がかすかに青ざめる。それに気づいた姫華は二度ほど大きく瞬まばたきすると、小首を傾かしげてくすっとほほ笑んだ。

「やだな。そんなの誰でも見たら分かることだよ？　それよりプールって大だい丈じよう夫ぶなの」

　姫華はちら、と大波小波が寄せては返す波のプールに目をやった。

「確かミミ、あんまり泳げなかったよね？」

「なんですと。ミミはカナヅチなのでありまするか？」

「お気になさらず、姫華さん。ねこがみさま」

　つんと可愛かわいい鼻を上向け、ミミは答えた。

「撮影だけと聞いてますもの。特に泳げなくとも支し障しようは」

「誰かが泳げないと聞いてええええ──────────っ!!」

　涼子の陰かげに隠かくれていたはずの耀姫が残像を背後に残す超速度で飛んできた。

　びくびくっとすくみ上がる姫華とミミとねこがみさまの前に、耀姫は両手に腰こしを当ててふんぞり返り、蔑さげすむまなざしで告げる。

「泳げない？　いま聞こえたけど泳げないって？　そりゃお可哀かわい想そうじゃん、泳げないとか！　まあね、良かったじゃない？　泳げなくても！　今日きよう撮影だけだし、泳げなくても！」

「ウフフフフフ、やけに泳げないことにこだわってらっしゃいますのね」

　高笑いする耀姫と対照的に、ミミはブラックなオーラを放ち始める。

「だってあり得なくない？　泳げないとか！　泳げるって常識だし一般教養だし！」

「まあ、女め神がみといっても物知らずなんですのね。世界で水辺に住まない民族なんて山ほどいますわ。水泳が常識なんてそれこそ世界の笑い者ですわよ」

「そやってすぐ世界を持ち出す人っているけどさ、ここ日に本ほんなんですけど。日本でのお話なんですけど。グローバルにすればいいってもんじゃないんですけどっ！」

　ぐふふふふ、と妖あやかし少女と女神は暗黒微び笑しようで顔を見合わせる。

「そんなことより、そなたはわれらと違う水着でありまするな」

　ねこがみさまが小首を傾かしげてつぶやいた。

　その言葉どおり、耀あき姫ひめはタンキニ──ボトムスはお尻しりの丸みに食い込みそうな超短パン、トップスはふんわりたっぷり白レースが重なったキャミソールの水着だ。

　水着というより、少々露ろ出しゆつが多いだけの普段着にも見える。

「い、いいじゃん。可愛かわいいじゃん。あたしのすらっとした足を生かすスタイルよね」

「夜や刀とは推測できるのよ」

　すすっと黒ビキニの夜刀が背後に近寄る。

「そのふわふわっとして重なった、たっぷりの白レース。それだと胸が目立た」

「わああああああああああああああああああああああああっ」

　いきなり耀姫は喚わめいたかと思うとぐいと夜刀を振り返った。

「うっさいわっ、あたしはいいの放っておいて！　あんたこそ何でっかくなってんのよ。前にもいったよね、育った幼女に価値なんかないって！」

「耀姫」

　夜や刀とは細身の体に似合わぬ豊かな胸をこれ見よがしに張ると、いった。

「育たない胸にも、価値はないのよ？」

　無音。

　かと思った次の瞬しゆん間かん、耀姫は地面にくずおれた。

「くっ……ちょっとばかり育ったからっていい気になってこの蛇へび幼よう女じよ……っつか！」

　耀姫は夜刀を指さし勢いよくスタンダップ。

「育った幼女に価値はないってのは万人の同意が得られると思うけど、育たない胸に価値はないってのはロリが幅はば聞かせるジャパンでは山ほど反対意見あるからね！　つるぺたちっぱい世界の真理宇宙の正義って言葉があるからねっていまあたしが作ったんだけど！」

「耀姫さん」

　ミミが金きん髪ぱつを優ゆう雅がにかき上げ、美乳の谷間を見せつけつついった。

「ロリじゃない人のつるぺたに価値は……ありますの？」

　ノックダウン。

「もうあんたたちなんて嫌きらい、嫌いっ！　どうせあたしの胸部は二次元よねえええっ！」

　泣きながら耀あき姫ひめは涼りよう子こや美み薫かたちのところへ逃亡していった。

　慌あわててねこがみさまが後を追いかける。

「耀姫、耀姫！　嘆なげくのではありませぬ、胸などさほどの意味はありませぬ。われもほら、ささやかなふくらみしかありませぬぞ！　そなたもいつか盛り上がりが来るはず！」

「あたしの胸がまな板レーズンでささやかなクライマックスもないとかいうなぁあっ！」

　慰なぐさめのはずがさらに追い打ちをかけられて、耀姫はお怒いかりである。

「胸部が二次元とは、耀姫さんもご自分をよく分かってらっしゃること」

「相も変わらず言動が不ふ審しんで楽しいのよ、耀姫は」

　うんうんうん、とミミと夜や刀とはそろってうなずいた。すると、

「ねえ……耀姫クン、どうしてあんなに泳げないことにこだわってたのかな」

　姫ひめ華かが陶とう器きのような頰ほおに指を当て、二人に向かって意味ありげにほほ笑んだ。

「知りたくない？」

「──姫華さん」

　すっとミミの表情が引き締しまる。姫華は笑みを絶やさない。

　夜刀はぱちくりと瞬しばたいて、怪け訝げんそうに二人を見比べる。

「夜刀さん。先に行っていただけます。ちょっと姫華さんとお手洗いに」

「え、そうなのよ？　分かったのよ、みんなにいっておくのよ」

　夜刀はうなずいてプールへと向かう。それを見届け、ミミは姫華に向き直った。

「姫華さん。少し、お時間いただけますかしら」

「構わないけど、撮影始まっちゃうんじゃないかな」

「五分だけですわ」

　ミミはプールの脇にある高いポールの天てつ辺ぺんの時計を指さす。

　姫華は笑みを納めて神しん妙みような表情になると、ミミの後について足を踏ふみ出した。




　小道具の入ったバッグを肩かたに、衣い裳しようの入ったバッグを腕うでに、広ひろ人とはせかせかと歩く。スタイリストにスケジュールを念押しされて、否いや応おうでも心は焦あせった。

「はあ、撮影助手もしないといけないんだよな、急がないと」

　しかし波のプールを目前にしたときだった。

「……そんなに過か剰じよう反応されたくないな」

　姫華の声が、プールサイドの背の高い植え込みの陰かげから響ひびいてきた。とっさに広人は歩みをとめる。とまった瞬しゆん間かん、ミミの声も後に続いた。

「当然ですわ。あなたの過去を知る者としては不安にもなるでしょう」

「よほどボクのこと信用してないんだね」

　広人はそうっと植え込みの陰から顔をのぞかせた。

　ピンクとモノトーンのフリル水着の少女二人が、植え込みの向こうのベンチに並んで腰こし掛かけている。姫ひめ華かがほんのわずか声を落としてミミにいった。

「前触ぶれなく妖あやかしに変へん化げして、行く当てもなくてさ迷っていたキミを受け入れてあげたのは、ボクなのに」

「それは……それは感謝していますわ。いまでも」

「なのに」

　姫華のささやきがミミの言葉をさえぎる。

「……ボクを裏切ったんだ」

　そのささやきは、確実にミミの声を唇くちびるに縫ぬい止める強さがあった。と同時に聞いていた広ひろ人との心臓もどくんと跳はね上がる。

「ボクのもとを去って、おりんに力を貸したんだ。ボクを封じるために」

　痛々しいまでの沈ちん黙もくが生まれる。広人は息を詰つめて身を固くし、ゆっくりと荷物を地面に置いて膝ひざをついてさらに耳をそばだてた。だがしばし後、ミミはきっぱりと答えた。

「あなたの非ひ道どうな行いが耐えられませんでしたの」

「そうだね。確かにボクはおりんに封じられるに値することをした」

　さらりと姫華は答えると、ほっそりした両手を前に伸のばす。

　声はあっさりとしていたけれど、彼女が伸ばした手はかすかに震ふるえていた。

「力を失ったのも、眷けん属ぞくを失ったのも、自じ業ごう自じ得とくだよ」

「……姫華さん」

「ミシュリーヌは、もう少し割り切る性格だったら良かったのにね」

　すっと両手を下ろし、姫華は夏の青空を見上げた。

「中ちゆう途と半はん端ぱに冷れい酷こくで、中途半端に義理堅くて、中途半端に優しい。ボクから受けた恩なんて、無視すれば早い話だったんじゃないのかな」

「別に出ていってかまいませんのよ」

「そうしたら、キミも一いつ緒しよに出ていくつもりだよね」

　広人はこぶしを握にぎった。やはり恐おそれていた通りだった。

　淡たん々たんとした姫華の声が、晴れ渡る空に上っていく。

「だけど、本当はそんなことしたくない。やっと見つけた居い場ば所しよだから。誰もが優しくて、ちゃんと受け入れてくれて、居い心地ごこちのいい場所を捨てたくないんだ。本当に中途半端だよね。ううん、欲張りなのかな？」

　ミミの答えはない。うつむいて目を閉じ、罰ばつを受け入れるように聞いている。

　姫華はちらりと波のプールの方角にアーモンド型の瞳ひとみを向ける。

「あの産土うぶすな神がみ……耀あき姫ひめクン。ボクのこと疑ってるみたいだ」

　ミミはぱっと視線を姫華と同じ場所へ向ける。その体は見るからに強こわ張ばっていた。

「ボクが解き放たれたことは知られてるんだね。もしもボクの正体が彼女にはっきり見破られたら、即刻捕まえられて、また」

　少女は長い睫まつ毛げを伏せる。両足をぶらぶらと動かしながら手持ちぶさたのように、サンダルの底で地面を蹴けるようにしてこする。

「ボクは独りぼっちで、暗い場所に閉じ込められるんだよ」

　きゅっとミミは唇くちびるを嚙かみしめ、膝ひざに置いた手を握にぎりしめる。

「わたくしを恨うらんでいませんの。仕返しをしたいと考えてはいませんの」

「本当に仕返しをするつもりだったら、とっくにやっていると思わない？　鰹かつお屋やの家に来てすぐに。それもボクへの疑いを晴らすことにはならない？」

　ミミの答えはない。姫ひめ華かは案じるようにそっとミミの肩かたに手を置く。

　はっとミミが身を引くと、姫華は寂さびしげにほほ笑んだ。

「ああ、そうか。キミがボクを追い返さなかったのは」

　姫華は手を引いて目をそむけ、立ち上がった。

「そばに置いて監かん視しするためもあるんだ……辛つらいね」

　姫華はミミに背を向けて、たった一人で波のプールへと歩いていく。

　サンダルの足音が遠ざかる。ミミはしばしベンチに座っていた。だがふいに、彼女はうつむいて両手で口元を覆おおい、白い肌はだも露あらわな細い肩かたを落とす。

　その様があまりに辛つらそうで、広ひろ人とはいたたまれず植え込みの陰から踏ふみ出した。

「ミミさん。大だい丈じよう夫ぶですか」

　声をかけた瞬しゆん間かん、ミミは驚きよう愕がくしてベンチから飛び上がるようにして振り返った。

「家や主ぬし……！　な、ど、どうして」

「すみません。ちょうど通りかかったときに聞こえてしまって」

　ミミはまたうなだれる。長い金きん髪ぱつにその横顔が隠かくれて表情が見えなくなる。広人はミミの正面に回り、彼女の顔をのぞき込むようにして膝をついた。

「どうしたいんですか、ミミさんは」

「どう、とは」

「姫華さんを追い出したいんですか。それとも」

　広人は、包み込むような優しい声音で静かに尋たずねた。

「守りたいんですか」

　伏せたミミの面おもから、はっと強く息を吸う音が聞こえてきた。

「わたくし……わたくし、自分がどうしていいか分かりませんの」

　わななく声でミミは頭を上げる。その顔を見たとたん、広人は心臓をぎゅっとつかまれた心地ここちがして息を吞のんだ。

　ミミの瞳ひとみは濡ぬれていて、いまにも滴しずくがあふれてこぼれ落ちそうだった。

「姫ひめ華かさんを裏切ったこと、心のどこかでずっと苦しんできましたの。居い場ば所しよを求めて苦しんでいたわたくしを受け入れてくだすったのにって。でもあの方は、自分の強大な妖よう力りよくで地を乱し、人心を乱したのですわ。その非ひ道どうさも忘れることはできませんの……」

「けど、婆ばあちゃんが封じたんですよね？　そしていまは妖力を失っている」

　こくり、とミミは小さくうなずく。

「耀あき姫ひめさんが姫華さんを疑っているなら、正体を教えて引き渡した方が得策ですわね。けれど力も眷けん属ぞくも失って、わたくしに信じて欲しいと訴えるあの方を見捨てることはできない。だったら一いつ緒しよに出て行くしかありませんわ。でも、でも……わたくしは」

　吐と息いきのようなささやきがミミの紅色の唇くちびるから漏もれる。

「鰹かつお屋やの皆さんと一緒にいたいのですわ」

　ミミは再び目を閉じる。その美しくも切なげな横顔に、広ひろ人とは胸が締しめ付けられる。

「……いまにも引き裂さかれそうですの、色んな想おもいに」

「ミミさん。それじゃあ」

　広人は口を開いた。なんとかしていつもの彼女を取り戻したかった。常に気取って澄すまし返って、自信ありげで、けれど実は気配り上じよう手ずで、賢かしこく聡さとい彼女に。

「自分がどうしていいか分からないなら、いわなくていいです。でも代わりに俺おれにして欲しいことはありますか。もしあるなら、どうかそれを教えてください。何でもします」

　俺にできることなら。

　という一言を広人は付け加えなかった。自分の力を超える以上のことでも、彼女のために何とかしようと決めていた。

　ミミは珊瑚さんご色いろの唇を引き結ぶ。その唇が小さく震ふるえる。

　彼女はうつむき、消え入りそうな声でようやくつぶやいた。

「助けて。お願い、助けて……ください。家や主ぬし」

「分かりました」

　広人は力強く答えた。はっと面おもを上げるミミに広人は優しく笑いかける。

「俺の望みは、ミミさんが出て行かないことですよ。だったら姫華さんはこのまま家にいればいい。彼女の正体もよけいなことはいわず、黙だまっていればいいんです」

　混乱しきったミミの代わりに、広人は判断を示すことにした。

　千ち々ぢに想いの乱れるミミと違って、彼の望みは本当にごく単純だったからだ。

「家主……」

「その代わり、俺とミミさんでちゃんと気をつけて姫華さんを見ていましょうか」

「あ──ええ、それは仕方ないですわね」

「彼女を疑うからじゃなくて、彼女を守るためでもありますよ。妖力が失せたなら耀姫さんに引き渡す必要もない。でもよけいな誤解で悶もん着ちやくを起こすのは避さけないと」

　ミミは泣き出すのを懸けん命めいにこらえるように、唇くちびるを嚙かみしめ細い眉まゆを寄せて見返した。そんな彼女に、広ひろ人とは励はげますようにしっかりとうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶですって。俺おれとしてはなんか不本意ですけど、姫ひめ華かさんはねこがみさまの嫁よめ名めい簿ぼに登録されちゃったし。そうしたらもう身内みたいなものじゃないですか」

　わざとおどけた風に広人がいったとき、チーフの声が響ひびき渡った。

「こらぁ、バイト君！　どこにいるの？　撮影が始まるわよ！」

「うわ……しまった。急いで行きましょうか、ミミさん」

　広人が腰こしを上げて手を差し出すと、ミミは人差し指で目め頭がしらをぬぐい、自分の手を重ねる。その手の軽さと優しい重みを感じて、広人は守るべき者を改めて強く意識した。





☆★☆






「レフ板、もうちょっと斜ななめ下から！」

　カメラマンの指示に、広人はじゃぼりと水の中にしゃがむと、レフ板を構えた。腰こしから下を押し寄せる波が洗うが、とっくに全身はずぶ濡ぬれだ。

　反射する光に照らされて、水着姿で手をつないだ美み薫か、ひかる、あやのの三人が、ぎこちなくカメラに向かってほほ笑む。

　すぐ目の前の手の届く場所に、可愛かわいくも際きわどい水着姿の美少女がいる、というのは年頃男子的にかなりの拷ごう問もん。

　しかも彼女たちはカメラに気を取られているから、気づかれずに色んな箇所を見放題。

　つるつるすべすべそうな手足。きゅっとくびれたウエストと可愛いおへそ。

　滑なめらかなラインを描く背中に、むちっとしたヒップライン。

　曲線と盛り上がりも見事な胸の谷間、さらにはうっかり──うっかり視界に入ってしまう、大変な箇所の食い込み、とか、とか、とか。

（ダメだ俺ダメだ俺ってかこういう場で見ない男はそれこそ子し孫そん繁はん栄えいの理から外れた嗜し好こうの持ち主だよな！　そうだよな！　いやでもだからって見放題するとか俺は俺は俺は）

　懸けん命めいに己にいい聞かせる広人の脳は、すでに爆ばく発はつ寸前。

「こら、レフ板フラついてるわよ！」

　チェック中のチーフに怒おこられ、広人は慌あわてて混乱しきった脳と視界を立て直す。

「っても、うーん、ちょっと三人とも笑顔固いよね」

　女性カメラマンは水の中から立ち上がってバイザーをかぶった頭をかく。彼女も波に洗われて、衣服はかなり濡ぬれていた。

　二十代も半ばの彼女はなかなか綺き麗れいで、Ｔシャツが透すけて明るい色のブラが見えており、広人としてはこちらも目のやり場に困ってしまう。

「じゃさ、ちょっと雑談でもしよっか。あ、カメラ気にしないでね～」

　カメラマンは、緊きん張ちよう気味の三人をリラックスさせるように気軽に話しかける。

「三人ともすっごい可愛かわいいよね、そのままモデルになれるよ。どう？　いいモデル事務所紹しよう介かいするし。スタイルだけじゃなくて、歩き方もいい感じだもの」

「いえ、家が厳しいのでモデルは無理です」

　堅かた苦くるしく美み薫かが答えると、ひかるが呆あきれたように口を挟はさんだ。

「すぐそうやってつんけんする。突つっぱねるんじゃなくて話を合わせるってできないの」

「私、心にもないことはいえないの」

「嫌いやな感じ。損すると思うな、人付き合いで」

「あなたと付き合う気はないからご心配なく」

「そう。あたしもお断りだから安心して欲しいぞ」

「お二人とも。場所と状況をわきまえてください。恥はずかしいです」

　あやのが吐と息いきをついた。おっとり可愛い顔をしていても、金きん狐こ一族の上に立つ姫ひめである彼女は、意外に気が強い。

　美薫とひかるは年下のあやのに意見されて、むっと唇くちびるを引き結ぶ。

「ごめんなさい。羽は沢ざわさんがよけいなことを横から口出しするから」

「ごめんね。美薫さんが強情で融ゆう通ずうが利かなくて人のいうこと全然聞かないから」

「そうですか。わらわもお二人が縄なわ張ばり争いする雄お牛うしみたいに角つの突つき合っているので、ほとほと身のやり場がありません」

　聞いている広人は身がすくみ上がってくる。気づかぬうちに段々後ろに下がり、腰こしどころか背中の半ばまで水に浸つかってきた。なんだか女子三人がちょう怖こわい……！

「はいはいはーい、どうしたのかなあ」

　女性カメラマンは苦笑して手を振った。

「三人とも、どんどん表情がきつくなってきてるんだけど」

「えっ」「あっ」「す、すみませ……」

　さすがに少女三人は我に返り、恐きよう縮しゆくして身を縮める。

「ちょっとバイト君。レフ板で光を当てるんであって、レフ板に隠かくれてどうするのよ！」

「あ!?　あ、し、失礼しました！」

　いつしか構えたレフ板の後ろで身をすくめていた広人は急いで立ち上がった。

「うーん、気分をほぐそうと思ったけど逆効果だったかな。じゃ、三人ともちょっと休きゆう憩けいにしようか。他ほかの女の子、呼んできてくれる？」

　いささかしょんぼりとして三人がプールから上がる。広人は少し可哀かわい想そうになった。

　入れ替わりに、ねこがみさまを先頭にして夜や刀と、ミミ、姫ひめ華かの四人がやってくる。

「いやほ───いっ、なのです！」

　ねこがみさまは大歓喜で、カメラマンが指示するのも待たずいきなり水にざぶん！　と飛び込み、ばしゃばしゃしぶきを蹴け立たてて広ひろ人とに駆かけ寄ってきた。

「広人、広人！　なんでありまするか、その真っ白な板！」

「ああ、これはレフ板といって光を当てて光量を調整する役目があるんですよ」

「ほほう、光を当てるとどんな良いことがあるのです？」

「顔の色を明るくしたり、逆光でも暗くならずに綺き麗れいに撮影できるって感じですか」

「面白そうでありまする、われにもぜひやらせて欲しいのです！」

　ねこがみさまは間近に寄り、両のこぶしを握にぎってワクテカ顔で広人を見上げた。

　瞳ひとみはキラキラと輝き、愛くるしい面おもはお日様のようで、広人は胸の底からこみ上げる「か、わ、い、い、ぞ、こいつぅうう」という叫さけびをこらえるのに必死になる。

　しかしいくら可愛かわいくても、モデルがレフ板を持ってどうするというのか。

「い、いやいや、これは俺おれの仕事ですから、ってうわぶっ！」

　突とつ然ぜん水をかけられて、広人は面めん食くらった。

　すぐ目の前で、身をかがめて水に両手を入れて、姫ひめ華かが楽しそうにほほ笑んでいる。かがんでいるからロリ顔なのに無む闇やみに豊満な谷間がのぞいて、広人は焦あせった。

「ふふ、広人クン。そんな固いこといわなくてもねこがみさまにやらせてあげれば？」

「あのですね、姫華さん、そんなの無茶……ぼぉうっ！」

　突とつ如じよ後ろから抱だきつかれ、広人はレフ板ごと前のめりに水に突つっ込んだ。

「ひーろーと！　夜や刀とはとっても気持ちいいのよ、プール最高なのよっ！」

　さすが水に縁の深い妖あやかし、普段のローテンションが噓うそのようなはしゃぎっぷりだ。

　とはいえ背中に当たるむにゅっという心躍おどる──いやいや──緊きん張ちようするふくらみに、水中にいる広人は水が沸ふつ騰とうするんじゃないかと思うほど顔が熱くなった。

「まったく皆様ったら、騒さわがしいにもほどがありますわよ」

　三人に翻ほん弄ろうされる広人を見て、ミミは呆あきれ顔で吐と息いきをついた。

　先ほどの深刻な話の余よ韻いんのせいか、積極的に輪に入って来られないようだ。

「ミシュリーヌ！　そんな他人顔してないで、おいでよ」

「え、姫ひめ華かさ……っ」

　姫華に手を引っ張られ、ふいをつかれたミミはぐらりと体勢を崩くずす。

「う、ぶはっ、こんな浅瀬で溺おぼれるかと思っ……えっ」

　広人が水中から立ち上がったとき、ちょうど真正面からミミが倒れてきた。

「や、家や主ぬし！」「うわばぁあああっ！」

　倒れるミミを受けとめ、広人はもんどりうって背中から水中に逆戻り。

　二人は抱だき合い、手と足を絡からませ合って、ばっしゃんばっしゃん水しぶきを上げた。

（え、ちょ、こ、この、感かん触しよく!?）

　絡からみ合う拍ひよう子しに広ひろ人との手が、もちろんお約束的に素敵な箇所に触ふれてしまう。

　手のひらに程よい大きさの、この上なく、気持ちいい、もっちりむちむち、の。

「ど、どこ触さわってますのよ、家や主ぬしってば!?」

「いやいやあの、どこだか俺おれにはさっぱり!?」

「噓うそおっしゃい！　あ、あ、やっ、そんな……は、離はなしてっ」

　暴れれば暴れるほど水中ゆえに勝手が分からなくなり、手足はもつれ合う。

　全然そんなつもりはないのに、広人はミミの体のあっちに触りこっちに触ふれて、全身ですべすべの肌はだと密着してしまう。

　ミミは羞しゆう恥ちのせいか白い頰ほおが真まっ赤かだった。その染まった頰に濡ぬれて乱れた金の髪かみが張りついて、もう見ている広人がどうにかなりそうなほど色っぽい。

「だ、だめですわっ……あ、そ、そこ、ぁ……ゃあ、ん……」

「み、ミミさん!?　ちょ、そ、そんな声は誤解されっ」

　広人は足の踏ふん張りが効かない水中で、ミミを抱だきしめたまま懸けん命めいにもがき、ようやくのことで立ち上がった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか。落ち着いて離れま」

　言葉の途と中ちゆうで、広人は瞬しゆん間かん冷れい却きやくしたように凍こおり付いた。

　自分の手にぶら下がる、フリルでピンクのビキニブラ。
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　目の前に立つミミは肌はだ色いろの面積がやけに拡大し──美乳・全・開、乳首券もフル稼か働どうで大発行中──やったあ、ポロリもモロリもありますよ──！

「うわわわああああああっ!!」「きゃあああああああっ!!」

　広ひろ人とはブラを投げ上げて背を向け、ミミは悲鳴を上げて胸を隠かくしてしゃがみ込んだ。

「さ、最低ですわ、家や主ぬしってば最低！」

「すすす、すいません！　すいません、でもいまのは不ふ可か抗こう力りよくです！」

　姫ひめ華かがやれやれと首を振り、水面にただようブラを拾い上げた。

「ミシュリーヌ。おいでとはいったけど、ちょっと張り切り過ぎじゃないかな？」

「わっ、わたくしのせいではありませんわよっ」

　ミミは姫華からブラを引ったくり、もたもたしながら着け直す。

　ねこがみさまは小首を傾かしげてその様子を眺ながめてつぶやいた。

「恥はずかしがることなぞありませぬのに。嫁よめが夫と仲良くして何が悪いのです？」

「ねこがみさま、ねこがみさま。仲良くするならせめて密室での方がいいのよ」

　夜や刀との方が物の道理が分かっているようだ。

「ちょっとちょっと、ちょっとぉっ！　バイト君！」

　チーフが半ば呆あきれた顔で怒ど鳴なった。

「全然撮影にならないでしょう。ああもう。ヤル気があるの、ないの？」

「いや、俺おれはもうヤル気でいるんですけどってもちろん仕事のヤル気ですけど」

　水なのか汗あせなのか分からない滴したたりをぐいと拭ぬぐいつつ、広人は血迷ったことを口走る。よほどいまの光景が衝しよう撃げき的だったらしい。

　カメラマンが防水のデジカメを片手に、もう片手を腰こしに当てて吐と息いきをついた。

「ったって、モデルさんたちも困ったなあ。カメラ慣れしてなくてぎこちないかと思えば、カメラ無視して暴走されるし。どうにか統一を取ってもらわないと」

「そこでッ！　提、案、だ──────ッ！！！！！！」

　という要いらん叫さけびを放ったのはもちろん涼りよう子こである。

　当然広人は制止しようとしたのだが、藁わらにもすがりたい思いのチーフとカメラマンは即座に反応して涼子を振り返った。

「提案？　なになに、どういう案があるの」

「ククク、聞けば驚きよう愕がくと感かん嘆たんのあまり私にひれ伏すはずだ」

　銀色のセクシー水着に身を包んだ涼子は、見事なボディを見せびらかすように、自信たっぷりなモデルウォーキングで歩いてきた。

　その後ろで腕うで組ぐみした耀あき姫ひめが、ぞっとしない、という風につぶやく。

「今回ばっかりは、涼子ちゃんの提案に乗り気がしないよね……」

「その提案とはつまり」

　ぐい！　と涼りよう子こはこぶしを突つき上げ、天てん上じよう天てん下が唯ゆい我が独どく尊そんもしくは我が人生に一片の悔くいなし的堂々たる態度で叫さけんだ。




「アイドル水泳大会───────────────ッ!!　ポロリばっかり！」




　世界がビッグバン以前に戻った。

「……やっぱりろくでもない提案だったよね、このぉ」

　耀あき姫ひめのつぶやきが宇宙の時間をよみがえらせた。

　と同時にみんなの口から抗議の怒ど声せいが喧けん々けん囂ごう々ごうと沸き上がる。

「なっ、何がアイドル水泳大会です、部長！　私は絶対参加しませんから！」

「そ、そうだぞ。しかもポロリばっかりって。あたしも絶対参加なんてしない！」

「あの、いくらなんでも常識を……わらわだって嫌いやです。お断りします！」

「さすがに積極的に脱ぬぐのは、ボクも……ちょっとヤだな」

「いくら女性ばかりでも、家や主ぬしの前でさっきみたいな真似まねはしたくありませんわ！」

「確かに夜や刀とはナイスバディになったけど、見せびらかしたいわけじゃないのよ」

「え？　え？　アイドルとはなんです？　ポロリとは何がポロリでありまする？」

「見ろ！　見事全員の心が一つになった！」

　超得意げに涼子はいい放った。一人一つになってない人がいるが。

「部長、脊せき髄ずい反射的な発言は状況を見てしてくださいよ」

　広ひろ人とは力なくつぶやいた。チーフもこめかみを押さえて嘆たん息そくした。

「あのね、これは女性向けＷＥＢ雑誌の記事なの。女の子のポロリなんて必要ないの」

「その反応が浅はかなのだ」

　目上相手でもゴーイング俺おれを貫く涼子は人差し指を振ってたしなめる。

「確かに一見、グラビアアイドルのお色気番組的に思えるかもしれないし、私の提案はまさしくお色気番組そのものなのだが」

　何一つ説得力のない言葉をこの上なく説得力のある強引な態度で口走りつつ、涼子は水の中にずぶ濡ぬれで立つ広人に近寄りその肩かたをバン！　と叩たたいた。

「この彼の存在が、すべてを変える！」

「え？　へ？」「えええっ!?」

　広人のきょとんとした声にみんなの驚おどろきの声がかぶさった。

「つ、ま、り、だ。先ほどもいっただろう。みなのヤル気を奮ふるい立たせるには、彼が必要だと。水泳大会を催もよおし、優勝者には……ククク」

「え、りょ、涼子部長!?」

　ぐいと涼子は広人を抱だき寄せた。豊満な胸に体が近づき、広人はどぎまぎする。

「この彼とのランチデートが進しん呈ていされる!!」

「はいぃい？」「えええ───っ!?」

　広ひろ人との驚きよう愕がくの声にみんなのざわめきが再び重なった。

　しかしチーフは目を見開くと、にやりとほくそ笑んだ。

「ランチデート……って、ははぁん」

「まさかチーフ、乗る気じゃ」

　カメラマンの不安げな声に、チーフはネイルをほどこした指を振る。

「面白そうじゃない。あなたもモデルに気持ちの統一が欲しいっていったでしょ。彼っていう賞品を目指して少女たちの心が一つになる。素す晴ばらしいわ」

「そ、そう、ですかね」

「それにランチデートって、お昼の取材先のレストランでのランチってことでしょ。彼を前にした女の子の意外な表情や可愛かわいい反応も撮影できるのよ。どう？」

「確かに。確かに素晴らしい提案ですね！」

　涼りよう子こ部長の説得力の恐おそろしさを広人は目まの当たりにした気がした。

「というわけでその案を飲もうかしら、涼子ちゃん」

「さすがチーフ。ノリがいいな！」

「場所は？　撮影に良さそうなのは波のプールか競泳プールだと思うのよね」

「やはりここは広い競泳プールで存分に競うとしよう！」

　少女たちの意見を一切聞かず、チーフと涼子との打合せはいつの間にか始まりいつの間にか意見の合致が得られていつの間にか終了していた。

　もちろん肝かん心じんの広人の意見が聞かれるそぶりは、皆無。





☆★☆






「それではルールを説明する！」

　競泳プールの飛び込み台前から、涼子の誇ほこらしげな声が青い水面に響ひびき渡る。

　五十メートル×二十五メートル、水深二メートルの競泳プールはとても広々としていて、普段なら気の済むまで思い切り泳いでいられそうだ。

　しかし、である。

　このたゆたう水面にはいま、得体の知れない浮遊物がずらりと浮かべられていた。

　おいどこから出したこのセット、といいたいほどの充実っぷりである。

「まず最初は、ごくノーマルに二十メートルを泳いでもらう」

　涼子は目の前に居並ぶ少女たちに教えるようにあごをしゃくって、飛び込み台から二十メートルの地点を指し示した。

　そこには発はつ泡ぽうスチロール製の平たい板をいくつもロープでつないだ足場がある。

「この足場に辿たどりついた者は、スポーツチャンバラ用の武器を手にして」

　涼りよう子このいう通り、足場にはなぜか何本ものビニール製の、弾だん力りよくがありそうな長い棒ぼうが人数分置かれている。これがどうやら、スポーツチャンバラ用武器というものらしい。

「その武器で競争者を水に叩たたき落としつつ、不安定な足場を進み」

　なんというハードモード。

「あの箱からカードを引いて、指定された衣い裳しように着替えて」

　連つらなる足場の途と中ちゆうには、一ひと際きわ面積が広い浮き島があった。

　この浮き島に三つ台が設置され、その上に箱が置かれている。もちろんティッシュ箱。

「ティッシュ……の箱……」

　離はなれた場所から見ていた広ひろ人とはいやぁな予感を抱いだくしかない。

　衣裳は大変無む造ぞう作さに浮き島の中央に山となって積まれていた。この中から指定された衣裳を選んで着替えなければならないようだ。

「そしてその衣裳のまま、あの城に捕らわれた」

　ギラリ！　と鋭するどい涼子の目線が向かったのは、浮き島から再び続く不安定な足場の先にあるゴール、すなわち巨きよ大だい発泡スチロール製の城。

　その城の中央に立てられた十字型の杭くいに縛しばり付けられた────

「優勝賞品まで辿たどりつけ！」

　広人。

「俺おれが賞品なのは百歩、いや千歩譲ゆずったとしてもですよ……」

　十字架かにかけられたまま広人はつぶやいた。

　本当は百歩千歩どころか地球を一周できる歩数を譲ゆずっても足りないのだが。

「なんで俺は磔はりつけなんです、どういう趣味です！　いくら変態部長でも！」

　広人は声を限りにして五十メートル彼方かなたに叫さけんだ。

　しかしこちらに背を向ける涼子にはまったく聞こえていないのか振り向きもしない。

「今回の水泳大会競技は、私の従妹いとこである耀あき奈なにも案を出してもらい、大いに協力してもらった。感謝するぞ、耀奈」

「どーいたしまして。せっかくやるなら盛り上げないとね」

　耀奈こと耀あき姫ひめは、得意げにフフンと鼻を鳴らした。

「ところでひとつ訊ききたいのだが」

　何気ない口く調ちようで耀姫に尋たずねる涼子の姿は、

「私の格好は────なんだ」




　昆こん布ぶ。




　超巨きよ大だい昆こん布ぶ着ぐるみ。

　海中でうねうねぐねぐねしている出汁だしにも食用にもなる海かい藻そうのアレ。

「ちなみに海藻と海草は別物だ！　昆布やワカメやノリなどは海藻。海産の糸状もしくは葉状、さらに樹状の藻も類るいを差す！　海草はそれ以外の草類でってなぜ私が昆布なのだ！」

「まあほら、水に関係するってことでさ。よく似合ってるじゃーん」

　耀あき姫ひめが澄すました声で答えると、昆布はゆらりと向き直る。ゆらゆら揺ゆれる長くて巨大で幅はば広ひろな昆布の真ん中の穴からは、涼りよう子この顔がのぞいていた。

「貴様、この昆布で私に泳げと抜かすか」

「涼子ちゃんは存在がチートだから、ハンデとして昆布ぐらい許容範はん囲いじゃん？」

「ほほう、そこまで私の実力を把は握あくしているとはさすがだな……だが！」

　クワ！　と昆布の中央の顔が目を見開いた。

「昆布だろうがもずくだろうがジャイアンケルプだろうがこの私にハンデなど意味はないッ！　それが分からんとはなんとバカメ！　ワカメ！」

　磔はりつけ状態でオヤジギャグを聞かねばならない世界の理り不ふ尽じんさを広ひろ人とは呪のろった。

「昆布でもワカメでもお好きにしていただいて結構ですけど」

　こういう冗じよう談だんが一切通じない美み薫かが、怒いかりに震ふるえる声でいった。

「私はお断りします。部活動だから参加したけれど、こんな馬鹿げたことをしないといけないなんて聞いてません。これからすぐに帰らせていただき」

　ふいに姫ひめ華かが美薫の肩かたに手を置いてささやいた。

「いいのかな？　春日かすがクン」

「え？　な、なあに、あなた？　いきなり」

「このまま帰って、広人クンが他ほかの人と……ランチデートしても」

　耳元での姫華のささやきに、美薫は一いつ瞬しゆんたじろいで身を引いた。

「そんなの、別に構わないわ。どうせＷＥＢ雑誌のヤラセだもの」

「でも、ちゃんと撮影されてＷＥＢにアップされるんだよ。何も知らない人から見たら普通にデートに見えるよね？　撮影終了後は記念でプリントもらえるしさ」

「ほ、本当はデートじゃないって私には分かってるからどうだって」

「春日クン以外は乗り気みたいだけど？」

　さらなるささやきに、はっと美薫は視線をひかるとあやのに向けた。

「広人さんとデート広人さんとデートランチデートデートデートデート……!!」

「負けません負けません負けません絶対に負けません水泳得意じゃありませんけど！」

　唇くちびるを引き締しめこぶしを握にぎって磔の広人がいる城を見つめる二人の全身からは、熱気とヤル気のオーラが真夏の陽かげ炎ろうのごとく立ち上っていた。

「だ、だ、だからって、だからってこんな馬鹿げたことできないでしょう」

「ここで帰られたら、広ひろ人とクン困るんじゃないかなあ」

　あくまで意い固こ地じになる美み薫かの肩かたに置いた手に、ぐっと姫ひめ華かは力をこめる。

「部長サンの強引に巻き込まれてあんなカッコさせられても、バイトだからってがんばってるんだよ。見捨てて帰ったら可哀かわい想そうだよ」

「それは、そう、そうだけど。そうだけど、でも」

「春日かすがクン、スポーツ得意そうに見えるな。馬鹿げたイベントって思うなら、がんばって一位になってさっさと終わらせて、広人さんを解放してあげないと」

「確かに……確かに、そう、ね」

「何より、このままだと幼おさな馴な染じみって位置からアップできないよ？　あの二人がどんどん距きよ離りを縮めてるんだもの。ここではっきり自分をアピールしなきゃ」

「う、うう、う」

　姫華に畳たたみかけられ、美薫はふるふる震ふるえながら唇くちびるを嚙かみしめる。

「よし、決まりだね。一いつ緒しよにがんばろっ」

　ぽん、と姫華は美薫の背中を叩たたくと側そばを離はなれて、今度はひかるとあやのの背後に近寄り、ふいに両手を広げてぎゅっと二人のウエストを抱だきしめた。

「やーっほ！」「わ!?」「きゃっ！　え、な、なんでしょう」

「ね、二人とも！　すーっごいヤル気だね？」

「当然だぞ。広人さんとのランチデートがかかってるんだから」

「ええ、わらわは何がなんでも優勝してみせます」

　といったかと思うと、二人はそろってキッ！　とお互たがいをにらみ合った。

「うん、その調子だよね。ホラ、春日クンも」

　姫華は二人の間から首を出し、目め配くばせした。

　ひかるとあやのがそっと目を移すと、美薫が城を見み据すえているのが見えた。肩かたをいからせ、こぶしを構えてちょっと前のめりになって、いまにも飛び込んでもおかしくない。

「すっごいその気になってるよ。幼馴染みとのデートがかかってるもんね」

　はっと息を吸い込む二人の腰こしをぎゅっと抱だきしめ、姫華はささやいた。

「絶対、春日クンだけは勝たせたくないよね。幼馴染みだからって、いつも当たり前に側そばにいるんだもん。そんな立場に意味なんてないって、思い知らせてあげようよ」

「もちろん！」「当然です！」

　ひかるとあやのはいっそう闘志を燃え上がらせた。

「フフ、その調子！　がんばろっ」

　ぽん、と腰を叩いて姫華は身をひるがえし、ミミたちのところへ戻もどる。

「姫華さん、いったいあの三人に何を話されたんですの」

　心配顔で待っていたミミがすかさず問い質ただした。

「ん？　ただヤル気を煽あおってあげただけ。それよりミシュリーヌ、いいのかな」

「いいのかなって何がですの」

「泳げないのに、大だい丈じよう夫ぶかなって。最初に二十メートル泳がないといけないし、水深は二メートルでボクらの身長よりずっと高いし、足場から落ちたら足がつかないよ」

「そうでしたわ！　どうしましょう。棄き権けんするしかありませんかしら」

　思い悩むミミの横から、黒ビキニの夜や刀とがひょっこり顔を出した。

「ミミは安心して見物してるのよ。夜刀がその分がんばるのよ。一位になったら、鰹かつお屋や家け全員でデートするってことにすればいいのよ」

「そう……ですわね。夜刀さんは水に縁えんが深い方ですから、お任せしようかしら」

「棄権なんてする必要ないよ。ちょっと待って、部長サーン！」

　姫ひめ華かは急いで涼りよう子こ部長に向かって手を振った。

「泳げない人はどうすればいいのかな。せめてビート板でも貸してよ」

「よろしい。そういう弱点は救済すべきだ！」

　昆こん布ぶ涼子はぐねぐね動いてうなずいた。自分がそんな格好をさせられているにもかかわらず、心が広いというか太っ腹というか、さすが変態でも人の上に立つ人物というか。

　姫華はフットワーク軽く、スタッフのところから浮き輪とビート板を持ってきた。

「はい！　ほんとは救命胴どう衣いとかがいいかもだけど」

「まあ……ありがとう、姫華さん。ごめんなさい、変に詮せん索さくするようなこといって」

　ミミは嬉うれしそうに頰ほおを染めて受け取った。

「いいってば。それより一いつ緒しよにがんばろ。夜刀クンも！」

「ええ！」「もちろんなのよ！」

「ひぃ────ろとぉ───────っ!!　なんと哀あわれな姿でありまするかっ！」

　団結の言葉にねこがみさまの叫さけびが重なる。

「このままでは広ひろ人とが市中引き回しの上うえ磔はりつけ火ひ炙あぶり獄ごく門もん落城炎えん上じようまっしぐら！　鰹かつお屋や家け断絶の危機でありまする、それだけは阻そ止しせねばなりませぬ！」

「ないよ！　こんな発はつ泡ぽうスチロール性の城で炎上したくないよっ！」

「待っているのです。必ずやわれが救い出してあげまする！　びしっ！」

　ねこがみさまは広人の叫びなど全無視の上に全力で本気だった。

「……まあどんな形でも、鰹屋家の氏うじ神がみ様がヤル気なのは、ありがたいですわね」

「方向性が明明後日しあさつてでも一昨昨日さきおとといでも、ヤル気には間違いないのよ」

　ミミと夜刀が吐と息いき混まじりにうなずいた。そこに涼子の号令が響ひびく。

「よし、それでは一同スタート台に並べ！」

　さっと緊きん張ちように顔を引き締しめ、水着美少女たちは飛び込み台に乗った。

　並び順は以下の通り。

　昆こん布ぶ部長、美み薫か、ひかる、あやの、ねこがみさま、夜や刀と、姫ひめ華か、ミミ──そして。

「よーっし、張り切って泳いじゃうよね！」

　ミミの隣となりの飛び込み台の上に、なにか大おお仰ぎような姿がよいしょと乗った。

　目をやって、ぎょっとミミは身を引く。

「なんですのその格好、耀あき姫ひめさん!?」

　がっちり救命胴どう衣いを着込み、どでかい浮き輪とシュノーケルとゴーグルと足ひれまで装備して巨きよ大だいビート板を小こ脇わきに抱かかえさらに首から水すい難なんお守りを山ほどぶら下げた──おまえほんとに神様か──耀姫が、まったく当然のような顔でミミを見返した。

「何ってこれから泳ぐんだけど」

「まさか……まさか耀姫さんも、泳げな」

「やだなー、〝も〟とか同類にしないでくれる？　あたし泳げるしぃ」

「まあ、この欺ぎ瞞まんに満ちたお答え！　そうですわね、認めたくないのも分かりますわ。さっき泳げないわたくしを散々小馬鹿にしくさった手前、ま・さ・か、泳げないとか」

「泳げるし！　絶対泳げるし！　こんだけ装備して泳げないわけないし！」

「分かってますわ、そこまでして泳げなかったらただの恥はずかしい人ですものね」

「ハン、恥はじをかくのは泳げない逆さかさ娘むすめの方よね。賭かけてもいいよね！」

「いいですわ、傲ごう慢まん欺ぎ瞞まん女め神がみだけには絶対に絶対に負けませんことよ！」

「いい度胸じゃん。女神たるあたしにケンカ売るとか上等じゃん。だったら勝った方が負けた方に超絶恥はずかしいカッコさせて、氏うじ子こさんの前で踊おどらせるってどう！」

「ええ、望むところでしてよ。有あ里り間ま区で語り継つがれるほどのこっぱずかしい格好を選んでさしあげますわ！　撮影もしてあげましてよ！」

「それはそっちの方よね。ほら、さっさと号令してよねチーフ！」

　間違った意味で燃え上がった耀姫が怒ど鳴なった。

　すると号令用のピストルをご丁てい寧ねいに用意し片手に構えて、チーフが進み出る。

「準備いいわね。カメラ、ちゃんとみんなの様子を撮影するのよ。ぬかりなくね」

「もちろんです。任せてください！」

　カメラマンがぐっと親指を突つき出すと、チーフは満面の笑みでうなずく。

　すでに最初の主しゆ旨しから大きくかけ離はなれているのにスタッフ一同誰も気づかない。

「それでは、ＷＥＢ雑誌フルール主しゆ催さいアイドル水泳大会──名付けて」

　チーフはヘッドホンをつけ、ピストルを頭上に掲かかげると、高々と宣せん言げんした。

「風雲、ＫＵＮＯＩＣＨＩ城！　これより開始します！」

　そのかけ声に、少女たちは飛び込み台の上で前傾ポーズを取る。

「ＫＵＮＯＩＣＨＩ城はどうでもいいから、早く終わってくれないかなあ」

　燃え上がる少女たちをよそに、城で磔はりつけされた広ひろ人とは一人遠いまなざしで彼方かなたを見やる。

　もちろん、そんな広人の心境など誰もお構いなし。

「位置について、用意……！」

　チーフがピストルのトリガーにぐっと指をかけた。
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「う、ぅうっ、ひくっ。ひどいですぅ、置いていかれるなんて哀かなしいですぅ」

　一方、その頃のグランパレス有あ里り間ま一○一号室。

　ユニットバスから響ひびいてくるユキメの泣き声に、守もり宮みやは扉とびらの前で大きくうなだれていた。

「申し訳ございません、ユキメどの。私がいたらぬばかりに」

「べつにっ、いいんですぅ、ユキメが爆ばく睡すいしてたからいけない、んですっ、ひくっ」

「ぐーるにゃあーう」

　モサコさんが慰なぐさめるように鳴いたが、ユキメのすすり泣きは止やまない。

「失礼つかまつる！　鰹かつお屋や家け開門！　かいもぉーんっ！」

　ふいに時代がかった声とともに、玄げん関かんドアがダンダン！　と叩たたかれた。

「おや、あの声は、あやの様の執事の甚右衛門じんえもんどのでは」

　守宮は「ちょっと見てまいります」とユキメに声をかけ、玄関へと向かった。

「おお、守宮どの！　やはり留る守す居い役であったか」

　ドアを開けたとたん、金きん狐こ一族の執しつ事じで狐きつね姫ひめのあやののお目付役・甚右衛門が現れて高らかに挨あい拶さつをした。守宮はけげんな気持ちを押し隠かくし、慇いん懃ぎんに頭を下げる。

「何用でございますか。広人様はただいま不在でございますが」

「そう、その広人様経由で姫ひめ様から頼まれましてな」

「え？」

「ユキメどのをいまから大おお浜はまリゾートビーチにお連れせよとの由よし。外にクーラーの効いた車を停とめてある。拙せつ者しやが責任を持って送り届ける所存！」

「それはそれは！　なんとありがたいお申し出でございましょう」

　守宮は愁しゆう眉びを開き、晴れ晴れとした顔になる。

「あやの様にも甚右衛門どのにも、厚くお礼を申し上げます。では早速」

　しかしそのとき、甚右衛門の胸ポケットから着信音が鳴り響ひびいた。

「おっと、失礼。メイド部隊からである。拙せつ者しやだ、どうした……なに？」

　甚右衛門はスマートフォンを耳に当てて太い眉まゆをひそめた。

「それぐらい、そちらで対たい処しよできんのか。……ぐぬぬぬ、仕方ない」

　何事かを口早に命令して甚右衛門は通話を切ると、守宮に向き直る。

「大変申し訳ない。金きん狐こ一族経営の社の方でトラブルが発生したゆえ、拙せつ者しやは戻もどらねばならん。代わりにメイド部隊の車を手配したゆえ、あと一時間ほど待たれよ」

「さようですか。いえ、ユキメどのを送り届けていただけるならば時間など……」

「残念ですが、悠ゆう長ちような時間はありませんよ」

　冷ややかな声が外から聞こえて、守もり宮みやと甚右衛門じんえもんははっと視線を向けた。

「菅すが原わら様!?」

　守宮が驚おどろきの声を上げる。いつの間に来たのか、甚右衛門の背後には眼鏡めがねのブリッジを押さえた長身スーツのみっちゃんが立っていたのだ。

　今日きようの鰹かつお屋や家けは来客ばかり。しかも男ばっかり。

「時間がないとは、どのようなわけでございますか」

　男だらけだろうがどうでもいい守宮は、警けい戒かいする声こわ音ねでみっちゃんに尋たずねる。

「実は先日の水害で、広ひろ人と君の祖母が封じた強大な妖あやかしが解き放たれましてね」

「えっ……」

「足取りをたどってみて、ようやく今日判明したのですが」

　みっちゃんは眉み間けんに険けわしく皺しわを刻み、守宮に答えた。

「どうも有あ里り間ま区に入り込んだらしい」

「なんですと!?」「……それは……！」

　甚右衛門は驚おどろきの声を上げただけだったが、守宮は何かに思い当たったのか一いつ瞬しゆんで身を強こわ張ばらせ、みっちゃんに強い口く調ちようで問い質ただした。

「もしや、おりん様に封じられた恨うらみを広人様で晴らすつもりなのか!?」

「さすが察しがいい。どうもその妖し、すでに広人君に接せつ触しよくしているようですね」

　ぞっとしたように守宮は青ざめた。容よう赦しやなくみっちゃんは続ける。

「急いだ方がいい。広人君の身に危険が迫っています」

「……ひぃ……ろぉとさぁあんが、きぃけぇえんんん…………!?」

　いきなりバン！　とユニットバスの扉が開いて、男三人はそろって振り返る。

　彼らの目の前で開いた風ふ呂ろ場ばの扉とびらから、なんと、

「うわあああああ─────────っ!!」「ぐにゃあああ─────っ!!」

　男三人、大絶ぜつ叫きよう。モサコさんも大絶叫。

　なんと、ずるりと濡ぬれたサダコが這はい出てきた。

　長い青の髪かみを前に垂たらし、背後に水の跡あとを残して、サダコはずりずりずりと這ってくる。神様・妖し×２の大の男どもでさえ、眼前に迫る未知の恐きよう怖ふに凍とう結けつして反応もできない。

「行きますよぅ……行きますよぅ、ユキメぇ……」

　びしゃり、と水音を立ててサダコもといユキメは立ち上がった。

「広人さんを助けに、ユキメ、行っきまぁあああっすぅうう……！」
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「スタートッ！」

　パァン！　と空気を震ふるわせるピストル音が夏の青空に鳴り響ひびいた。

　飛び込み台を蹴けって少女たちが飛び込む。水しぶきが上がり青い水面が大きく揺ゆれた。

「ほりゃああ────っ！」

　もちろん巨きよ大だい昆こん布ぶも宙を舞い、一際高く水柱を上げた。

　真っ先に抜きん出たのは美み薫かである。

　学業だけでなくスポーツにも秀ひいでた万能お嬢じよう様は、美しくも確実なストロークのクロールでぐいぐいと水をかき、見る間に浮き島間近まで迫る。

　僅きん差さで夜や刀とが続いた。さすが水に縁えんの深い妖あやかし、さざ波一つ立たぬ平泳ぎで滑なめらかに進んでいく。たちまち二人は並び、激しいデッドヒートを繰くり広げた。

　その後にひかるが追いすがる。美薫や夜や刀ととは頭半分の差だ。

　ひかるもスポーツが得意らしく、クロールのフォームも目を瞠みはるほど美しく速い。

　そして少し遅れてあやのと姫ひめ華かが追いかける。ピッチは少々遅いが進みは着実だ。

「おお、すげえ」

　みんなの競せり合いに、広ひろ人とは思わず身を乗り出して見入った。

「いやいや、見とれてる場合じゃないよな。ねこがみさまは大だい丈じよう夫ぶかな」

　スポーツが得意にも思えないねこがみさまが心配になり、広人は水面を探す。

　すると一番後方の派は手でな水しぶきが目に入った。

「うにゃにゃにゃっ！　がぼぼぼぼ……うにゃにゃにゃっ！　がぼごぼげぼ……」

　両手を水中でばしばし振り回し、両足をバタバタさせて、得体の知れない鳴き声を上げ、浮いたり沈んだり溺おぼれてるのと紙かみ一ひと重えの犬かきみたいな猫ねこかきでばっしゃんばっしゃん必死に進んでくる可愛かわいい何か──もちろんそれは、ねこがみさま。

「ちょ、あ、あれ、泳ぎなのか？　お、溺れちゃうんじゃないのか？」

　広人は居ても立ってもいられない。どうにかして拘こう束そくを解こうと縛しばられた両手首を見回す。緩ゆるくもないがキツくもない縛り方である。

　大道具の設置が終わったあと、部長に十字架かの下方にある足場に乗るよう指示され足を乗せてみた、と思ったら目にもとまらぬ速さで手首を固定されてしまったのだ。

　この緩さならほどけるかもと、広人は懸けん命めいにぐにぐに腕うでや手を動かしてみる。

　その間も競泳は進む。トップグループの美み薫かと夜や刀とがまず浮き島に乗り、一歩遅れてひかるが続く。美薫はチャンバラ棒ぼうをつかみつつ、真っ先に浮き島を渡り始めた。

「そうはさせないのよっ！」

　夜刀が叫さけんで棒を振り上げ、美薫の背中をぼよん、と叩たたいた。

「きゃっ！　なにをするの。そっちがその気なら……！」

　よろめく美薫もとっさに体勢を立て直して棒をかまえる。ところが背後から、

「いただきだぞ！」

　反射神経のいいひかるが、さっと二人の足元を横に薙なぎ払はらった。

「わ、やめるのよ！」「は、羽は沢ざわさ、っ！」

　叫びと同時に二人は吹っ飛ばされた。

　背後に上がる二つの水しぶきを後に、ひかるは浮き島を渡っていく。

「広人さんっ、いま助けるから！　よっと、と」

　ぐらぐらする足元にひかるは両手を広げて懸けん命めいにバランスを取った。

「い、行かせま、せんっ」

　愛くるしい顔に似合わぬ巨きよ乳にゆうを揺ゆらして、あやのが追いすがった。

　あやのが振り下ろすチャンバラ棒を、ひかるはとっさに自分の棒で打ち払う。

「そうはさせないんだ。広人さんを助けるのはあたしだぞ！」

「いいえ、わらわがお救いするんです。さっさと脱だつ落らくしてください！」

「脱落するのはそちらよ！」

　水から上がった美み薫かが追いつき、二人の綺き麗れいな太ももに向かってぼよん、ぼんぼよん！　とチャンバラ棒ぼうを食らわせた。しかし食らわせた拍ひよう子しにバランスを崩くずす。

「あっ、あっ、きゃあっ！」

　三つの盛大な水しぶきが上がった。その後に夜や刀とが浮き島に這はい上がろうとする。

「うん、いまの内なのよ。広ひろ人と、待ってるのよ……えっ」

　ずるりと夜刀の足が滑すべり、浮き島ごとひっくり返った。さらに上から浮き島に押さえつけられ、夜刀は思うように起き上がれなくなり、ばしゃばしゃと水をかいた。

「わ、わぶっ、あぅっ!?」

「夜刀さんっ!?」

　やっと拘こう束そくを外した広人が気がつき、十字架かから飛び降りて走り出そうとする。

　しかしプールサイドから制止の声がすかさず飛んだ。

「こらこらっ。賞品が動いてどうするの」

「だってチーフ。夜刀さんが溺おぼれてるんです！」

「大だい丈じよう夫ぶみたいよ、ほら……って!?」

　チーフと広人は目を瞠みはった。

　なんとひっくり返った浮き島の近くに、ぷかぷかと黒ビキニの上下が浮かんでいる。

「ど、どういうことですか！　夜刀さん、夜刀さん！」

　広人がたまらず水面をのぞきこもうとして、一歩踏ふみ出したとき、

「広人、広人、ここなのよ」

　ささやき声に目を落とすと、素すっ裸ぱだか（らしい）幼女が足元の水面から顔を出していた。胸から下は水に浸つかっているのでよく見えないが、見えたら大変なことになりそうだ。

「あれ？　夜刀さん、小さくなってる!?」

「そんなに長く大きくなってられないのよ」

「はあ、そうなんですか。でも水に落っこちたのってもっと離はなれた場所だったんじゃ」

「ちょっと妖よう力りよく使ってここまで一気に進んできたのよ」

「それってズルっていいませんか……？」

「分からなければ別にいいのよ。さあ、広人。助けに来たのよ！」

「助けが必要なのはわりとそっちじゃないんですかね。素っ裸だし」

　広人はＴシャツを脱ぬぎ、上半身裸になる。

「ほら、これ着てください。そしたら手を貸しますから水から上がって」

「んー、分かったのよ。確かに全ぜん裸らで救出は絵にならないのよ」

　夜刀は受け取ったＴシャツを水中でかぶると、広人に手を伸のばした。広人は幼女の体の脇の下に腕うでを入れ、よいしょと水の中から抱だき上げる。

「ほら、とりあえずそのＴシャツ着てプールサイドに出ていてくださ……」

　といった瞬しゆん間かん、広ひろ人との腕うでの中で夜や刀とが成長した姿に変化した。

「わああっ!?」

　美び幼よう女じよから美少女モードになったＴシャツ一枚の夜刀が、抱だっこされたまま広人の首筋にぎゅっとしがみつくと、いまだ奮ふん闘とう中の他ほかのみんなに手を振った。

「広人ゲットしたのよ。優勝は夜刀なのよ──っ！」

「ええ──っ!?」

　浮き島を渡るのに四苦八苦していた少女たちが、驚おどろいて動きを止める。

「ちょっとちょっとぉ！」

　プールサイドでチーフが怒おこって腕を振り回した。

「浮き島渡らないで泳いできたでしょ。失格よ、失格！」

「失格？　いやなのよ、そんなの聞いてないのよ」

　夜刀はますます広人にしがみつき身を寄せた。濡ぬれて貼はり付つくＴシャツの布一枚隔へだてて、広人の素す肌はだの胸に夜刀の量感あるふくらみが、むちっと密着感あふれて押しつけられる。

「や、夜刀さん！　すいません、色々やばいので、は、離はなれて」

「いやなのよ。せっかく広人のところまで辿たどり着いたのに離れたくないのよ」

「ダメですよ。こんなアホな競技ですけど、ルールはルールですって」

　広人の説得で不ふ承しよう不ぶ承しよう夜刀は身を離す。

　一方、美み薫かやひかる、あやのの三人の争いは激化していた。

「さっさとあきらめなさい、いちいち邪じや魔ましないで！」

　美薫が赤いリボンとダークブラウンの髪かみをなびかせて逃げる。

「そうはいかないんだ、広人さんとのデート、今度こそ実現させるんだからっ」

　ひかるが均整の取れた体をひねってチャンバラ棒ぼうを振り上げる。

「邪魔してるのはお二人の方です。絶対にわらわはあきらめませんっ！」

　あやのが巨きよ乳にゆうを揺ゆらして浮き島を渡って追いすがる。

　細い腕でチャンバラ棒を振り回し、綺き麗れいな足で浮き島を踏ふみしめて、水に濡れたすんなりした肢し体たいを輝かせ、懸けん命めいに戦うビキニ姿の美少女たち。

　足元が不安定な浮き島だから、バランスを取るためのポーズもかなり際どい。

　お尻しりを突つき出し、胸の谷間もあらわに身をかがめ、四つん這ばいで倒れ、足を大きく開いて水に落下など、こちらを挑ちよう発はつしているのではないかと思うほど。

　ビキニブラの紐ひもも外れかけて胸はこぼれる寸前、布地の小さいボトムスも脱ぬがされかけて危うく見えてはいけない箇所まで露ろ出しゆつしそうだ。

　なんとも見み応ごたえのある光景だが、広人ははらはらどぎまぎしっぱなし。

　あまりの挑発的ポーズと際どい露出に年頃男子的生せい理り的てき自然現象が喚かん起きされかけ、たまらずこっそり後ろを向こうとすると、
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「こらこら、賞品！　ちゃんと見てあげないと女の子たちのヤル気が出ないでしょ！」

　などとプールサイドからチーフの叱しつ咤たが響ひびき渡る。

　拷ごう問もんだ！　拷問だよ！　だったら触さわらせろよ！　なんていえないよ！

　真まっ赤かになりつつ広ひろ人とは心の中で叫さけぶ。

　そろそろ広人も草食男子ではなく、ロールキャベツ男子──外側草食中身は肉食、これも名前をつければ存在が確立されるソシュール的思考ってそろそろ何でもかんでも女子と男子の分類に命名するのやめようよ──にクラスチェンジすべきかもしれない。

　広人は危険な眺ながめから目をそらし、気になるねこがみさまの様子をうかがう。

「ほにゃにゃにゃにゃっ！　うにゃがぼげぼ……うにゃにゃにゃっ！」

　まだ泳いでた。

「ま、まあ、溺おぼれることはなさそう、かな」

　などと一息つく頃、美み薫かがようやくティッシュ箱の浮き島に着いた。

「カードを引くのよね。まったく馬鹿みたいだわ……えっと」

　美み薫かは濡ぬれた手をティッシュ箱に突つっ込み、カードを引いた。

「って、なにこれ!?」

　しかし引いたカードに驚きよう愕がくして、彼女は凍こおり付く。

「もたもたしてると追い抜くから！」

　ひかるが追いつき、続いてカードを引く。

「えっ……ど、どういうことなんだ？」

　やはりひかるもカードを見つめて硬こう直ちよくする。

「あ、あの、なんですか、これ」

　あやのもやっぱり引いたカードにショックを受けた様子だ。

　美み薫かはわなわなと怒いかりに震ふるえつつ、ぐしゃりとカードを握にぎりしめた。

「分かったわよ！　やればいいんでしょう、やれば！」

　といって彼女は衣い裳しようの山に大おお股またで向かう。

「う、う、春日かすがさんには負けられないんだ！」

「そうですね、わらわも勝つためには何でもやります！」

　三人は衣裳の山をひっくり返し、指定された衣裳を探し始める。

　そこに遅れて姫ひめ華かが追いついた。彼女は一いつ生しよう懸けん命めいな美薫やひかる、あやのを尻しり目めに悠ゆう然ぜんとティッシュボックスに手を入れる。ふと、その目が大きく見開いた。

「……ふぅん。面白い仕掛けだね」

　何気ない顔でつぶやいて、彼女はすっとカードを引いた。

「ん、これならいいかな」

　カードを眺ながめ、姫華は小さくうなずいた。

　その間に、美薫とひかるとあやのの着替えが完了する。

「き、着替えたわ！　これでゴールまで行くのね！」

「あたしもできたぞ。あと少し、ラストスパートだ！」

「こ、これで……いいんでしょうか。くっ、がんばります、負けません！」

　といって三人は決意も露あらわに城の方面に向き直った。

　見ていた広ひろ人とは思わず絶句する。

　まず美薫は────西洋式マクシミリアン甲かつ冑ちゆう。

　銀色フルフェイスメットと縦たて溝みぞの打ち出し装飾をほどこした全身甲こう、さらには紋もん章しようのついた盾たてと大たい剣けんまで腰こしに吊つるして防ぼう御ぎよ攻こう撃げき完かん璧ぺき鉄壁。

　次にひかるは──日本式の緋ひ威おどし甲冑。

　紅べに色いろも鮮あざやかな胴どう丸まる、立派な籠こ手てから脛すね当あて、雄お牛うしの角を思わせる超巨きよ大だい前まえ立たてのある兜かぶと、ご大層な頰ほお当あてと二本差しを装備して、どこから見てもいざ出しゆつ陣じん。

　あやのは──……ダ○ボー？

　ヘタレた顔を描いた段ボール箱をかぶり、段ボールの手足と胴どう体たいを装着し、微び妙みように前まえ屈かがみのうなだれ気味にどんよりと立って、どう考えても水に弱そう。

　三人とも、おい、ビキニの意味は、オイ……といいたくなるがっちり装甲だ。

「え、アイドル水泳大会じゃないの？　ポロリばっかりじゃないの？」

「んー、沈しずまないといいのよ」

　広ひろ人との隣となりで見物中の夜や刀とが、さらりととんでもないことを口にした。

「そうか！　やばいですよ、溺おぼれるだけじゃなくて底まで沈んだら」

「行くわよ！」「そうは行かないんだから！」「い、行きますっ！」

　広人の懸け念ねんの声をかき消すように、美み薫かとひかるとあやのの声が響ひびいた。

　三人は同時に足場を蹴けり、城へと続く不安定な浮き島へ足を乗せて────




　沈んだ。




「やっぱりな……って、たた、大変だ！」

　見ていた広人は真まっ青さおになって慌あわてふためく。

「ふぅ、仕方ないのよ。夜刀が助けに行ってあげるのよ。賞品は見てればいいのよ」

　Ｔシャツ姿の夜刀は、ひょいと身軽に飛び込んだ。即座にプールサイドに大きな波がざぶりと打ち寄せ、重装備の三人娘むすめが打ち上げられる。

「大だい丈じよう夫ぶなのよ、ちゃんと三人とも意識はあるのよ」

　一いつ緒しよにプールサイドに上がった夜刀が、広人に向かって大きく手を振る。

　ほっとして広人が息をついたときだった。

「ハァイ、広人クン！」

　明るい声が上がって、思わず広人は目を移す。

　するとビキニの上から裏地が赤いマントを着てトンガリ帽ぼう子しをかぶり、星のついたステッキを持った魔ま女じよっ娘こスタイルの姫ひめ華かが、カールした黒髪かみをなびかせ身軽にやってきた。

「よーっ、と。到着ぅ！　やったぁ」

　城の足場に飛び移り、姫華はバサリとマントをひるがえして大きく万ばん歳ざいする。

「ボクが一位ってことだね。王おう子じ様、お救いに上がりましたっ」

　姫華は小首を傾かしげてにっこり、思わず見み惚とれるほど可愛かわいく笑った。

「え、や、はは。すでに自分で拘こう束そく抜け出てたんだけど」

「カンケーないよ。最初に辿たどり着いたヒトが賞品をゲットできるんだもん」

　というと姫華は広人の腕うでに両手で抱だきつき、誇ほこらしげにプールサイドへ手を振る。

「ってことで、ボクがランチデート権を獲得したよ！」

　重装備を脱ぬぎかけていた美薫やひかるやあやのたちは、微び妙みようにムッとしたりしょんぼりしたり。夜刀も腕うで組ぐみをして、少しばかりご機き嫌げん斜ななめの様子である。

「まあ、結果はどうでも俺おれの意志は反映されないからいいんですけど」

　広人はなかなか辿たどり着かないねこがみさまが心配でたまらない。

　最初の足場の方に目をやると、いましもねこがみさまが泳ぎ着くところだった。

「うにゃにゃにゃっ、うにゃ、うにゃはっ、ハァハァ、つ、つ、着きました！」

　なんとか足場に這はい上がり、ねこがみさまはキョロキョロ周囲を見回す。

　もちろんそこにいるのは彼女ただ一人。

　思わずねこがみさまはガッツポーズで右手を高く天に突つき上げた。

「やりましたぞっ！　われが余よ裕ゆうの一番なのです──っ！」

　余裕のドンケツ。

「いやもう、勝負は終わってますから！　ねこがみさまがビリですから！」

「なんですと？」

　広ひろ人との声に、ねこがみさまはさらにキョロキョロ辺りを見回した。

「ですが、涼りよう子こがおらぬようですぞ」「えっ」

　広人は呆ぼう然ぜんと目を見開き、はっと涼子の姿を思い返した。

「まさかあの巨きよ大だい昆こん布ぶだから、沈しずんだまま浮き上がってこないとか!?」

「飛び込んだのは見たよ。もしかして……!?」

「分かりました、姫ひめ華かさん！」

　姫華の言葉に、広人は慌あわててプールサイドへ移動してスタート地点へ走った。

「部長、部長！　どこですか！」

　どぼん！　と広人は飛び込み台の近くにジャンプし、水をかきつつ叫さけんだ。

　その足に、ぐにゃり、と何かが巻きつく。

「こ、この感かん触しよく……は……？」

　広人が息を吞のんで水中に目を落とすと、




　巨大昆布と目があった。




　生きてました。

「ぶるわああああああああっ！！！！」「ぎゃあああああああっ！」

　突とつ如じよ水中から水柱とともに立ち上がる巨大昆布に広人絶ぜつ叫きよう。

「ゆらゆら！　ゆらゆら！　昆布ゆらゆら！」

「来るな来るな来るなぁああああああっ！」

　得体の知れないおたけびとともに襲おそい来る昆布から、広人は全速力のクロールで逃亡する。やっとプールサイドに上がったと思ったら昆布もざばあ！　と這はい上がった。

　逃げ腰ごしで後じさる広人の前で、昆布部長は四つん這ばいでぜえぜえと荒い息をつく。

「くっ、さすが昆布は強きよう烈れつなハンデだった。この私でも及ばぬ領域があったとは！」

「いやいやいや、あれだけ長いこと水に沈んで生きてる時点でもう人じん外がいですよ！」

　広人は頭部が取れて飛んでいきそうな勢いで激しく首を振った。

「それじゃ、これで決着がついたってことね」

　カメラマンを連れたチーフが嬉うれしそうに歩んでくる。

「なかなかいい画えが撮とれたわよ。生き生きして躍やく動どう感かんがあって」

「ええ、さっきとは段違いに動きも表情も豊かで良かったですよ。この調子でね」

　カメラマンもにこにこしつつ、デジカメをチェックしている。

「それじゃ気持ちも体もほぐれたことだし、十分ほど休きゆう憩けいしたら開場時間までプールで撮影して、ホテルに移動しましょうか。あら、そういえば」

　チーフは指を動かしてその場の人数を数える。

「二人ばかり足りないと思うんだけど、どうしたのかしら」

「ああ、ミミさんと耀あき姫ひめ……じゃなくて耀あき奈なさんは」

　ずっと気になっていた二人を、広ひろ人とは指差した。

「あそこです、まだ」




　飛び込み台の上では、ミミと耀姫が飛び込み前の前傾姿勢のまま硬こう直ちよくしていた。

「……ちょっと」

　でかい浮き輪と救命胴どう衣いを装着し、ビート板を構えた耀姫が水面をにらんでいった。

「早く飛び込んだらどうなのよ、逆さかさ娘むすめ」

「そちらこそさっさと飛び込んで構いませんのよ、傲ごう慢まん女め神がみ」

　同じくビート板を突つき出したミミが、揺ゆれる水面を見つめていった。

「はあ、何いってるわけ!?　カナヅチのそっちに譲ゆずってあげてるんだからね！」

「まあ、丸っきり泳げなさそうな誰かさんに配はい慮りよしてさしあげてるんですのよ？」

「いいからさっさとドボンと行きなさいよドボンと！　すぐ追い抜いてあげるし！」

「あなたこそご託たくを並べてる間があったら即そつ刻こく沈しずんでくださるかしら！」

　きゃんきゃんけんけん、妖し娘と女め神がみの言い争う声が水面に響ひびき渡る。

　結局カナヅチ対決は、飛び込み台から一歩も動かず終了した。





☆★☆






　リゾートビーチでの撮影が押して、一同は開場時刻ぎりぎりにホテルに移動。

　宿泊者向けプライベートプールでの撮影が押してしまったが、その後ようやくフレンチレストランでのランチデートタイムへと移った。

「まさか俺おれも写されるなんて、なあ」

　広人は釈しやく然ぜんとしない気持ちでつぶやく。彼は当初のＴシャツと短パンという適当な服装から、清潔なパーカーにジーンズという格好に着替えさせられていた。

　スタイリストが苦笑気味に答える。

「ああ、男子は顔は写さないから。せいぜい後ろ姿よ」

「へ？　そうなんですか」

「メインは女の子の表情だもの。だから鰹かつお屋や君は女の子をリラックスさせてあげてね」

　普段の広ひろ人とならそんなことをいわれればよけいに固くなって緊きん張ちようしてしまっただろう。だが物もの怖おじしない姫ひめ華か相手なら、無理してリラックスさせる必要もなさそうだ。

（姫華さんを気をつけて見てようって約束したけど、なんか大だい丈じよう夫ぶそうだな）

　少しだけほっとしつつ、広人は撮影場所のレストランへと向かった。




「ねえ、デート権、春日かすがクンに譲ゆずってもいいかな」

　姫華の申し出に、私服に着替えて控ひかえ室にいた少女全員が驚おどろき、一いつ斉せいに振り返った。

　チーフが困こん惑わく顔がおで姫華に問い質ただす。

「どういうこと？　せっかく一位になったのに、しかもわざわざ春日さんにって」

「うーん、ボクは今回飛び入り参加だからさ。広人さんとも知り合ったばかりだし」

　姫華は後頭部に手を当て、小さく舌した先さきを出した。

「付き合いの長い人の方が、リラックスして撮影に臨めるんじゃないかなって」

「ああ、そういえば春日さんて鰹屋君と幼おさな馴な染じみなのよね」

「いいですね。春日さんは華はなもあるし目め力ぢからもあるし、写真映えしそうだから」

　チーフとカメラマンに乗り気で賛成され、美み薫かはたじろいで胸を押さえる。

「でも私、広人と一対一でリラックスって、よく考えたらできるかどうか」

「試しにテスト撮影してみて、ダメだったら他ほかの人と交代してもいいから。ね？」

　チーフの積極的な押しに、美薫はやっとこくりとうなずいた。

「それじゃ行きましょ。撮影は貸し切りのテラス、他の人は店内で休きゆう憩けいしながら見学ね」

　チーフが手を挙げてくいくいと少女たちを招まねいた。

　真っ先にねこがみさまが両手を挙げて、元気よく叫さけんだ。

「やっとご飯はんなのです！　午後の撮影のために、みなも力をつけるのですぞ」

「ん、分かったのよ。ねこがみさま、生卵があるといいのよ」

　夜や刀とも嬉うれしそうにねこがみさまと手を繫つないで歩き出した。

「よし、行くか。危うく冥めい土どをかいま見るところだったからな、極限まで空腹だ！」

「待ってよ、涼りよう子こちゃん。死にかけたくせになんでそんなに元気なわけ？」

　大おお股またでずんずん進む涼子の後を、耀あき姫ひめが急いで追いかける。

　ひかるとあやのは目を見交わし、納得行かない顔ながらも後に続いた。

「ボクもお腹なかすーっごいぺこぺこだあ。たくさん食べちゃおっかな」

　姫華は両手を突つき上げううんと伸のびをし、浮き浮きと弾はずむ足取りで歩き出した。

「ちょっと待って。待ちなさいよ」

　美み薫かに引き留められて、姫ひめ華かは猫ねこのような目を見開いて振り返った。

「えっ、なにかな？　春日かすがクン」

「どういうつもりなの、あなた。デート権を譲ゆずるだなんて」

「どういうつもりって、嬉うれしくなかったのかな？　広ひろ人とクンとデートしたかったよね」

「嬉しくなんてないし、デートがしたかったわけじゃないわよ」

「誤ご魔ま化かさないでよ」

　ふっと姫華はほほ笑む。愛らしいが、どこか妖あやしさが漂ただよう笑みだ。

「キミは、いまにも破は裂れつしそうな感情を抱かかえてるじゃない」

「えっ……」

　どきりとしたように美薫は手を引き、それに合わせて姫華はずいと近づく。

　はっと美薫は一歩後ろに足を引くが、姫華はさらに迫って可愛かわいい顔を近づけた。

「付き合いが長い分、広人クンにいいたいこと、いっぱいたまってるよね」

「い、いいたいこと、なんて、そんな」

「あるよね？」

　アーモンド型の大きな瞳ひとみでのぞき込まれて見つめられ、美薫は釣つり込まれてうなずく。

「この機会だよ。そのたまってる想おもい、広人クンにぶちまけるんだ」

　姫華はくすくすと笑いながら、美薫の肩かたに手を置いて耳元に唇くちびるを寄せた。

「ね……？　他ほかの女の子たちに差をつけるためにも、広人クンの自覚を促うながすためにも、キミはちゃんと彼に胸の内を……告げないとね」

　陶とう酔すいするような甘あまく妖あやしいささやきが、美薫の鼓こ膜まくに注ぎ込まれる。

「そう、ね。そうよね。そうよ、きちんといわなきゃ……」

　思い詰つめ、決意した顔で美薫はうなずいた。ふっと姫華が肩から手を離はなすと美薫は真まっ直すぐに歩いていく。その後ろ姿を見送り、姫華は目を細めて静かにほほ笑んだ。

「姫華さん」

　頭上から降ってくる声に、はっと姫華は振り仰あおいだ。

「やだな、ミシュリーヌ。そんなところから」

　控ひかえ室の天てん井じようから見下ろすミミに姫華は肩をすくめた。

「キミがそうして天井に昇って気配を殺したら、誰にも分からないんだよ？」

「いま、春日さんに何をなさいましたの」

　尖とがる声こわ音ねでミミが尋たずねる。姫華はにっこりと瞳を三日月型にしてほほ笑んだ。

「何もしてないよ。ボクはただ、彼女の背中を押してあげただけだってば」

「妖よう力りよくがなくなったって、噓うそでしたの」

　ずばりとミミは尋ねる。しかし姫華の笑みは微み塵じんも揺ゆるがない。

「噓うそだなんて、どうしてそう思うの？　ボクの妖よう力りよくの有無は分かるんじゃないの？」

「だっていま、あなた……」

　ミミは警けい戒かいも露あらわに身を縮め、厳しい声で答えた。




「春日かすがさんの心を、のぞいたでしょう」




「心をのぞく？　まさか！」

　姫ひめ華かはますます大きく笑んだ。それはねこがみさまの屈くつ託たくのない笑いを思わせる、気持ちがいいほど明るい笑みだった──表面的には、だが。

「読どく心しんなんてしなくたって、見るからに分かるじゃない。春日クンの広ひろ人とクンへの想おもいなんて。気が強くていい出せなくて、悩んでることだって。違うかな？」

「本当……ですの？」

「本当だってば。そんなに疑われてばっかりだと」

　すっと姫華は目を薄うすく開いた。細めたアーモンド型の瞳ひとみが、かすかな光を宿す。

「その疑いが、本当になっちゃうかもよ」

　ミミは天てん井じようで凍こおり付いた。予期せず氷水の固まりに落ち込んだように。

　ぱっと姫華の表情が一変し、この上なく明るい声が響ひびき渡る。

「冗じよう談だんだよ、冗談！　妖力もないボクが何かできるわけないじゃない──でもね」

　くるりと姫華はミミに背を向け、天井まで届くかどうかの小さな声でささやいた。

「ミシュリーヌに疑われてばっかりで辛つらい気持ちは……本当だよ」

　開きっぱなしのドアがバタンと閉まり、その音ではっとミミが我に返ったときは、すでに姫華の姿はなかった。

　すとん、とミミはがらんどうの控ひかえ室に降り立つ。

　空白の部屋には姫華の気配も先ほどのささやきの余よ韻いんもない。

　けれどミミの心に姫華が残した残ざん響きようは、こだまを伴いいまだ響き渡っていた。





☆★☆






「はぁい、にっこり！　にっこり笑って！」

　カメラマンが広人の背後から懸けん命めいに呼びかける。

　呼びかけられた当の本人の美み薫かは、むっつり唇くちびるをつぐんで沈ちん黙もく中。リラックスさせないといけないはずの広人も、がちがちに緊きん張ちようして硬こう直ちよくしっぱなしである。

　ホテルの上階に設けられたテラスのテーブルで、二人は向き合っていた。

　眼下には心地よさそうなプールと、色とりどりに花開くパラソルや水着の人々。

　その向こうには強きよう烈れつな日の光を浴びて、どこまでも青く染まる大おお海うな原ばらが広がっている。

　夏気分をそそられる、とても胸が空すくような光景だった。

　そんな景け色しきを眼下に一望できるこのテラスは、プリンセスホテルでも一番人気。

　テーブルに並べられたフレンチのランチも、華はなやかに盛りつけされて美味おいしそうで、ビーチやホテルを訪れた人々はこぞってこの席に座りたがるだろう。

　というプレミアム感を台無しにするように、浮かれ気分から広ひろ人とと美み薫かはほど遠い。

「え、ええ、と」

　広人は話のきっかけを必死に探して、適当な感動詞をつぶやいた。

　姫ひめ華かが相手だとばかり思って吞のん気きに構えていたから、いきなり超絶不ふ機き嫌げんな美薫に対面に座られて、緊きん張ちよう度合いが突とつ如じよとして跳はね上がってしまった。

「い、いい、天気、だね？」

「なによ、その他人行ぎよう儀ぎな話し方」

　精一杯の語りかけを一いつ蹴しゆうされて、広人はますます怯ひるんでしまう。

　チーフやカメラマンは困こん惑わくして顔を見合わせた。

「春日かすがさん、固すぎるよ。ダメなら他ほかの人に……」

「いいえ！　私がちゃんとやります！」

　すごい剣けん幕まくで返されて、カメラマンは「そ、そう？」と引き下がった。

　美薫は座り直し、ふうっと大きく息をつくと、テーブルの水のコップに手を伸のばす。

　だがその手はかすかに震ふるえていた。

「あっ！」

　美薫の手が滑すべり、コップを倒した。水が彼女の方にこぼれ、スカートに滴したたる。

「うわ、大変だ。すみません！　春日、これで拭ふいてて」

　店員を呼びつつ、広人は美薫に尻しりポケットからハンカチを差し出した。

　美薫は自分の失態を恥はじるように頰ほおを染め、広人の差し出すハンカチを受け取る。

　だがそのハンカチを手にした瞬しゆん間かん、強く息を吸って目を瞠みはった。

　よほど使い込まれているようで、木も綿めんの布地のブルーは色褪あせ、端はしはほつれている。けれど大事に使っているのかきちんとアイロンがけをしてあり清潔だ。

「広人、ねえ、広人……これ、このハンカチ！」

　美薫が身を乗り出し、勢い込んで尋たずねる。スカートにこぼれた水が床ゆかに滴り落ちたが、美薫はまったく意にも介かいしていない。

「え？　ああ、ごめん。古くて擦すり切れたハンカチでさ。拭くだけなら大だい丈じよう夫ぶだと」

「そうじゃない、そうじゃないわよ。このハンカチのこと、忘れたの!?」

「忘れたって……あっ、そうか。そうだった」

　広人はにかっと笑って頭をかいた。

「そのハンカチ、春日かすががプレゼントしてくれたヤツだよな」

「ええ、そうよ。だけど、だけど」

　美み薫かは手のひらに載のせた色褪あせたハンカチと、広ひろ人とを見比べる。

「だってこれ、小学六年のときあげた物なのよ!?」

「六年のときかあ。ってことは六年物か。そんなに経たってないよな」

「そうよ。六年のときよ。広人が私をインチキ霊れい能のう者から助けてくれたでしょう。そのお礼って……私、広人の名前をローマ字で刺し繡しゆうして」

「そうそう。名前刺繡してくれたよな。でも洗せん濯たくしてる内に糸がほつれて取れちゃって。ごめん、大事に使ってたつもりなんだけどさ」

　広人は頭をかくと照れくさそうに答えた。美薫は震ふるえる声で言葉を返す。

「六年も……使ってくれてたの？」

「ああ。だってそれ、俺おれが初めて他人から貰もらったプレゼントだから」

　とたん、美薫はこれ以上ないほど大きく目を剝むいた。

「そんな、そんな……そんな」

　美薫は首を振る。力なく、信じられないとばかりに呆ぼう然ぜんと、幾度も。

　ふいに何の前触ぶれもなく、美薫の瞳ひとみが潤うるむ。かと思ったらいきなり大粒つぶの涙なみだがあふれてこぼれ落ちた。あまりに大きな涙の粒で、ぼたぼたとテーブルの上に音を立てるほどに。

「え、ええっ!?　ど、どど、どうしたんだっ、春日!?」

　突とつ然ぜんの成り行きに広人は狼ろう狽ばい、あたふた手を振り回すばかり。

　見ていたチーフやカメラマンも驚おどろきのあまり、とっさに反応ができずにいる。

「あ、あなた……あなたって、馬鹿、よ」

　ぼろぼろと涙をこぼし、美薫は吐はき捨てた。

「あのときの私のお小こ遣づかいで買えたハンカチよ。精一杯だったけれど、小学生が買えるハンカチなんて安物だわ。なのにそれが他人から初めて貰もらったプレゼントですって？」

「え、だ、だって」

「あなたは、立派な人なのに」

　ぎゅっと美薫は目をつぶる。しかしまぶたの隙すき間まから涙はあふれて止まらない。

「優しくて、勇気があって、こんなどこにでもありふれた安物のハンカチなんか大事にしなくたって、もっともっと沢たく山さんの贈おくり物をされて当然の人なのに。なのに！」

　涙をいっぱいに溜ためた瞳ひとみを見開き、美薫は広人に向かって強く叫さけんだ。

「誰かにその優しさをいいように利用されて、振り回されて、自分のことなんか二の次三の次で！　今日きようみたいに自分の身を好きにされても唯い々い諾だく々だくと従って！　自分以外の他人のために身をすり減らして行動して、何一つ報われなくてそれでもいいって顔して！」

「か、春日……」

「私が……私がどんなに、どんなに想おもったって！」

　ふいに美み薫かは両手で顔を覆おおう。その手のひらの下から、苦しげに声が絞しぼり出された。

「全然届かないんだって。勝手にあなたがすり減ってくのを見てるだけだって。私には、あなたを幸せになんてできないんだって……思い知るばっかりだわ……！」

　広ひろ人とは絶句した。美薫の口く調ちようは強くて尖とがっているが、言葉と声に秘められた、胸をきりりと締しめ付けるような切なく狂おしい感情は、はっきりと広人に伝わってきた。

「もういい。もうやめる」

　唐とう突とつに美薫はなにかを振り払はらうように両手を離はなし、涙なみだをぐいと拭ぬぐった。

「もうあなたのことなんて想うの、やめる。無む駄だだもの」

「あ、あの、春日かすが……」

「あなたはいつまでも誰かに利用されてればいいわ。それですり減って潰つぶれたって、私はもう知らない。もう知ったことじゃない。だってあなたが選んだことだもの！」

　美薫はぐいと広人にハンカチを押しつけると、呆ぼう然ぜんとしているチーフにいい捨てた。

「私、帰ります。バイト代は結構ですから」

　美薫は振り返りもせず店内に駆かけ込み、そのまま店の外のへ走っていってしまった。

「な、なんだったの？　いまの」

　カメラマンがおろおろと店内と広人とを見比べるが、広人自身も言葉が出てこない。

「ちょっと、バイト君！」

　チーフがつかつかとヒールの音を大きく立ててそばにやってきた。

「いったい彼女に何をいったの？　あんなに女の子を泣かせるなんて」

「い!?　いや、俺おれは、ホントに俺は何にもいってないし、してもいないし」

「ああもう、撮影も台無しだわ！　いいこと、バイト君」

「は、はい」

「次は上手うまくやりなさいよ。いいわね！　ほら、別の子を呼んでちょうだい！」

　苛いら立だつ声でチーフは吐はき捨てると、カメラマンに人差し指を振った。

　広人は何がなんだか分からない。上手うまくも下手へたもどうすればいいのか皆かい目もくさっぱり見当がつかない。だがただひとつ、分かることがある。

「……春日」

　アイロンをかけた色褪あせたハンカチを広人は見下ろす。彼女が落とした涙の跡あとが数すう滴てき残っていて、そこだけブルーの色が濃こくなっていた。

「まさか、なあ。春日が……そんな風に俺のこと」

　ただひとつ、広人に分かるのは──

　放たれた言葉も流された涙も、取り返しがつかないということだけであった。




「早く、誰でもいいから来て」

　テラスからカメラマンが店内のテーブルでランチ中の少女たちに手て招まねきする。

　ねこがみさまやひかる、あやのたちは困こん惑わくして顔を見合わせた。

　店内からは、テラスの声はまったく聞こえなかった。

　ただ突とつ然ぜん美み薫かが立ち上がり、広ひろ人とに何事か叫さけんだかと思うといきなり店内に入ってきて、ねこがみさまが声をかけようとする間もなく店の外へ出て行ってしまったことだ。

「な、何が起こったのです。なぜ春日かすがは出て行ってしまったのです？」

　心優しいねこがみさまは、美薫をしきりに心配している。

　テラスで呆ぼう然ぜんと肩かたを落としている広人のことも気になるようで、彼女の顔は店の出口とテラスとを往復して見比べる。見比べる動きが段々高速になっていく。

　けれどねこがみさまの問いに答えられる者はない。次の撮影に出ようと手を挙げる者もなく、困惑の空気ばかりがその場を支配する。

　その背後で、すうっとひそやかに姫ひめ華かが動いた。

「……ひかるクン」

　ひたり、とひかるの背中に冷たい手が当てられる。

　ビクリとしてひかるが振り返る前に、耳たぶにささやきと吐と息いきが触ふれた。

「チャンスだよ。広人クンに胸の内の想おもいを伝える……ね」

「お、想いってどういうこと？」

「分かってるよ、ボクにはちゃあんと、分かってるんだ」

　くすくすくす、とひかる一人だけに聞こえる悪戯いたずらっぽい忍しのび笑い。

「その胸の中に、広人クンへいいたいことが、たあっくさん詰つまってる。このままでいいの？　我が慢まんしないで、はっきりといいなよ」

「そ、そんなこと、したら」

「そんなことでもしなきゃ、広人クンには伝わらないじゃないか」

　甘あまい魅み惑わくの声が、ひかるの耳じ朶だに滴したたり落ちて染しみこんでいく。

「広人クンもいってたよね。〝言葉がないと気持ちも考えも分からない〟って」

　はっとひかるは唇くちびるを開けて息を吸い込んだ。

「そう、そうだ。広人さんは確かにそういってた」

「だよね。さあ、手を挙げて、撮影に行くっていうんだ。そして広人クンと向き合って」

　ひかるの背に隠かくれる姫華の姿に気づく者は誰もいなかった。

　そのささやきもひかるにだけしか聞こえなかった。

「想いのすべてを、ぶちまけてごらん？」

　ひかるはこくりとうなずくと、前に進み出た。

　何事もなかったように姫華はすうっと移動し、今度はあやのの背後に滑すべり込む。

「あの、あたしにやらせてください！　お願いします！」

　手を挙げてテラスにいるカメラマンのもとへ走っていくひかるに、思わずあやのは一歩踏ふみ出しかけるが、唇くちびるを嚙かんでうつむいた。

　だがふいに肩かたに置かれた手に、はっとしてあやのは目を向ける。

「ねえ、狐きつねのお姫ひめ様」

　あやのの方を見ようともせず前を向いたまま、何気ない調子で姫ひめ華かが隣となりに立った。

「あ、あなた……？」

「うん、生なま半はん可かな妖よう力りよくじゃないね。さすが金きん狐こ一族」

　そのささやきは、あやのには言葉でなくただ音の固まりとしか認識できなかった。

「残念だったよね、ひかるクンに先を越されちゃって」

　今度は言葉の意味が理解できた。あやのは屈くつ辱じよくに頰ほおを染め、目をそらす。

　ぐっと姫華はあやのの肩に置いた手に力をこめる。

「ひかるクンて、広ひろ人とクンとデートの約束してるんだよ？　知ってた？」

　触ふれられたくない痛みに触れられ、ぎくりとあやのは身を強こわ張ばらせる。

「可哀かわい想そうだな、あやのクン。広人クンのためにユキメクンを迎えに行かせたりさ。それだけじゃないよね、過去にも色々彼に便べん宜ぎを図ってあげたんだ。そこまでしても」

　フフ、という姫華のほくそ笑みが耳に触れる。

「……デートの約束なんて、してもらえない」

　どくん。

　どくん、どくんと、あやのの鼓こ動どうは大きくなる。

　肩に置かれた姫華の手が、どんどん、どんどん重くなっていく。

「だからさ、広人クンにはっきりといわないと、さ」

　誘ゆう惑わくするように、あやのを堕だ落らくさせるように、甘あまったるいささやきは響ひびく。

　知らず知らず、あやのはその声に魅み入いられて聞き惚ほれる。他ほかの音が消えていく。

「でも、でも、はっきりいうって、そんな機会はありません……けれど」

「大だい丈じよう夫ぶ、見ててごらん。いまにひかるクンも広人クンのそばを離はなれる。そしたらあやのクンの出番だよ。手を挙げて撮影に参加するんだ。そして彼の向かいに座る……」

　あやのの脳裏に姫華の声だけが響き渡る。

　その声の通りにすれば、間違いがないような心地ここちになっていく。

「さあ、ほら、もうすぐだよ？」

　姫華がさりげなく指を差す。あやのはその指に操あやつられたように視線を動かす。

「噓うそばっかり！　広人さんは噓ばっかりだ！」

　かすかにひかるの叫さけびがテラスの窓越しに聞こえた気がした。

　それと同時に、広人の向かいに座っていたひかるが勢いよく立ち上がるのが見えた。

「デートしてくれるって口ばっかりで。もういい、知らないんだ！」

「さあ、いよいよだね」

　くすくすくす、と長い笑い声があやのの耳から脳の奥まで染しみ渡る。

「あやのクンの、出番……！」





☆★☆






「刑部おさかべ姫ひめですと!?」

　みっちゃんの運転するポルシェ９１１カレラ４Ｓの車内に、守もり宮みやの声が響ひびく。

「やはりご存じでしたね」

　悠ゆう然ぜんとハンドルを操あやつりつつ、みっちゃんは冷静な声で答える。

　ポルシェは制限速度いっぱいまで加速して走り続けていた。窓の外に続く高速道路の防音壁が急流のごとく後方へと流れていく。

　みっちゃん、神様らしからぬかなりのかっ飛ばしぶり。

　都内から出るまで渋じゆう滞たいに巻き込まれ、やっと抜け出たと思ったら道路上で事故が起こったらしく、結局スムーズに流れるようになったのは昼も過ぎた頃合いだったのだ。

　この車にはみっちゃんと守宮以外にユキメも乗っていた。

　このポルシェ、一応、い・ち・お・う、四人乗りである。

　四人乗りではあるが、前部座席を目一杯後方に引いているため、後部座席は窒ちつ息そく寸前の狭せまさ。ユキメはシートにぐったり横たわり、懸けん命めいに耐えている。というかクーラーの効いた車内でも、ねこがみさまがいなければ妖よう力りよくが保てなくて辛つらいらしい。

「うぅう、広ひろ人とさぁん～ユキメが、いま、会いに行きますぅ～」

　などと何かのタイトルのようなフレーズを、彼女はうわごとで繰くり返している。

　モサコさんは甚右衛門じんえもんに預けてきた。おそらく今頃、メイド部隊にかしずかれ、下にも置かぬもてなしを受けているはずだ。

「なぜいまになって。アレはおりん様が封じたはずでございますが」

　冷静なみっちゃんと対照的に、守宮は焦あせりも露あらわに運転席へ身を乗り出した。

「あなたも手助けをしたのですか」

「ええ。夜や刀とどのと一いつ緒しよに」

「そのときのことを教えてください」

　守宮は目を落とし、膝ひざに置いた手をぐっと握にぎりしめる。

「元は、姫ひめ路じ城じようの天てん守しゆに住んでいたらしいとの噂うわさの大妖よう怪かいでした」

　淡たん々たんと、けれど重苦しい声こわ音ねで守宮は語り始めた。

「どういう経けい緯いか関かん東とうへ移り住み、各地で人々を狂わせるようになったのです」

「八や百おの眷けん属ぞくを従え、人の想おもいをのぞいて操あやつり、人心を惑まどわせると聞きましたよ」

「ええ。生なま半はん可かの妖よう力りよくではありませんでした。戦時中の混乱に紛まぎれて恐おそろしいデマを流すよう仕向け、人々の心を誘導して正義や正しい道を見失わせ、疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせて互たがいに争わせました。その結果、多くの人々が命を落としたのです」

　いつも慇いん懃ぎんな守もり宮みやが、珍めずらしく唾だ棄きするように強い口く調ちようで吐はき捨てる。

「直接人々に手を下くだしたわけではありません。けれど卑ひ怯きようさ、残ざん忍にんさ、人間世界への影響力の大きさでいえば、おりん様が対たい峙じした中で一、二を争う恐おそるべき妖あやかしです」

　しばし車内は痛いまでの沈ちん黙もくが満ちる。ユキメの「広ひろ人とさぁん、どこぉ～」という吞のん気きな声が響ひびき渡り、また静かになる。

　ややあって、守宮は口を開いた。

「配下の眷属の数も多く、居い場ば所しよも突つき止められず、おりん様の使い魔ま総出で挑いどみましたが、手の打ちようがありませんでした。潜せん伏ぷく先もようとして分かりませんでしたので」

「妖力の気配を消す技に長たけていたのでしょう。強大な妖あやかしは自分の妖力を悟さとられず潜ひそむことができますから。では、その恐るべし妖しをどうやって封じたのです」

「眷属の中から裏切り者が現れ、それの密告により潜伏先を急襲できたのです」

「眷属で裏切り者？」

　アクセルを踏ふみハンドルを絶ぜつ妙みような角度で切って、みっちゃんは華か麗れいに前の車を抜き去ると、滑すべるように元の車線へ戻った。そして言葉の後を続ける。

「眷属とは一族や身内のことです。強大な妖あやかしの眷属ならば、その分身ともいうべき存在ですよ。なのにそれが裏切るとは考えられない。自分の手足が自分の意思に従わず、勝手に本人を殴なぐりつけるようなものです。一族でなく、よそ者ならば理解できますが」

「ですが、おりん様はそういわれました。真実は私には分かりかねます」

　ふっと息を吐はき、守宮は答える。

「広人様はご無事でしょうか。刑部おさかべ姫ひめがひそかに後を追っているのは確かですか」

「おそらく。耀あき姫ひめさんは独自の調査の結果何かに勘かん付づき、広人君に同行したようですね」

「さようですか。ならば、とりあえずは安心でございますか」

　ほっと安あん堵どの息をついて、守宮は肩かたとこぶしの力を緩ゆるめる。

「八や頭ず龍りゆうの大おお神かみ様がご同行されていれば、刑部姫がどれほどの妖力を持っていようと容易たやすく惑わされることはございませんでしょうから」

「さて、ね」

　ところがみっちゃんは不ふ穏おんな答えを返した。

「耀姫さん自身は大だい丈じよう夫ぶでしょう。彼女が刑部姫に惑わされることはない。けれど」

　眼鏡めがねの奥で鋭く目を細め、みっちゃんは低く重い声で続けた。

「広人君自身と、その周りの人間は──どうでしょうね」
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「お、終わっ、た」

　レストランのテラスでの撮影にやっとＯＫが出て、広ひろ人とは肩かたを落として大きく嘆たん息そくした。

　美み薫かに続いてひかる、そしてあやのまでがどういうわけか、広人に対して突とつ如じよ憤いきどおりの言葉をぶつけたかと思うと、中ちゆう途とでバイトを投げ出して出て行ってしまったのだ。

　結局そつのない姫ひめ華かが代役を務めることで、無事に撮影を済ませることができたのだが……あまりのわけの分からなさに、広人は正直げっそり疲れ果てている。

「ごめん、ボクが最初からランチデートすれば良かったね」

　うなだれる広人の背にそっと手を置き、姫華が気き遣づかうようにいった。

　急いで広人は頭を起こし、ぶんぶんと首を振る。

「いや、そんなことないよ。俺おれが上手うまくできなかっただけで」

　彼自身は写されなかったから良かったが、終始気持ちは重くて表情も暗かった。姫華が気にせずにこにこと明るい笑顔でいてくれて、どれだけ救われただろう。

「ありがと。広人クンは本当に優しいんだな」

　姫ひめ華かは純粋な喜びに輝く顔で広ひろ人とを見上げる。

「でもチーフにも謝ってくるよ。ボクが変な提案しちゃったからさ」

　広人に手を振って、姫華はカフェの隅すみでカメラマンやスタッフたちと打合せ中のチーフの元へと走っていった。その背を見つめつつ、広人はまたしても肩かたを落とす。

「優しい……かあ」

　そういわれることが、いまは皮肉にも聞こえた。

　美み薫かの涙なみだと決別にも近い言葉、頰ほおを怒いかりに染めて不満を投げつけるひかるの姿、そして一方通行の苦しみを涙ながらに訴えるあやの……。

　がたん、と広人は手近な椅い子すに吸い寄せられるように腰こしを落とし、猫ねこっ毛の癖くせ毛げを手のひらでくしゃりとかき回す。全身の力が抜けた気がして立っていられない。

「広人、広人」

　ねこがみさまの優しい声に、はっと広人は目を向ける。

　自分の足元にちょこんとしゃがんで、ねこがみさまはこちらを見上げていた。

「あ、ああ、ねこがみさま。なにをそんなところで」

　広人は苦笑しつつ手を伸のばし、つい癖でねこがみさまの頭を撫なでる。

　テーブルの陰かげで、ねこがみさまはぴょこりと隠かくしていた猫耳を出した。

　そのふわふわの猫耳と、さらさらの銀の髪かみを広人は撫でつつ堪たん能のうした。

　くすぐったそうにねこがみさまは首をすくめつつも、口元をほころばせて広人の手を受け入れる。まったくいまにも喉のどを鳴らしそうだ。

　もふもふモサコさんを撫でている感かん触しよくを思い出し、広人は心慰なぐさめられる。

「……慰めてくれてるんですね。ありがとうございます」

　沈しずんでいた胸の内がねこがみさまの優しさで和らいで広人はそっと手を引いた。ねこがみさまは猫耳を引っ込めると、立ち上がった。

「膝ひざに乗りたいところでありまするが、人前ですゆえ我が慢まんしますぞ」

「確かに。こんな人前で膝に乗られたら俺おれも照れますよ」

　ふふっと二人は見つめ合って、ほほ笑みをかわす。しかしすぐに広人はその笑みを収めて、カフェのモザイクタイルの床ゆかに目を落とした。

「俺のこと責めたりしないんですか」

「責める？　なぜです」

「三人を、春日かすがやひかるさんやあやのさんを怒おこらせちゃいましたから」

　広人は言い訳をしなかった。弁解の言葉も口にしなかった。

　なぜ前触ぶれもなく急に三人が怒り出したかはさっぱり分からない。傍はたから見れば、彼女たちの言動は理り不ふ尽じんに思えるだろう。

　けれど心優しい広人は、美薫たちの怒いかりを真正面から受けとめていた。

　自分のいたらなさに、彼女たちがひそかに不満や不安を募つのらせていたのであれば、何をいわれても仕方がない。ただ後悔しか胸には生まれてこない。

「われには、あの三人が何を憤いきどおっていたのかは分かりませぬ」

　うなだれる広ひろ人との耳に、ねこがみさまのささやきが触ふれる。

「声も聞こえませんでしたし、いきなり席を立っていってしまったように見えて……われは広人だけでなく、春日かすがやひかるやあやののことが、心配でたまりませぬ」

　ねこがみさまはつぶらな瞳ひとみを不安に曇くもらせた。そんな様子に、広人はますます己を責める。自分はねこがみさままで哀かなしませてしまったのか──と。

「ですが」

　ふいにねこがみさまは表情を明るくし、明めい瞭りような声こわ音ねで告げた。

「広人も、春日もひかるもあやのも、悪いところなど決してありませぬ。われはそう信じておりまするし、なによりそのことを、ちゃあんと知っておりまする」

「ねこがみさま……」

「ゆえに、案じることなどありませぬぞ！」

　ぐっと両のこぶしを握にぎり、ねこがみさまは懸けん命めいな様子でいった。

「長い人生、行き違いなどあって当たり前なのです。喧けん嘩かも行き違いも、仲直りすれば済むこと。広人が築いてきた関係は、多少のいさかいで壊こわれることなどありませぬ！」

　思わず広人は感心して、まじまじとねこがみさまを見返す。

　頼りなげで、一見可愛かわいいばっかりで、猫ねこかきでしか泳げなくて、どこかしら抜けていて、こちらが守ってやらなければと思わせられるのに。

　肝かん心じんな場面でこうして励はげまし、力づけてくれる。

　そういうところが、ただの幼くあどけなく見える少女ではない。

　安心して心を預けることができる──と、広人はほっと息をついた。

「そうですね。バイトから帰ったら、改めて連れん絡らくしてみます」

「それがよろしいのです。われも一いつ緒しよに謝りに行きましょうぞ！」

「保護者ですか！　膝ひざに乗られるより恥はずかしいですよ！」

　広人とねこがみさまは今度は小さく声を上げ、くすくすと笑い合った。




　ミミはカフェの天てん井じように張り付き、広人とねこがみさまの様子を見つめていた。

〝長い人生、行き違いなどあって当たり前なのです〟

　ねこがみさまの、耳にするだけで胸の曇くもりが晴れるような声音。

〝喧嘩も行き違いも、仲直りすれば済むこと。広人が築いてきた関係は、多少のいさかいで壊れることなどありませぬ……〟

「そうですわね。さすが、ねこがみさまですわ」

　敵かなわない、とミミは口元に小さく笑みをよぎらせる。

　彼女の言葉は広ひろ人とだけでなく、ミミの胸にもすとんと落ちる気がした。

　誰かの心を慰なぐさめ、つないでいくねこがみさまの存在があるゆえに、広人の周囲には多くの人々が集ってくるのだ。もちろん、広人自身に魅み力りよくと能力があってこそだが。

「……それにしても」

　ミミは身を縮め気配を消す。妖よう力りよくを発揮し、さらに誰の目にも止まらないように務める。そしてチーフたちと話す姫ひめ華かを身を固くして見下ろした。

　姫華は明るく無む邪じや気きな調子で語らっていた。話しながらさりげない調子でチーフやカメラマン、他ほかのスタッフらの体に触ふれて、さらに言葉を重ねて、楽しそうに笑う。

　疑いの想おもいが、ミミの中に重く広がっていく。

　会話の内容は分からないが、次第にスタッフ全員が姫華の言葉に熱心に耳を傾け、目を輝かせてしきりにうなずくのが、ひどく気にかかった。

　次いで、ミミは涼りよう子こと語らう耀あき姫ひめと夜や刀とに目を移す。

　曲がりなりにも神である耀姫と、古き霊れい威いの化身である夜刀。

　もし彼女らをどうにかしようとするなら、それこそ恐おそるべし災さい厄やくを引き起こす覚かく悟ごを持って挑いどまなければならない。姫華が何か企たくらんでいても、決して容易には行かないはずだ。

　そこまで考えて、はたとミミは目を見開いた。

「……わたくし、やはり姫華さんを」

〝その疑いが、本当になっちゃうかもよ〟

　背筋に冷ややかなものが一気に伝い落ちる。

「わたくしが疑うから？　疑い続けるから姫華さんも……？」

　ミミは逡しゆん巡じゆんを胸の内で繰くり返す。だが美み薫かとひかるとあやのたちの様子は、明らかにおかしかった。どう考えてもいつもの彼女たちの様子ではなかった。

　けれど姫華を問い詰つめても、先ほどのようにかわされかねない。最後まで白しらを切られるか、追い詰めすぎて逆上されてもまた不安だ。

　なにより本当はただの誤解だったら、それこそ姫華に辛つらい思いをさせかねない。

　ミミは散々に思い悩み、すとんと広人とねこがみさまの前に降り立った。

「あれ、ミミさん？」「ミミ、いつからそこにおったのです」

　きょとんとなる二人に向かって、ミミは声をひそめていった。

「やはり、見過ごせませんの。姫華さんのことなんですけれど」

「姫華さんがどうしたんです」

　ミミのただならぬ様子に広人の顔が引き締しまる。ねこがみさまはまだきょとんとして、二人の見み交かわす顔をきょろきょろと見比べていた。

　ミミはねこがみさまに姫華のことを伝えるのをためらった。

　姫ひめ華かが怪しいのは確かだが、もしもこちらの見当違いであれば、下手へたな疑いやわだかまりを広めることになってしまう。

「ええ。よろしく。これから向かいますので……それじゃ。はい、みんな！」

　携帯でどこかと通話するチーフの声が響ひびいたかと思うと、ふいに呼びかけに変わった。

「そろそろ次の撮影場所に移るわよ。ついてきてちょうだい」

　ミミは「後で」と広ひろ人とに目め配くばせした。広人はかすかにうなずく。

「それで次はどこに行くのでありまする。広人は知っておりますか」

「ああ、確かこれからホテルの外へ行くんじゃないかな」

　広人は折り畳たたんだスケジュール表と携帯電話を取り出した。

　他ほかのみんなと違って裏方の彼は、連れん絡らく用として携帯を許されていたのだ。

「ホテルの外とはどこです。西洋館通り？」

　広げたスケジュール表をのぞき込み、ねこがみさまはつぶやく。

　とたん、はっとミミが声を吞のんでかすかに身を引いた。

　それにまったく気づかず、広人は指でスケジュールを見つつ携帯を開く。

「ええ、横よこ浜はま外人墓地も撮影コースに入ってますね。いま何時だろ……って着信？」

　広人は液晶画面に表示された「不在着信一件」の表示にまじまじと見入る。テラスで撮影中はマナーモードにしていたから、いま気がついた。

「菅すが原わらさん？　なんで菅原さんから」

　履歴を確認して、思わず広人は声を上げる。

「んん？　みっちゃんからですか。なんのご用でしょうな」

「さあ。でも珍めずらしいですよね。どうしようかな、かけ直した方がいいかな」

　広人は迷いつつもリダイヤルをしかけた。

「こら、バイト君たち！　遅れないでよ」

　スタッフの声が飛び、広人は急いで通話を切った。ねこがみさまやミミも振り返る。

「はい、すみません！　あれ、もう他のみんなは」

「とっくに駐ちゆう車しや場じように移動したよ。さ、早く早く」

　スタッフに急せき立てられて誘ゆう導どうされるまま、三人は外のエレベーターへと乗り込んだ。




「うーん、どうも納得行かないよね」

　駐車場の車に向かいつつ、耀あき姫ひめは腕うで組ぐみをしてしきりに首をひねる。隣となりを歩く夜や刀とは、遅れている広人たちを心配してか後ろを振り返りながら、耀姫に尋たずねた。

「何が納得いかないのよ？」

「んん、美み薫かさんとかの態度よね」

　むっつりした顔であごに指を当て、耀姫は言葉を返す。

「いやまあ、いっつも美み薫かさんは氏うじ子こさんにぷんぷく怒おこりまくってるから納得しないわけじゃないけど、元幽ゆう霊れい娘むすめとか狐きつね娘とかが氏子さんに怒ど鳴なるって、不自然じゃない」

　ちら、と耀あき姫ひめは前方でスタッフや涼りよう子この後について歩く姫ひめ華かの背に目を向ける。

「……どこかで尻尾しつぽつかんでひねり上げないとよね」

　駐ちゆう車しや場じようの端はしっこに停とめられた三台の普通車の前で、チーフたちは止まった。

「はーい。これから三台に分乗して、街中での撮影に向かうわよ」

「ねえ、涼子ちゃん。そういえば恭きよう子こちゃんは」

　耀姫は、真っ先に車の助手席に乗り込もうとした涼子に尋たずねる。

「恭子叔母おばなら、控ひかえ室に置いた我々の荷物の番をしてくれるそうだ」

「一いつ緒しよじゃないんだ。まあ、荷物をいちいち持ち歩くのも面倒だし助かるかな」

「ほら、無む駄だ口ぐち叩たたいてないで早く乗って。時間押してるから」

　チーフに促うながされ、耀姫と夜や刀とは後部座席に乗り込む。

「うわ、あっっつー！」「気持ち悪いほど暑いのよ……！」

　炎えん天てん下かに停められていた車の中は猛もう烈れつに暑かった。

　後部座席のシートも熱あつく、車内の空気はねっとり重くて息苦しい。運転席でスタッフがエンジンをかけエアコンを作動させているが、効き始めるのはまだ少しかかるだろう。

「乗ったかな、じゃあ、先に出発するよ」

　夜刀の後からカメラマンがデジカメを手に乗り込み、ドアを勢いよく閉める。

「えっ、まだ広ひろ人とやねこがみさまやミミがいるのよ？」

「ああ、現地で合流するから大だい丈じよう夫ぶ。チーフもいってたでしょ、時間が押してるって。先に撮影始めてないと間に合わないし」

　カメラマンが夜刀に答えるのと同時くらいに、二台の車は駐車場を発進した。

　耀姫が眉まゆを寄せて振り返ると、いましも走ってきた広人やねこがみさま、ミミの三人が最後の一台の車に慌あわてた様子で乗り込むところであった。

「まあ、現地で会えるならいっか……って現地ってどこよ」

「島しま下した公園ね。海の側そばで恋人たちのメッカ」

「あの有名な公園かあ。えー」

　いかにもって感じ、などという言葉をさしもの耀姫も吞のみ込むと、背もたれにどさっともたれかかって、ふわわと大きなあくびをした。

「朝早かったから眠ねむいし。そういや乳ちち女じよ郎ろうはどうしたわけ」

「そうなのよ。結局合流できてないのよ」

　しょんぼりと夜刀は真まっ直すぐな漆しつ黒こくの髪かみを揺ゆらしてうつむいた。

「あやのも帰っちゃったし、確認できないのよ」

「控え室には恭子ちゃんがいるし、ホテルに着ければ大丈夫じゃない」

　吞のん気きな口く調ちようで答えて、耀あき姫ひめは再び背もたれに沈しずみ込む。

　ところがいきなりがばと跳はね起きた。夜や刀とがびっくりして目を剝むく。

「な、なんなのよ、耀姫？」

「ねえ、あの子！　あの姫ひめ華かって子は!?　この車に乗ったんじゃないの!?」

「ああ、あの子は最後の一台の車に乗ったよ」

　カメラマンがのんびりと屈くつ託たくなく答える。

「最後の一台……」

　オウム返しに呆ぼう然ぜんと耀姫は繰くり返す。夜刀がなにかを察して探るように訊きいた。

「どうしたのよ、耀姫。姫華がどうかしたのよ」

「本当？　ねえ、本当に後で合流するわけ？」

　夜刀の問いを無視して、耀姫は執しつ拗ようにカメラマンに問い質ただした。

「もちろんよ。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだったら」

「念のために携帯で連れん絡らくしてくれない？」

「ああ、携帯は控ひかえ室に置いてきたから」

「え!?」

「あっちも同じよ。リゾートビーチでは控え室とプールで離はなれてたから相そう互ごで連絡取る必要があって持ってたけど、現地ではみんな一いつ緒しよに行動するから要いらないってチーフが」

　カメラマンはバイザーを脱ぬいで扇あおぐ。まだ車内はエアコンが完全に効いていなかった。

「最中に呼び出し音が鳴って、撮影の気が散っても邪じや魔まだしね」

「そんなのマナーモードにしとけば済む話じゃん。社とか他ほかのところから緊きん急きゆうの呼び出しが来たらどうすんのよ。それか緊急でかけたい場合はどうするわけ」

「それも……そうだけれど」

　カメラマンは困こん惑わくしたように答え、バイザーで扇ぐ手を止めた。

「そうだよね。変だよね。なんでそんな提案を？　なんで誰も止めなかったのかな？」

「やっぱりっ！」

　耀姫は思わず狭せまい車内で腰こしを浮かせた。危うくルーフに頭をぶつける寸前だった。

「どうしたんだ、耀あき奈な。なにを焦あせってる」

「ちゃんと話すのよ。なにかおかしいことでもあるのよ!?」

　いぶかしげに問う涼りよう子こと、状況を怪あやしむ夜刀の声が同時に重なった。

「もう一台と本当に島しま下した公園で合流できるか、分からないってことよね」

　車内は涼すずしくなってきたにもかかわらず、耀姫の手のひらには汗あせがにじんでいた。

　そのときカメラマンが驚おどろきの声で運転席に声をかけた。

「ちょっと、どこ向かってるの？　なんで高速道路なんかに!?」

　一いつ斉せいに少女三人はフロントガラスの向こうに目をやる。

　カメラマンの言葉通り、たったいま車は高速道路の料金所を通過するところだった。

「え、だって出発間際にチーフにいわれたんですよ」

　運転手は滑なめらかにハイウェイの流れに乗りつつ平然と答えた。

「実はもう撮影はないから、みんなを東とう京きように送ってあげなさいって」

　一いつ拍ぱくの空白があった。しかし次の瞬しゆん間かん、

「えええええ───────────────っ!?」

　驚きよう愕がくの声が車体を揺るがすほど響ひびき渡った。





☆★☆






　西洋館に向かう車の中で、広ひろ人とはぱかりと携帯を広げた。

　どうもみっちゃんからかかってきた電話が気になって仕方がない。

　車内からかけようか、それとも現地に到着後にかけようか、迷いに迷って決められなくて、広人は携帯を広げて着信履歴を凝視するばかりだった。

「広人クン、携帯持ってきちゃったんだ」

　ねこがみさまを挟はさんで向こう側から姫ひめ華かの声がかかった。

　運転席に座るチーフがその声にちらと振り返る。

「携帯は要いらなかったのに。私も、他ほかのスタッフや女の子たちもホテルに置いてきたわ。撮影中に鳴るといけないから、車の中に置いておいてちょうだい」

「え？　はあ、分かりました」

　広人が慌あわててパチンと携帯を閉じると、助手席からミミが手を伸のばした。

「大事な物ですわ。こちらのグローブボックスにしまっておきますわね」

「ああ、お願いします」

　ミミのすんなりした綺き麗れいな手のひらに、広人は携帯を乗せる。

「そうそう。これから行く西洋館通りは女の子の好きそうな場所よ」

　チーフは狭せまい道路でも巧たくみにハンドルを操あやつりつつ説明する。

「かつての外国人居きよ留りゆう地ちにあった邸てい宅たくを移築して再建したのよ。外国人建築家が設計した、レトロでお洒落しやれなお屋や敷しきが十数軒ほど並んでるわ」

「素す敵てきだな。そういうの、ボク大好き！」「ほう、なかなか興味深いのでありまする」

　姫華とねこがみさまが嬉うれしそうにいうが、ミミはなぜか助手席で沈ちん黙もくしたままだ。

「でしょう。女性観光客向けにカフェに改築されたり、結婚式を挙げられるように設備を整えたりもされているわ。観光マップにチェックしたから見ておいて……って」

　チーフはふと言葉を句切ると、困ったようにつぶやいた。

「そういえば西洋館通りのマップを他のスタッフに持たせたままだったわ」

「現地で集合するんだよね？」

「ええ。もう先に着いてるはずだから……まあ、いいわ」

　さらりと流してチーフは運転を続ける。

「ねえ、ねこがみさま」

　姫ひめ華かは隣となりに座るねこがみさまの手を握にぎり、にこにこしてささやく。

「西洋館通り、楽しみだね。観光だったらもっといいんだけど」

「そうでありまするな。でも広ひろ人とやみんなと来られて良かったのです！」

　といって、ふとねこがみさまは目を落とした。

「結局、ユキメは間に合いませんでしたが……どうしているでありましょう」

「そうだね。ねこがみさまがいなくて、ユキメさん暑さでへばってないかな」

　姫華は沈ちん鬱うつな声でいうと、さらにねこがみさまの手を握りしめる。

「心配でありまする。溶とけてしまってはおらぬでしょうか」

「霊れい力りよくを補給しないといけないんだよね？　ユキメさんに」

　ねこがみさまと姫華のささやきは車の振動に紛まぎれてはっきり聞こえない。隣となりの広人にだけかろうじて届くくらいの大きさであった。

　甚右衛門じんえもんが迎えに行ってくれるはずだったのに、音おと沙さ汰たも連れん絡らくもないのが広人は不安になった。撮影やら水泳大会やらで忙いそがしくて、あやのに聞けなかったのも心残りだ。

（ほんとに今日きようは後ご手て後ご手ての失敗続きだよなあ、俺おれ）

　ふう、と広人は深い吐と息いきをつく。だが少なくとも、ミミに約束したことは守りたい。

　ミミが出て行かなくても済むように、姫華を鰹かつお屋やの家に置いておく……と。

　しかし心配しなくても姫華におかしいところはない。レストランでの撮影もきちんと進めてフォローしてくれたし、他ほかのみんなとも仲良くしてくれている。

　もっともさっきのミミの態度は不安だから、現地に着いたらきちんと話してみよう。

　大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと自分は上手うまくやれる。大事な家族を守っていける────




　そう思った瞬しゆん間かん、ふと広人はぞくりと身をすくめた。




　強きよう烈れつな妖よう気きを──すぐ間近から感じたのだ。

「姫華さん!?」

　ミミの悲鳴のような声が車内に響ひびき渡る。

　はっと目を向けると、何事もなかったように姫華はねこがみさまの手を握り、ほほ笑んでいる。ねこがみさまは凍こおり付いたように身をすくめていた。

　そしていま一いつ瞬しゆん感じたはずの妖気は噓うそのように消え失うせている。

「ね、チーフさん」

　背もたれに身を乗り出し、姫ひめ華かはもう片手を運転席のチーフの肩かたに置いた。

「西洋館まで、そろそろだよね」

「え、ええ……？　そうよ」

「ああ、見えてきた」

　広ひろ人とはフロントガラスの向こうに目をやった。

　車が坂道を上ると、前方に現れる夏真まっ盛さかりの濃こい緑の並木道が近づいてくる。並木道の両側には木々に囲まれる広い敷しき地ちがあり、西洋風のレトロな館やかたがかいま見えた。

「ここでいいよ、停とめてくれるかな、チーフ」

　ゆるやかに車の速度が落ちて、車は路ろ肩かたに寄せられた。

　姫華はねこがみさまの手を握にぎりしめたまま、広人にほほ笑みかける。

「やっと着いたね、西洋館通りに」

　明るく邪じや気きのない笑顔。あどけなくて愛らしいほほ笑み。なのに──なのに、なぜか広人は体が強こわ張ばり、声を出すことも指先一つ動かすこともできない。

「降りて。広人クン。ミシュリーヌ」

　とたん、広人の背に氷よりも冷たい汗あせが一気に流れ落ちた。

　姫華はねこがみさまの手を握りしめて離はなさない。しかももう片手は運転席で身じろぎもしないチーフの首筋に当てられている。その手のありかがひどく不ふ穏おんな気がした。

　アーモンド型の大きな瞳ひとみを爛らん々らんと見開き、姫華は再度いった。

「そちら側のドアを開けて、降りるんだ」

「チーフさん！」

　広人は必死の声で叫さけんだ。自分の言葉に言こと霊だまの力があるならそれを信じたかった。

「お願いです、車を出してください！」

「無理だよ。彼女はいま、誰のいうこともただの音だもの」

　くすくすくす、と姫華は笑う。耳に心地ここちいい、ガラスの鈴のような澄すんだ笑い声。

「……姫華さん」

　助手席のミミが緊きん張ちように強こわ張ばりかすれる声で訊きいた。

「降りるのなんてお断りしますと、いったら？」

「断れる立場にはないと思うな、ミシュリーヌ。それに」

　姫華が悪戯いたずらっぽくほほ笑むと、愛らしく小首を傾かしげた。

「ボクはただキミが恐おそれ、期待したとおりに振る舞っているだけだよ？」

　ミミが強く息を吸う音が響ひびいた。

　と同時に、広人は車の周囲から──いや、車内からドアの隙すき間まを通って染しみ出ているのか──ざわりと立ち上る異様な気配を感じた。

「もう一度いおうか。降りるんだ、二人とも」

「そんな……」

「ここは観光客が多いんだね」

　その言葉どおり、おりしも並木道の向こうから女子大生らしい数名が連れ立って現れた。地図を広げてあちこち指さし、楽しそうに語らい合っている。

　姫華は、観光名所に浮かれて警けい戒かいもしていない女子大生らを見み据すえてつぶやいた。

「ボクの眷けん属ぞくを……けしかけても、面白いかもね？」

「おやめになって、姫華さん！」

　震ふるえる声でミミが叫さけぶ。広ひろ人とは意を決して告げた。

「分かった。降りる。他ほかの人には──俺おれ以外の誰にも、危害はくわえないでくれ」

「もちろんだよ」

　ふふっと姫華は瞳ひとみを三日月型にして大きく笑った。

「ボクは広人クンとミシュリーヌ以外は、興味ないから」

　広人とミミは座席の背もたれを挟はさんで目を見み交かわせた。二人は同時に、ゆっくりと車のドアのロックを外し、そろりと後ろ足で外に出る。

「チーフさん、もういいよ」

　ポン、と姫華は運転席のチーフの肩かたを叩たたいた。はっとチーフは目を見開く。

「Ｕターンして、高速に乗って、自分の家に真まっ直すぐ帰ってね」

　こくりとチーフはうなずいた。姫華がねこがみさまを連れて降りると、即座に車にエンジンがかかり、ぎゅん、と勢いよく発進してぐるりとＵターン。

　そのままあっという間に車は坂道を降りて見えなくなっていった。

「すいませーん、お姉ねえさんたちっ！」

　広人が呆ぼう然ぜんとしている隙すきに、姫華はねこがみさまの手を引いて女子大生たちに走り寄っていった。女子大生らはけげんそうに振り返る。

「あのね、お願いがあるんだけどなっ！」

　屈くつ託たくなく人ひと懐なつっこく姫華に話しかけられ、地図を持った女性は目を瞬しばたかせた。

「えっと、なにかな？」

「それ、この西洋館通りの地図だよね。いいなあ」

　そういうと姫華は女性の地図を持つ手に、自分の空あいた手でさりげなく触ふれる。

「ちょうだい、その地図。ボクたちこの辺不案内なんだよ」

「え……」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいて女子大生は固まるが、すぐににこやかな笑顔で地図を差し出した。

「いいよ、役立つならあげるね」

「ちょっと、記念に取っておくっていったじゃん!?」

　仲間の女子大生が声を挟はさむが、地図をくれた女性は手を振って笑った。

「いいじゃない、どうせもう一通り見て回ったんだしさ」

「ありがとう、お姉ねえさん！」

　姫ひめ華かはぺこりとお辞じ儀ぎをすると、ねこがみさまの手を引いて身をひるがえした。女子大生らも手を振ったり苦笑したりして見送ると、並んで坂道を下っていく。

　広ひろ人ととミミのもとへ戻ってきた姫華は地図で口元を隠かくし、うふふと笑った。

「もらっちゃった。これでこの辺観光できるね、ねこがみさま？」

　こくん、と大人おとなしくねこがみさまはうなずく。

　従順すぎて意思の見えないねこがみさまの様子に、広人は口中が警けい戒かいと緊きん張ちようと恐おそれで乾かわいてくる。ミミも息を吞のみ、縫ぬい止められたようにその場から動けずにいた。

　周囲には怪あやしい影や姿は一切見えない。だが姫華の周りに渦うず巻まく異様な気配は、圧倒されるまでに感じられた。それも広人の体を強こわ張ばらせ、恐きよう怖ふを煽あおる。

「どうしたのかな、広人クン。そんなに怖こわい顔して？」

「ね──ねこがみさまを、離はなしていただけませんか」

　強張る唇くちびるを懸けん命めいに開いて、広人は姫華にいった。

　素直にいうことを聞いてもらえるとはこれっぽっちも思っていなかったが、ねこがみさまの安全を確保できないことに広人は耐えられなかったのだ。

　ところが、思いがけなく姫華はこういった。

「いいよ？　別に拘こう束そくしてるわけじゃないもの。はい」

　というと、ふいに姫華はねこがみさまの手を離し、その背中を突つき飛ばした。

「えっ!?」

　驚おどろく広人の前に、ねこがみさまが倒れかかってきた。

　広人は慌あわてて両手を広げてねこがみさまを抱だき留める。その一いつ瞬しゆんで視界が逸それた。

　自分だけでなく、ミミもねこがみさまに気を取られていた。だから姫華が目にも止まらぬ速さで広人の背後に回ったのに気づかなかった。

　ひたり、と自分の背に当てられる手のひらの感かん触しよくに気づいたときには、もう遅かった。




「動かないでね──広人クン」




　急いで広人は身を離そうとする。だがなぜか、いまのささやきに体が動かない。

「広人クン。キミさ、もしかして」

　むせるような香水の匂においにも似た甘あまい声が、広人の耳じ朶だに滴したたる。

「ねこがみさまにいいたいことって、あるんじゃないかな」

「姫華さん！　やめて！」

　気取った言葉遣づかいをかなぐり捨ててミミが叫さけぶ。

　しかし広ひろ人とはミミに反応することができず、ただ姫ひめ華かに向かってのみ言葉を返した。

「ねこがみさまに、いいたいこと、ですか」

「そうだよ。キミの奥に溜たまってるよね、不満が」

　ミミが動きかけたが、即座にざわりとした気配が彼女の足元にわだかまる。

　その気配だけでミミは小さく悲鳴を上げて身を強こわ張ばらせた。

「ダメだよ、ミシュリーヌ。いま広人クンに話しかけてるとこなんだから」

　姫華の手が広人の背中にいっそう強くぐっと押し当てられる。硬こう直ちよくする広人の首筋に、姫華のルージュをこってり載のせたような艶つややかな唇くちびるが寄せられる。

「ずっと、どこかで不満に思ってきたんだよね？」

「ふ、まん」

　広人のつぶやきに、腕うでの中にいたねこがみさまがふっと目を見開く。彼女は頭をぷるぷるっと振ると、自分がどこにいるのか気がついて、はっと頭上を振り仰あおいだ。

「広人？　どうしたのです？」

　視線を中空に固定して凍こおり付く広人に、ねこがみさまは不ふ審しんそうに問いかける。

　広人はもちろんねこがみさまの声にはぴくりとも反応しない。背後から響ひびいてくる姫華の声だけが、彼に理解できる言葉である。

「千人の嫁よめなんて、本音では冗じよう談だんじゃないって思ってきたよね」

「そ──れは──」

「守るべき家族が増えて嬉うれしいけれど、だけど本音は、嫁なんて要いらないんだ」

　くくっと妖あやしくほくそ笑む気配。それすらも広人は心地ここちよいと感じてしまう。

「だって、キミには……いるんだもんね、相手が」

　その広人の耳じ朶だに滴したたる、蜜みつのごとき毒のささやき。




「誰よりも大事な、相手が」




　ミミが凍りつくのと広人の背筋がぞくりと震ふるえるのが、同時だった。

　ねこがみさまは姫華の声も姿にも気がつかないらしく、ただ広人のおかしな様子を案じるようにその胸にしがみついて叫さけぶ。

「広人、広人!?　われの声が聞こえませぬのか？　どうしたのです！」

「さあ、広人クン」

　生温い息が広人の首筋に吹きかけられる。

「いってごらん。キミの……押し殺した想おもいを」

　そのささやきと同時に、姫華はトン、と軽く広人の背を押した。

　重心を失ったようにかすかにぐらりと彼の体が揺ゆれる。

　はたと広ひろ人とは目を見開くと、腕うでの中のねこがみさまを見下ろした。こちらを見つめる広人の瞳ひとみに、光を当てたがごとくぱあっとねこがみさまの表情が輝く。

「広人！」

「……あ……ねこがみさま……」

　しかし広人の意識はまともに動いていなかった。自分の中から突つき上がる叫さけびにも似たあふれる想おもいだけに支配されていた。

　いわなくては。いまここではっきりいわなくては。ずっと溜たまってきた想いを──！

「ねこがみさま」

　厳しく冷ややかな声がねこがみさまの頭上に落ちた。

　ねこがみさまが広人の元にやってきて以来、一度も聞いたことのない声こわ音ねだった。

「ひ、広、あっ！」

　いきなりどん、と広人に突つき飛ばされ、ねこがみさまはよろめいて尻しり餅もちをつく。

　ねこがみさまは宇宙の法則が反転したかのような驚きよう愕がくに襲おそわれた。広人からこんな乱暴な仕打ちを受けたことはなかったからだ。

　いつも彼は優しくて、声音も態度も穏おだやかで、呆あきれたりため息をついたり困り果てたりツッコミを入れたりすることはあっても、誰かをないがしろにすることだけは決してない。

　けれどいまこちらを見下ろす広人のまなざしは、考えられないほど冷たかった。

　軽けい蔑べつ。怒いかり。憤いきどおり──厳しく険けわしく冷れい酷こくに、すべてを拒こばむ瞳。

「もう、やめてください」

　氷の飛礫つぶてを投げつけるような声がねこがみさまに降ってきた。

「な、なにを？　いったい何をやめよというのです」

「千人の嫁よめ探さがしです」

　ねこがみさまは身を固くした。広人の冷れい徹てつな声は構わず続いた。

「もう、うんざりなんです。ずっとイヤでイヤでたまらなかったんです」

「ひ、広人!?」

「俺おれは別に千人もの嫁なんて要いらない。一度だって俺が嫁を欲しいなんていいましたか。やめてくださいとはっきりいいましたよね」

「それは、そ、う、ですけれども」

「なのに俺の意思を無視して勝手に嫁探しに暴走して、嫌いやがる相手に無む理り矢や理り嫁になれと強要して。そういうの迷めい惑わくなんです。本当に迷惑だ！」

「あ……」

　ねこがみさまはジャージの上から胸に手を当てた。プリンセスホテルで抱いだいたあの考えがよみがえり、脳裏に渦うずを巻く。

〝……われはもしや、間違っているのでは、ありませぬか……〟

「俺おれの気持ちなんてまったく考えてないじゃないですか。いいえ、俺のためとかいって、突つき詰つめれば自分のためですよね、千人の嫁よめなんて」

「そ、そんな、ことは！　そんなことはありませぬ！」

　ねこがみさまはとっさに膝ひざ立だちになり広ひろ人とに訴えた。しかし、

「いいえ、そのとおりです。これっぽっちも俺のためじゃない。本当に俺のことを思うなら俺の意思を無視したりしないはずだ」

　情け容よう赦しやなく過か酷こくな声がねこがみさまを打ちのめす。

「あなたは単に力を取り戻もどしたいだけなんです。神としての力を！」

　息が止まる。鼓こ動どうすら止まった気になる。

　真正面から顔面に叩たたきつけられたような衝しよう撃げきに、ねこがみさまは声も出ない。

　けれど決定的な一言は、その後にやってきた。

「もうやめてください、もうお断りです、嫁探しなんて。俺は、俺には……」

　強く、激しく、殴なぐりつけるがごとき呵か責しやくの言葉。

　広人はこぶしを握にぎり目をきつく閉じて、その言葉を腹の奥底から吐はき出した。




「俺には、好きな、人が──いるんです！」




　あらゆる動きが止まった。音も気配もすべて消えた。

　風の音もなく、降り注ぐ陽光の跳はね返しも、車の音も人の声も、なにもかも。

　がくりとねこがみさまは腰こしを落とし、アスファルトの道路にぺったりと座り込む。そしてゆっくりとうつむき、打ちひしがれたようにうなだれる。

　肩かたにかかる長い銀の髪かみがさらりと落ちて、ねこがみさまの顔を隠かくした。

　それを見下ろす広人のまなざしには、どんな感情の色も浮かんでいない。

「うん、広人クン、よくいえたね！　素す晴ばらしいよ。上出来！」

　姫ひめ華かが歩み寄り広人の腕うでに自分の腕を絡からませた。そしてずっと凍こおり付いてこの光景を見ているしかできなかったミミを振り返ると、艶つややかな唇くちびるの端はしを妖あやしく吊つり上げてほほ笑む。

「どうかな、ミシュリーヌ。ご感想は？」

「姫華さん……あなた、あなたって、方は」

　その声は涙なみだを含んでいた。常につんと澄すまして強い感情を露あらわにしてこなかったミミが、声を震ふるわせ、怒いかりと哀かなしみを隠そうともせずに姫華をにらみ見み据すえていた。

「どうして？　どうしてこんなひどいことを！」

「どうしてって、ミシュリーヌ、本当に分からないの？」

「分かってますわ。復ふく讐しゆうでしょう？　裏切り者のわたくしへの！」

　ミミは涙に濡ぬれた瞳ひとみを大きく瞠つむり、姫華へと叫さけんだ。

「でもねこがみさまは関係ありませんわ。こんな風に打ちのめす必要なんてこれっぽっちだってありませんでしたのに！　なぜわたくしだけに復ふく讐しゆうをなさらなかったの!?」

　ミミは涙なみだをこらえるように目を閉じ、わななく声で唾だ棄きするがごとくいった。

　しかし姫ひめ華かのほほ笑みには、ヒビ一つ揺ゆらぎ一つ生まれない。

「わたくしが……わたくしが本当に愚おろかでしたわ。同情なんてするのではなかった。自分の罪の意識からあなたを許そうとしただなんて、馬鹿でしたわ！」

「ボクはちゃんとそういったと思うけどな？　キミは中ちゆう途と半はん端ぱだって」

「最初からこの結果を企たくらんで、わたくしのもとへ来たのだと見抜くべきだったのに！　妖よう力りよくがないなんてどうして見誤ったのか……！」

「ああ、それは当然だよ。だって本当に最初は妖力がなかったんだから」

　ちらりと姫華はうなだれるねこがみさまに冷たいまなざしを向ける。

「この猫ねこの神様のそばにいて、少しずつ霊れい気きを吸収させてもらって妖力を回復したんだ。あとはそれを慎しん重ちように隠かくすだけ。キミは知らなかっただろうけど」

　クク、と姫華の唇くちびるから侮ぶ蔑べつの笑みが漏もれた。

「ボクはね、妖力の気配を自分の意思で絶つことができるんだ。だからキミの裏切りがなければ永遠に捕まらなかったハズだよ」

「そん……な」

「それに最初からこんな結果を狙ねらってたなんて、さすがにそこまでボクは慧けい眼がんじゃない」

　姫華は自分のモノだといわんばかりに、ぎゅっと広ひろ人との腕うでに抱だきつく。

「キミの居い場ば所しよに入り込んで、鰹かつお屋や家けの関係や状況を探って、それからでなきゃ」

　うふふ、と姫華は艶えん然ぜんとほほ笑んだ。それはこの上なく魅み惑わく的で屈くつ託たくのない笑みだった。

　そんな誰をも魅み了りようする笑みに反比例して、続く言葉は恐おそろしく残ざん忍にんだった。




「一番効果的な復讐は……思いつかなかったよ？」




　は──とミミはまぶたを剝むかれたように大きく見開いた。

「とても上手うまくいったと思わないかな。キミにも、おりんの孫にも復讐できた」

　見開くミミの涙に濡ぬれた瞳ひとみに、姫華が広人の腕を抱いだいて背を向ける姿が映る。

「ささやかな家族ごっこは、これでぶっ壊こわれてお終しまい！　アハハハハハ！」

　哄こう笑しようとともに姫華は広人とともに悠ゆう然ぜんと歩いていく。

　ミミが後を追おうにも、眼前には黒い気配が渦うず巻まいて動けない。

　やがて姫華と広人の姿が道路にゆらめく熱気の向こうに遠くなり、立ち並ぶ館やかたの敷しき地ちに茂る緑の中へ消えると、足止めしていた黒い気配はふっと消えた。跡あと形かたもなく。

　とたんミミはわれに返り、はっと背後を振り返る。

　するとねこがみさまがアスファルトの道路に突つっ伏している姿が目に入った。

　長い銀の髪かみが地面に広がり、打ちひしがれる彼女を覆おおい隠かくしている。

「ねこがみさま！」

　ミミは急いで駆かけ寄り、ねこがみさまを助け起こした。

　ねこがみさまの美しい銀の髪は埃ほこりにまみれ、ジャージも真っ白に汚よごれていた。

　容よう赦しやない真夏の太陽に照らされたアスファルトに突っ伏していたから、手足は火傷やけど寸前なまでに熱くなっている。

「ねこがみさま、ねこがみさま。しっかりなさって。お願い！」

　ミミは呆ぼう然ぜんとしているねこがみさまの両肩かたをつかんで揺ゆさぶった。

　しかしねこがみさまは顔を上げようとしない。華はなやかなスカートが汚よごれるのも構わずミミは地面にしゃがみ込み、ねこがみさまの顔をのぞき込んだ。

　そして、声と言葉を失った。

「ね……ねこがみさま……」

　それだけをつぶやくのが精一杯だった。

　ねこがみさまは灼やけるほど熱い地面を、つぶらな瞳ひとみを見開いて見つめていた。けれどその瞳には何も映らず、そして何も見ていなかった。

「われが」

　ぽつりと、ねこがみさまのつぶやきが地面に落ちる。

「われが、間違っておったのですね」

「ねこがみさま……」

「確かに最初は、神としての力を取り戻すために千人の嫁よめを授けようなどと申しました」

　うなだれてうつむくねこがみさまの言葉が、雨だれのごとく地に落ちる。

「でもきっぱりと断られ、それでも広ひろ人とに救われて、それからは広人の幸せのために、独りぼっちだった広人に家族を作るために、嫁を探してきたつもりです……」

「ええ。分かってます。決してねこがみさまの私欲のためではないと分かってますわ」

「なのに……なのに、優しい広人に押しつけたがゆえに、広人が」

　その声こわ音ねは静かだった。透とう明めいなまでに無色なまでに感情の色が見えなくて、だからこそ言葉の裏にあふれる深い嘆なげきと後悔の途と方ほうもなさがひしひしと伝わってきた。

「本当に想おもう相手と、引き離はなしてしまっ……た」

　ぽたっと大きな音が響ひびいた。

　ねこがみさまの太ももに置かれたこぶしの上に、大おお粒つぶの涙なみだが落ちた音だった。

「広人を不幸にするだけのわれなど、氏うじ神がみでも、守り神でもありませぬ」

　銀の髪の少女神様は消え入りそうな声でささやいた。

「われなど、広人のもとに来てはいけなかった、のです……！」

　帰る家を見失った幼子のように、ねこがみさまは小さくはかなく頼りなげで、その声と同じくいまにもゆらめく大気の中に消えてなくなってしまいそうだった。

　広ひろ人との家族を自分が作る。神様として──それは祭さい祀し場じようを失い、記き憶おくを失い、行き場を失った彼女が、全力ですがってきた使命だったのだ。

　だがその使命を広人自身に否定され、彼女は見失ってしまった。

　ここにいる意味を。

　広人が許し、認めてくれた〝鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみ〟という存在の意味を。

　聡さといミミはそれを即座に理解した。

　と同時に、これが鰹屋家の崩ほう壊かいを意味することも。

　自分たち仮かり初そめの住民が広人の家族でいられたのは、ねこがみさまがいるからだ。

　広人がねこがみさまを氏うじ神がみと認め、そのねこがみさまが自分たちを招まねいてくれたからこそ成り立ってきた関係なのだ。

　みんなの中心である広人とねこがみさまの絆きずなは、自分たち住民をつなぐ核だ。それが壊こわされてなくなれば、鰹屋家という〝家族〟はバラバラになる。

（こんな……こんなことで終わってしまうんですの？）

　ミミにとってそれは世界の崩壊にも等しかった。

　人間だったはずが、次に気づけば自分の墓を見下ろしていたあの衝しよう撃げき。

　頼る者もすがる者もない、自分が何者でどこにどう行けばいいのかも分からない、寄るべき家を失い踏ふみしめて立つ大地すら反転してしまったあのとき。

　差し伸のべられた手の意味など関係なしにすがりつくほどの孤独……。

　だからこそ鰹屋家は、ミミにとって何にも代かえ難い〝居い場ば所しよ〟だった。

　その居場所が失うせるなど、ねこがみさまがこの世にある意味を失ったのと同等だ。

　だが──どうしていいのかはさしもの彼女も分からない。

　深く打ちひしがれるねこがみさまに向かって、ミミは両手を差し伸のべ、けれど迷って手のひらを握にぎりしめ、また開く。

　どんなに探しても彼女を奮ふるい立たせる言葉が見つからない。胸にこぶしを当て力の限りぎゅっと押しつけるけれど、そうしてもその奥に感じる痛みは紛まぎれることがない。

　立ち上がれなくなるほどの絶望と嘆なげきに沈しずむ少女神様の姿。

　自分が安あん堵どして身をゆだねていた〝家〟が消え去ろうとする様。

　そんな光景を目まの当たりにして、いまにもミミは胸が潰つぶれてしまいそうになる。

　耐えかねてミミは顔をそむけ固く目をつぶった。

　視界を閉ざせば悲ひ惨さんな現実も見たくない未来も消えてなくなるというかのように。けれど目をそらした代わりに足元に巨きよ大だいな淵ふちが口を開け、その縁ふちに立っている心地になる。

（なにか、なにか道はありませんの。ねこがみさまと家や主ぬしをつなぐ言葉や思い出が！）

　溺おぼれる者が、いまにも地の底へ突つき落とされようとする者が、死にものぐるいで両手を振り回して手がかりをつかもうとするのと同じく、ミミも必死に記き憶おくをたぐる。

　目を閉じ、両手で耳を塞ふさいで身を固くして、彼女は己の中を探し続ける。

〝……喧けん嘩かも行き違いも、仲直りすれば済むこと〟

　かすかな光と声とが記憶の底で閃ひらめいた。と同時にある光景が浮かび上がる。

　ホテルのレストランで、ねこがみさまが広ひろ人とに語りかける姿だ。




〝広人が築いてきた関係は、多少のいさかいで壊こわれることなどありませぬ……！〟




　耳じ朶だによみがえる力強く明るい声に、はたとミミは目を見開かされた。

　耳を塞ふさいでいたこぶしを体の脇わきに下ろす。目の前でねこがみさまはまだうなだれていた。下ろしたこぶしをさらに固く握にぎりしめ、ミミは思い切った顔で大きく一歩進んだ。

「ねこがみさま」

　一声呼んだかと思うと、ミミはねこがみさまの肩かたを両手でつかんでぐいと仰あお向むかせた。

　長い銀の髪かみが乱れて貼はり付く、涙なみだに濡ぬれた生せい気きのない顔が仰向く。

　ミミはぎゅっとこぶしを強く握るといきなり、

「!?」

　ぺちん！　と間抜けた音でねこがみさまの頰ほおを平手で引っぱたいた。

「ミ、ミミ……？」

　呆ぼう然ぜんとしたねこがみさまの声が返る。今度はその頭を、

「ほにゃぅっ!?」

　べっちん！

　やっぱり平手でもう一度引っぱたいた。

「なっ、なな、なにを、するのですっ!?　ミミ!?」

　ぶたれた頭を両手で押さえて、ねこがみさまはまん丸な目でミミを見上げる。

　申し訳なくて内心で詫わびながらも、ミミは腰こしに片手を当てて偉えらそうに金の髪をかき上げ、わざとつんと澄すました態度と突つき放した声で告げた。

「しっかりなすってくださる。まったく情けないですわね」

「えっ、ミ、ミミ」

「泣き言なんて抜かしてる暇ひまはありませんの。よろしい？　いまはねこがみさまとわたくしだけしか、家や主ぬしを助けられませんのよ！」

「あ──」

　ずばりと刺さすように突きつけられて、ねこがみさまは大きく驚おどろきの形に口を開けた。

　ミミはまなざしを和やわらげて小さくほほ笑み、ねこがみさまの正面に膝ひざをつく。

「ねえ、どうか信じてさしあげてください、ねこがみさま」

　ねこがみさまの両肩かたに手を置き、ミミは優しい声で語りかけた。

「家や主ぬし……いいえ、広ひろ人と様を」

　そのとき初めてミミは広人の名を呼んだ。家主、としか呼んだことのない相手の名を。

「信、じる……広人を」

　呆ぼう然ぜんとねこがみさまはミミの言葉を繰くり返した。

「そうですわ。どうか、これまでの日々を思い出して」

　ハンカチを取り出し、ねこがみさまの涙なみだに濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐってやりながら、ミミは澄すました態度を捨てて心にある本当の想おもいを語りかけた。

「広人様がどんなに心を砕くだいてねこがみさまを大切になさってきたか、どれだけ慈いつくしんで、大事にされてきたか、お忘れになったわけではないでしょう？」

「……ミミ」

「ねこがみさまが菅すが原わらさんたちに捕らわれたとき、広人様はただの人間の身で神様に真正面から立ち向かっていかれたではありませんの。お体を乗っ取られたときも、必死になって探しておられたんですのよ。人ひと質じちに取られたときも、怯ひるむことなく挑いどんでいかれましたわ」

　ミミは懸けん命めいにいい募つのった。胸の内で願いながら、必死の想いで。

　どうか届いて。どうか気がついて。どうか大切なものを見失わないで──！
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「ねこがみさまが水に吞のまれて行方ゆくえ知れずになったときの、広ひろ人と様の恐おそろしいお顔。目の前の絶望を見たくなくて、あるかないかも分からない希望にすがりついて水の中へ足を踏ふみ入れて行かれたんですの。その姿を見ていられず、夜や刀とさんは本ほん性しようを現したのですわ」

「そんな……、そう、であったのですか」

「そうですわよ。ねこがみさまの言葉ひとつ仕し草ぐさひとつ、いいえ存在だけで広人様は心を励はげまされ、救われてきたのですわ。それをお分かりになってないなんていわせませんわよ！」

　いい募つのるあいだに胸が詰つまり、ミミはねこがみさまを抱だきしめた。

　その小さな肩かたに顔を乗せ、心を振り絞しぼるようにしてミミは叫さけんだ。

「どうか思い出して。どうか気がついて。どうか信じてください、ねこがみさま」

「ミミ、そなた……」

「ねこがみさまはおっしゃってたじゃありませんか。行き違いは当たり前だって。仲直りすれば済むことだって。そのご自分の言葉を信じてください。お願い、お願いですわ。信じて、広人様をちゃんと信じて、もう一度〝家族〟を築いてください！」

　ミミは泣いていた。ねこがみさまの肩かたにしがみつき、ドールのように整った上品で美しい顔をみっともなく歪ゆがませ、流れる涙なみだでぐしゃぐしゃに汚よごして、腹の底から叫んだ。

「妖あやかしに操あやつられたった一度吐はき出した言葉より、たとえ短くても確かに重ねてきた日々と、いままで築いてきた絆きずなの方が、ずっとずっと、ずうっと真実じゃありませんの！」

　どうかこの言葉が届いて。どうかあの温かな優しい日々を思い出して。

　失わないで。たとえわたくしが……いなくなっても。




「わたくしの愛した家を、家族を、こんなことで失わないで──!!」




　常に一歩引き、見下ろして見守ってきたミミだからこそ、真実を知っていた。

　広人のまなざし。ねこがみさまが気づいて返す瞳ひとみ。かわすほほ笑み。

　ちょこんと隣となりに並んで、満足そうにそうめんをすする背中。

　猫ねこ耳みみの頭を差し出す仕草、その頭を撫なで撫でする手。

　大おお仰ぎような言葉もいらない。改めて告げることもしない。けれど二人の間に強く通じる想おもいと心の交流と、固くつながれた絆をミミは知っている。ちゃんと知っている。

　誰が気づかなくても、〝よそ者〟の自分が誰よりも気がついて、知っている……。

「ミミ──ああ、ミミ」

　ねこがみさまの優しく、しっかりした声が響ひびいて、はっとミミは身を起こす。

　涙でぐしゃぐしゃの彼女の頰ほおに、ねこがみさまの温かな手が触ふれた。

「すまないことをいたしました、ミミ」

「ねこがみ、さま……」

　震ふるえる声でつぶやくミミの瞳ひとみを、ねこがみさまの慈じ愛あい深い瞳が見つめ返す。

　その瞳には先ほどなかった確かな意志が、はっきりと浮かんでいる。

「そなたをこんなに泣かせて。鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみにあるまじき失態ですね」

「いいえ、そんな、そんなこと」

「われが一番、広ひろ人とを疑ったり、大切なものを見失ったりしてはいけませんでしたのに……どれだけ謝っても足りませぬ。そなたにも、広人にも、鰹屋のみんなにも」

　一いつ瞬しゆん目を伏せると、すぐにねこがみさまは決意も露あらわに顔を上げた。

「もう、見失いませぬ。われは鰹屋の氏神。鰹屋の家と家族を守るためにあるのです」

「ねこがみさま……ああ！」

　ミミは感極まってねこがみさまにもう一度抱だきついた。

「幾いく重えにも感謝しますぞ、ミミ。そなたが側そばにいてくれて、良かったのです」

　ねこがみさまも両腕うでをミミの背に回し、ぎゅっと抱きしめると、体を離はなした。

「さあ、それでは早速広人を助けにまいりまするぞ！　いざ！」

　ねこがみさまは片手を天に突つき上げ勇ましくいったかと思うと、ふと小首を傾かしげる。

「……って、どうやって助けましょうぞ？」

　いまの勇ましさが台無し発言。さしものミミもがっくりうなだれた。

「ま──まあ、わたくしたち二人だけでは無む謀ぼうですわね」

　ミミは気を取り直すと、片手の人差し指をあごに触ふれて考え深げに答えた。

「うーむ、確かに。頼りになりそうな夜や刀とも守もり宮みやもおりませぬし、面倒くさがりですが一応神様である耀あき姫ひめもこの場にはおりませぬ」

「おそらく、意図的に引き離はなされた気がしますわね」

　夜刀と耀姫がいれば姫ひめ華かを抑おさえられると考えたのは甘あまかった。後から合流ということも噓うそだろう。連れん絡らく手段を取り上げたのも、強大な力を持つ二人の関与を阻はばむためだ。

　つくづく姫華は周到だ。気づかなかった自分のうかつさをミミはますます悔くやむ。

「まずは広人様と姫華がどこに行ったか探さぐり当て、同時に応援を呼ばないと」

「応援と申しましても、どうやって連絡をつけましょうぞ」

　ねこがみさまは困った顔になる。そのあいだに通りすがった観光客が、道路の端はしっこに座り込む二人の少女をじろじろと眺ながめて行き過ぎる。

「ねこがみさま、木こ陰かげへ入った方がよろしいですわね」

「そういえばなんとも熱くて暑くて目玉焼きになりそうですぞ」

　二人は慌あわてて道路脇に続く並木の下の陰に入った。

　照り返しの熱い灼やけたアスファルトから移動すると、いくぶん涼しい。

「もっと早く移動すれば良かったですわ。ああ、連絡ですけれども」

　ミミはポケットに手を入れてなにかを取り出す。ねこがみさまは目を見開いた。

「それは広ひろ人との携帯ではありませぬか。なぜそなたが！」

「外部との連絡手段がまったくないのに不安を感じたんですのよ。広人様以外、誰も携帯を持っていかないという話でしたもの。公衆電話なんて最近はほとんどありませんし。もちろん……姫ひめ華かを疑っていなければ、こんな用心深くはしませんでしたけれども」

　ミミはほんのわずかに目線を落として答える。

「それで、グローブボックスに隠かくすと見せかけてひそかに持っていましたのよ」

「さすがミミ。聡さとい女子でありまするな」

「広人様の居い場ば所しよは、わたくしが探り当てますわ。潜せん入にゆうと偵てい察さつは得意ですもの。たぶん、この西洋館通りの館やかたのどれかに潜ひそんでいるはずですわ」

　遠ざかる二人の影が、館の敷しき地ちの緑に消えていったのをミミは見ていた。

　ねこがみさまとミミは並んで、足早に西洋館通りへ向かう。

「姫華が広人を連れて、ここよりどこぞへ移動するやもしれませんぞ」

「可能性はあるでしょうけれど」

　ミミは小走りになりつつ、考え込む。

「あの方──姫華、いいえ刑部おさかべ姫ひめという大おお妖あやかしは人の心を読んで操あやつる力がありますの」

「んむ。われもされたゆえ、よく分かりまする」

「でも、以前ほど強力ではなさそうですわね。側そばから離はなれれば、それほど経たたずに術は解けてしまうようですもの。でしたらなるべく広人様にくっついていないとなりませんわ」

「姫華からすれば、少々面倒でありまするな」

「移動するにも目立ちますわね。手を引いて歩かないとなりませんものね」

　女子大生からマップをもらいに行った際の光景をミミは思い返す。

　あのときもねこがみさまの手を引いて姫華は歩いていた。

「耀あき姫ひめさんは姫華を怪あやしんでおられたようですし、今頃は気づいてなんらかの手を打っておられるかもしれませんわ。でしたらよけい、目立ちたくはありませんでしょ」

「耀姫に電話を……ああ、そういえば控ひかえ室に携帯があるのでしたな」

「いまどこにいるかも分かりませんものね。車に乗せられて移動中でしたら動けないでしょうし、一般の人間の前で霊れい力りよくを発動させるわけにも……」

　考えれば考えるほど、八はつ方ぽう塞ふさがりの状況が見えてくる。

　いつもはここぞというときに頼りになる広人は、いまはいない。その〝広人を助ける〟ことの途と方ほうもなさに、ミミは身が震ふるえる気がする。

「そうですぞ！」

　ぽん、とねこがみさまは手を打った。

「みっちゃんはどうです。確か電話があったという話でしたが」

「でもあの方、都内にいらっしゃるんじゃありませんの」

　彼が守もり宮みやとユキメを乗せて移動中だということは、さすがに二人も知らない。

「それでもこの緊きん急きゆう事態を知らせれば、対処方法だけでも分かるやもしれませぬ」

「確かにそうですわね。履り歴れきからかけてみますわ」

　すかさずミミが携帯を開いたときだった。

　ざわりと足元でなにかがうごめく気配がした。

「!?」

　とっさにミミはねこがみさまを突つき飛ばし、自分も飛び退のく。

　飛び退く後に、ざっ！　と音を立てて真っ黒な影が地面から生まれた。

「な、なんでありまする、これは」

　ねこがみさまは地面にわだかまる闇やみを見つめ、わななく声でいった。

　ミミは顔を引き締しめ、目にも止まらぬ速さで頭上の並木の梢こずえに逆さに飛び移った。

　影はぐわりと伸のびてねこがみさまに襲おそいかかる。

　しかし即座にしゅっと赤い紐ひものごときものが飛ぶ。天てん井じよう下さがりであるミミの長い舌しただ。

　舌はねこがみさまの胴どうに巻き付き一気に梢に引き上げる。

　黒い影は人のような形を取ると、二本足で立った。

　カールした髪かみの形、裾すそがレースのように透すけて広がるスカート、細い腕うでと指先──少女の形をしたその影は、見失ったねこがみさまを探すようにきょろきょろと頭を動かす。

　だが次の瞬しゆん間かん、影は頭上の梢に隠かくれる二人に気づいてぐわっと大きく伸のびた。

「ねこがみさま、危な……きゃあっ！」「ミミ！」

　ねこがみさまをかばって身を乗り出すミミの足に影は巻きつき、ぐいと引きずり下ろす。落下するミミはすかさず携帯をねこがみさまに投げた。

「ねこがみさま逃げて！　逃げて菅すが原わら様に連絡を……！」

　影はミミの体に覆おおい被かぶさって包み込み、ともに地面へと消えていった。

　あとには乾かわいた道路の表面。黒い影の痕こん跡せきも、ミミの姿も気配もどこにも見えない。

「ミミ、ミミ───ッ!!」

　ねこがみさまの悲痛な叫さけびだけが、灼やけるアスファルトの上に跳はね返った。





☆★☆






「──はっ」

　口から吐はく息とともに広ひろ人とは瞬まばたきをして頭を振った。

　もうろうとしていた意識がクリアになる。と同時に視界に入る景け色しきにも焦しよう点てんが合った。

「……ここは？　ってか、ねこがみさまは!?　ミミさんは!?」

　見覚えのない場所にいる自分よりなにより、ねこがみさまとミミが案じられた。

　とっさに立ち上がろうとしてなぜか体が動かず、広ひろ人とは目を落とす。

「なっ、なんだよ、これっ？」

　なんと広人は、クラフト紙製粘ねん着ちやくテープで縛しばられていた。

　両手は肘ひじ掛かけ、両足は椅い子すの脚あしにがっちり固定されている。

　がったんがったんと斜ななめになってみたり床ゆかを蹴けって弾はずんで前後に移動してみたりしたが、もちろんそんなことで外れるわけがない。

（いやいや、落ち着け。落ち着けって、俺おれ）

　懸けん命めいに自分にいい聞かせつつ、広人は周囲を見回す。

　そこはまったく見知らぬ家だった。

　家──といっても普通の日本家屋やよくあるアパートやマンション一室などではない。

　飴あめ色いろに光る古こ色しよく蒼そう然ぜんとした柱や天てん井じよう、ドアにほどこされた彫ほり細ざい工く。

　レトロなデザインの壁紙やめったに見かけたことのない格調高い家具調度。

　おそらく西洋館通りに立ち並ぶ館のどれかひとつに違いない。

「おはよう、広人クン」

　その声にはっと広人は意識と視線を向ける。案の定、姫ひめ華かがそこにいた。

　黒いレースの傘かさを手に、布張りの椅子の肘掛けに腰こしを軽く下ろして、愛らしくも媚こびるようにほほ笑んでこちらを見つめている。

「どう、この館。品があっていいよね。しばらくの隠かくれ家がにはいいと思わない？」

　くるりと傘を回して肩かたに乗せると、姫華はうふふとほほ笑んだ。

　広人はじっと姫華のアイラインのくっきりした瞳ひとみを見み据すえる。彼女がどうやってか分からないが自分を操あやつり、この館へ連れ込んだのは間違いない。

　だがねこがみさまやミミは無事なのか。彼女たち二人だけで連れん絡らく手段も何もなく見知らぬ場所に置いてきたことに、広人は不安に身がよじれる心地ここちがする。

　目の前の姫華を強くなじるように問い詰つめたかった。だがその想おもいを懸けん命めいに抑おさえ、乾かわいた喉のどに唾だ液えきを送り込んで、広人は慎しん重ちように尋たずねた。

「ねこがみさまとミミさんは無事ですか。不案内な地で心細いはずですが」

「心配なんだ。フフ、分かるよ。あんなひどいこといって置いてきちゃったんだもんね」

　去り際のねこがみさまの様子が思い返され、ずきりと広人の胸が疼うずく。

　操られていたが、広人は一部始終を覚えていた。

　ねこがみさまを地面に突つき放し、彼女の存在理由を打ち砕くだくにも等しい言葉を投げて、衝しよう撃げきに声も出ないほど傷つく彼女を置き去りにしたことを、忘れることはできない。

（ねこがみさまを傷つけてしまったんだ、どうしようもなく深く。俺は、なんて馬鹿だ）

　自責の想いに絡からめ取られそうになり、広人はぶんぶんと首を振る。

　いまは後悔をしている場合ではない。とにかくこの状況を打破するのが先だ。

　努めて平静を装い、広ひろ人とは再び問いを重ねた。

「それで隠かくれ家がってなんですか。どうして俺おれだけをここへ連れてきたんですか」

「ん？　んーとね、それは」

　エナメルの手袋に包まれた指をあごに当て、姫ひめ華かは天てん井じようを見上げる。

「暇ひまつぶし、かな」

「暇つぶし!?」

「やだな、大した理由じゃないなんて思わないでよ」

　にこっと姫華は笑うと、トン、と床ゆかに傘かさを立て柄えに両手を乗せて立ち上がる。

「ボクには眷けん属ぞくがいるけれど、それって実は自分の似に姿すがたである分身なんだよね。でもほら、分身って全然、面白みがないんだ」

「面白みがないって……」

「自律で動けるけど会話できるわけじゃないし、他人みたいに意外な反応もしてくれないんだよね。自由だったときもとっても退たい屈くつで。だから」

　姫華は首を傾かしげ、傘の柄に両手を置いてリズミカルに体を揺ゆらす。

「適当な妖あやかしを拾って飼かってみたけど、すぐ飽あきちゃって。その点、ミシュリーヌは面白かったな。頭もいいし素す性じようも変わってたし。だって元は人間で外国人なんだよ」

「そんな、暇つぶしでミミさんを手元に置いてたんですか!?」

「だって向こうだって行き場がなくて困ってたんだもん。親切に声をかけたら、二つ返事で飛びついてきたよ。そうだな、出会ったのは」

　ちょっと斜ななめ上に目をやり、姫華は人差し指をピンと立てた。

「そう、ここの外国人墓地だった！　人間としての体が死んだばっかりで途と方ほうに暮れてたんだって。おっもしろいよね！」

「面白いって、なにが面白いんですか！」

　思わず広人は強い口く調ちようでいい返した。

　そのときのミミの心情を思いやると、決して茶化していい話ではないはずだ。

「ホント、やだな。そんなムキにならないでよ？」

　にい、と姫華は艶つややかな唇くちびるをチェシャ猫ねこの笑みに形作る。

「でもやっぱり、ミシュリーヌもダメだった。友達としてはいいかもしれないけど、それ以上発展しようがないし、裏切られちゃうし。だーからっ」

　傘を後ろに回して、姫華は恥はずかしそうにもじもじする。

「だからね、広人クンを選んだんだっ」

「だからって、なにがだからです。さっぱり分かりませんが」

「発展したいと思ってさ。進化とか変化って言い換えるべきかな。ただの分身じゃなくって、本物の身内を作りたいなーって、思ったの！」

「え……まさか、まさかあの、それって……」

「そう、そのとおりです。キミの予想は大当たりっ！」

　手をピストルの形にして広ひろ人とを指差し、姫ひめ華かは口で「ばぁん」といった。

「一いつ緒しよに家族を作りましょう！　ボクがたぁっくさん子ども産むよ！」

「冗じよう談だんじゃない！」

　広人は縛しばられているのも忘れてぐいと身を乗り出した。

　その拍ひよう子しに椅い子すごと倒れそうになって、慌あわてて足を踏ふん張って戻もどす。

「どうして冗談じゃないの？」

　けげんそうに眉まゆをひそめて、姫華も身を乗り出す。

「あの猫ねこの神様も同じことしてたよ？　ボクも嫁よめ名めい簿ぼに登録させられたし、あのままキミの家にいたら、ボクだって嫁になってたんだよね」

「あれは──あれは違うんだ」

　なにがどう違うのか、広人ははっきりいえなかった。

　と同時に再び、ねこがみさまにいってしまった取り返しのつかない言葉が思い出される。

（無事に逃れられても、ねこがみさまは俺おれを許してくれるだろうか）

　強い後悔に苛さいなまれて広人は唇くちびるを嚙かんでうつむく。

　その耳じ朶だに、姫華のからかい嬲なぶる声が響ひびいた。

「最初はボクを封ふう印いんなんてしてくれたおりんの孫だから、ミミを破滅させるのと同じくズタボロに傷つけてあげたかったけど、キミのこと段々分かってきて、気が変わった」

「え……」

　自責の念にうつむいていた広人は、浮かれる声こわ音ねに小さく目を上げる。

「なんで広人クンの子どもが欲しくなったか、分かる？」

「わ、分かりません、が。さっぱり、全然」

「あのさ、広人クンは楽しい能力があるみたいじゃない。言葉を操あやつる、っていう」

　ぎくりとして身を強こわ張ばらせる広人に、姫華はほくそ笑んで見せた。

「心を読んで人を操るボクとの子どもなら……どんな子孫ができるかなぁ」

「や──」

「イヤだっていわないでよ？　ボクのプロポーズ。もしイヤっていうなら」

　ふいに姫華の足元に黒い影が渦うず巻まいた。広人が息を吞のんで見る間まに影は床ゆかからぐいと立ち上のぼり、どさりと吐はき出すように人の姿を床ゆかに転がして、また床に消えた。

「ミミさん!?」

　それはミミだった。彼女は目を閉じて青ざめた顔をしている。

　思わず広人が椅い子すごと立ち上がろうとすると、姫華は冷ややかにつぶやいた。

「……彼女をどうにかしちゃおっか、な」
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「ミミさんっ！」

　床ゆかに転がるミミに向かって広ひろ人とは叫さけんだ。

　焦あせりでひび割れる叫び声が洋館の天てん井じように跳はね返るが、ミミはピクリともしない。

「そんなみっともない声出さなくても生きてるってば……いまはね」

　姫ひめ華かのあざ笑うような声が響ひびいて、広人の体は恐きよう怖ふに固く強こわ張ばる。

　ミミと一いつ緒しよにいたはずのねこがみさまのことも、心配でたまらない。

　頼りになるだろう守もり宮みやや夜や刀と、そして耀あき姫ひめとも引き離はなされ、今頃彼女はどうしているのか。助けも望めない状況で、ミミと同じようにひどい目にあっているのではないか。

　広人の脳裏を次から次へと不安ばかりがよぎった。

　その不安に、支えになる味方が誰もない広人は押しつぶされそうになる。

（焦あせるな、俺が焦ってどうなる）

　落ち着け、落ち着け、と広人は胸の中で幾いく度ども繰くり返す。

　こっそり息を吐はき、吸って吐いて、緊きん張ちようと恐怖を吐き出す。

　わずかなりと心が落ち着いてくると、ミミへの信頼も戻ってくる。

　聡さとくてとっさの機転が利く彼女のことだ。ねこがみさまの安全を確保しないはずがない。きっとねこがみさまは無事だ。間違いない。確信できる。

　それならいまこの場でミミを守れるのは、自分しかいない。

「……どうして、人ひと質じちを取る必要があるんです」

　広ひろ人とは姫ひめ華かの瞳ひとみと目を合わせる。そっと様子をうかがうように。

「どうしてって、だったら広人クンは素直にいうことを聞いてくれるのかな？」

「普通なら聞きませんよ。でも姫華さんには人を従える力があるじゃないですか」

「だからいったよね。面白みがないって」

　姫華は困った子だなあといいたげな口く調ちようで答える。

「操あやつるのは簡単だけど、それじゃ眷けん属ぞくと同じだって。ボクのいうことに素直に従うだけで、意外な反応がなくてつまらないって」

「でもいうことを聞かなければ、無む理り矢や理りにでも従えるんですよね」

　広人は姫華を刺激しないように穏おだやかに、けれどさりげなく痛いところを突つく。

「それで意外な反応を望むって矛む盾じゆんしてませんか」

「ああ、広人クンは面白いね」

　姫華は唇くちびるの端はしを吊つり上げる。かすかに苛いら立だつような気配が感じられる。

「強制的にいうことを聞かせて欲しいの？　経験はなくても知識はあるっていったよね。キミの意思なんて関係なく子どもを作ったっていいんだ」

「じゃ、そこで生まれた赤ん坊は誰が世話をするんです」

「えっ」

　明らかにそこは予想の範はん囲い外がいだったか、姫華は大きく目を剝むいた。

「たぁっくさん産むっていってましたけど、赤ちゃんって面倒ですよ。確か……」

　広人は子供の頃、祖母の実家に預けられたときのことを思い返す。

「親しん戚せきの家で見ましたけど、とにかく手がかかる。三時間おきにお腹なかが空すいて泣きわめくし、おむつはいつも湿しめってるし、はいはい始めれば目が離はなせないし、歩くようになったらもっと目が離せない。四し六ろく時じ中ちゆう泣いてるけど、言葉が通じないから原因が分からなくていつまでも泣きやまないんです。それがたくさん、たぁっくさん、いるんですよ？」

「そ、そんなの、広人クンが世話してくれればいいじゃないか」

「俺おれが!?　そりゃ無む茶ちやだなあ。たぁっくさんの子どもなんて、俺の手は二本で体はひとつです。それにおむつ替えはできるかもしれないけどミルクはあげられないですよ」

「ミッ、ミルク!?」

　さしもの姫華も真まっ赤かになって自分の大きめの胸を抱だきしめる。

「そっ、そうか。そうなんだ。ミルクってボクが出すの!?」

「ま、まあ、俺おれが出せたらどんなミルクならぬミラクルだよって感じです、し」

　微び妙みような会話になってきたなあ、と広ひろ人とも顔が熱くなる。

「あっ、でも市販のミルク使えばいいんだよね!?」

「人間と妖あやかしの子でも市販のミルクでいいんですか？」

「え、う、あ、そっか、うっかり飲ませたらお腹なか壊こわしたりするかな？」

「牛乳だって赤ちゃんにはダメって聞いたことありますからね。やっぱり同種の母親の、その、ミルクでないと、栄養にならないんじゃないですか」

「そんな、大事なボクの赤ちゃんになにかあったら困るよ！　し、仕方ないのかな。ボクが、がんばってミルク出さないといけないのかな。そんなにたくさん出るのかな……！」

　姫ひめ華かは豊満な胸を抱だきしめ、うろたえながらその場を行きつ戻りつする。

　意外に可愛かわいいなあ、ってかアホだなあと広人はうっかり思ってしまった。

　恐おそろしい妖しには間違いないのだろうが、こんな架か空くうの話に本気でうろたえるなんて。

「そうですよ。予想外のことばっかりですよ」

　広人は姫華に語りかけながら、さりげなく意識をミミに向ける。

　自分の言葉に力があるとしても、姫華にそうそう効果があるとは思えない。

　けれど、ほんのささやかな効果でいい。本当に少しでいい。

　ほんのわずか、ただ小指の先を動かす程度のごく小さな効果で──構わない。

「ふーん、確かにね」

　姫華は気づかず、考え深げに広人に向き直る。

「実際に目まの当たりにしてみないと、分からないことってあるんだね」

「ええ。想像だけじゃダメです。夢ばっかり見ていたら、ダメ、なんです」

　視線だけは姫華に据すえつつ、広人は懸けん命めいにミミに意識を集中する。

　そして自分の紡つむぐ言葉のベクトルを意識のない彼女に、強く、一心に、向けた。




「どうか、目を──覚さまして──ください！」




　その言葉が放たれた瞬しゆん間かんだった。

　ぱち、とミミのまぶたが開いた。

　広人はそれに気づいたがわざと視線は送らなかった。

「だからですね、姫華さん」

　ことさらに姫華の名前を大きく呼びつつ、ゆっくりと語り続ける。

「それでもよければ、たぁっくさん作ってもいいですよ……とは、俺はいえないなあ」

「ん、でも、ちょっと試してみてもいいかなって思ってきたよ」

　姫華は自分が抱いだく胸を見下ろし、ぎゅむっと寄せて見下ろす。

「意外に、出そう、な気もする、けど？」

「い、いやいやいや、大きさと量は関係ないとか」

「どっ、どうしてそんなこと知ってるんだ!?　広ひろ人とクンてなにかのマニア!?」

「マニアいうな！　あの、さっきもいった親しん戚せきに教えてもらってですね」

　益やく体たいもない会話を広人が姫ひめ華かとかわすあいだ、ミミは身じろぎもせず、しかし薄うす目めを開けて辺りの様子を探さぐっているようだった。

　そして広人と姫華の会話が白熱した瞬しゆん間かん、ふっと気配を殺して天てん井じように昇る。

　広人はミミが目を覚まして以降、姫華にちらとでも悟さとられないよう、全力で意識を姫華との会話に集中していた。

　だからミミの姿が消えたことに、姫華はもとより彼自身もまったく気づかなかった。

「広人クンて、ううん、広人クンとの会話って」

　姫華は広人との話にすっかり夢中になって、目を輝かせている。

「面白いよ、やっぱり。ボクの話に的確に、思いも寄らない反応をしてくれて」

「ああ、はい。まあツッコミには慣れてますから」

　主にねこがみさまたちとの会話で、と広人は心の中で思う。

「これなら夫婦になっても絶対、退屈しないねっ！」

「ふ、夫婦……ははは」

「なんだよ、不服なの？　ボクは可愛かわいいし、胸だって大きいよ？」

「いや、夫婦っていきなりいわれてもですね。第一あの嫁よめ名めい簿ぼだって、実質は嫁〝候補〟とかもっといえば家族名簿みたいなもんですし」

「あの猫ねこちゃんがそういったの？　嫁候補名簿って」

「猫ちゃん……はあ、ねこがみさまはそういってましたけど」

「ふうん、まあどんなつもりでも仮にも神様が取り持ったなら、候補でも家族でも縁えんは結ばれたってことだよね？　しかも契約書みたいなものだし」

　にこにこにこっと姫華は瞳ひとみを三日月型にして笑う。

「つまり、ボクとの縁も固く結ばれたってことだよ！　だけど」

　その三日月が、細く、鋭く光る。

「広人クンの他ほかの縁は……要いらない、よね」

　その冷れい酷こくな光に、広人はぞっと背筋を震ふるわせた。

　たったいままでの楽しく可愛らしい会話が、ただの真夏の陽かげ炎ろうだったように思えた。

「やだな、またそんな引いた顔して。そうも露ろ骨こつにされると、辛つらいな」

「脅おどされれば、誰でも怯おびえた反応になると思いますが」

「さっきまで仲良く会話しててくれたのに」

「それは俺おれのいいたいことですよ。残念です」

　失望も露あらわに広ひろ人とがつぶやくと、姫ひめ華かはむっと眉まゆを吊つり上げ唇くちびるを嚙かみしめた。

「そんな風にいわないでよ。ミシュリーヌもそうだった。ボクの本性を少しでも見せたら怯おびえて遠ざかっていった……どんな面も受け入れてくれるのが、友達だと思ってたのに」

「友達になにを期待しているんです」

　鋭するどく広人が答えた。姫華はカッとなってこぶしを握にぎる。

「なにって、それが友達じゃないのか!?」

「実の親だって、自分の意に添わなければ子どもを置いていくんですよ」

　他ほかならぬ自分自身の傷をえぐる一言を広人は吐はいた。

　居い場ば所しよさえ知らない両親。広人の霊れい能力に気づき、怯えて嫌けん悪おし、祖母の元へ預けてそれっきり知らんぷりをしていった彼ら。

　顔もよく分からない親を恨うらむことはない。祖母は充分以上に広人を愛してくれた。

　わずか十五年の歳さい月げつだったけれど、一いつ緒しよにいた日々のすべてにおいて、祖母は自分を慈いつくしみ、大切に育はぐくんでくれたのだ。老いて弱った我が身も顧かえりみずに。

　それでも、残る傷はある。

　だがその傷があるからこそ、広人は無私の信頼や愛情を過度に他人に期待しなかった。期待しないからこそ、そして祖母の残してくれた想おもいを知るからこそ、自分に向けてくれる友情や親愛の計り知れない尊さを常に身に染しみて感謝していた。

「自分が相手に注ぐ愛情や信頼がなければ、相手が返してくれるわけがない。いえ、見返りを期待して失望することだって間違いですよ！」

「だ──黙だまれ！」

　姫華はコケティッシュな態度を脱ぬぎ捨て、駄だ々だっ子のように叫さけんだ。

「偉そうに。だったらボクの眷けん属ぞくをけしかけてキミを……いや」

　怒いかりのままに彼女は背後を振り返ろうとした。

「ミシュリーヌをキミの目の前でいたぶることだってでき────」

　振り返った姫華は硬こう直ちよくした。その手が開き、傘かさが支えを失ってバタンと床ゆかに倒れる。

「い、いつの間に!?」

　ミミの姿は、床から消えていた。

　姫華はうろたえ、カールした髪かみを振り回す勢いで周囲を見回す。

「しまった、広人クンに意識を向けすぎた……！」

　あまりにさりげない効果だったから、姫華は広人の力でミミが目覚めたとは思っていないようだ。広人は心の中で安あん堵どする。こうなれば後は自分だけのことだ。

　しかし安堵も束つかの間ま、姫華の足元に黒い影がゆらりと小さく渦うずを巻く。

「探すんだ！　絶対近くにいる。ううん、この館やかたのどこかに潜ひそんでるかもしれない！　広人クンを見捨てて逃げたりするわけがないよ！」

「無む駄だですよ！」

　とっさに広ひろ人とは叫さけぶ。姫ひめ華かが驚おどろいて振り向いた。黒い影も動きを止める。

「こういう非常時のために、打合せがしてあるんです」

「なんだって……」

「ミミさんは俺おれのことなんて見捨ててとっくに遠くに逃げてますよ」

　にっと広人は笑って見せた。

「鰹かつお屋や家けの家訓。自分の尻しりの火は自分で消せ」

　噓うそです。キラッ。

　といいたくなるような噓っぷりであった。たまには広人も噓だってつける。

「馬鹿な。そんな家訓、あの家でのキミたちの会話でも聞いたことないよ！」

「そりゃ、改めていわなくたって分かってることですから」

　実はこの場の思いつきです、噓、です！

　なんて八やつ裂ざきにされかねない真実を広人は告げる勇気はない。

「だから無駄な真似まねはやめて、俺おれと会話を続けませんか」

「うるさい、本当はミシュリーヌの行方ゆくえを知ってるんだね」

　姫華はくっきりと描いた眉まゆを吊つり上げ、広人に向き直る。

「心を読んで、確かめてあげるから！」

　思わず広人は身構える。彼女の読どく心しんは体に触ふれることで可能になるはずだ。ミミの行方は知らないが、いまの噓はバレてしまう。もしもミミが館やかたの近くにいたらそれこそ危険だ。

　どうすれば、と広人は心の中で激しく逡しゆん巡じゆんする。

「さあ、教えるんだ！」

　姫華がぐっと手を伸のばしたその刹せつ那な、とっさに広人は椅い子すごと後ろに避さけた。

「わ、わわわあっ！」

　しかし勢いがつきすぎて広人は背後に倒れる。その拍ひよう子しに足先が姫華のスカートに引っかかって思い切りまくれ上がった。

　高々とめくれるスカートの下は、黒の総レースのパンツ。

「きゃあぁっ！　な、なにするんだっ」

　姫華は真まっ赤かになって後ろに飛び退のき、スカートを押さえる。一方で広人は床ゆかに椅子ごと叩たたきつけられた。ドシン！　という激しい衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん目がくらむ。

「いいっ、いでえっ！　……えっ!?」

　ふいにシュシュッ！　と赤く長い物──ミミの舌しただ──が巻き付いたハサミが素早く目の前を動き、広人の手足を拘こう束そくするクラフト紙製粘ねん着ちやくテープが切り裂さかれる。

　すかさず広人は手足をぐいと引きはがし、椅子から転ころがるようにして立ち上がった。

「なっ、ミシュリーヌなの!?　ゆるさ……」

「わああ、すいません!!　正当防衛なんです！」

　広ひろ人とは謝罪しつつ、姫ひめ華かに椅い子すを思い切りぶん投げた。

「いやああっ！」

　狙ねらい過あやまたず椅子は姫華に命中。たまらず彼女は背後にぶっ倒れた。

　もちろん広人は心の中で謝りつつ、脱だつ兎ともかくやと思わせる速度で部屋から飛び出る。

「ゆる、さ、ない──────ッ!!」

　姫華の絶ぜつ叫きようが背中にぶち当たるように響ひびいた。それを振り捨て広人は入り組んで薄うす暗ぐらい洋館の廊ろう下かをひた走る。手足にくっつく粘ねん着ちやくテープがびらびらとなびいた。

「ミミさん、ミミさんどこですか！」

　広人は廊下を走りながら頭上を見回して叫さけんだ。

　ミミはまだ館内にいるのか。であれば、どうにかして彼女と一いつ緒しよに逃げなければ。

　だが懸けん命めいにミミを探す広人の前方でふいに黒い影が渦うずを巻いた。

　見る間にそれは姫華のシルエットの形を取る。

「しまっ……！」

　広人は足を停とめる。この館内部ならどこでも、自在に姫華は影を送り込めるのか。

　そのとき館内のどこかでバン！　と窓か扉とびらかなにかが開く音がした。

　はっとするあいだに、次々とバン、バン、バン！　と立て続けに音は響ひびく。

　ガターン！　と重く大きな家具の倒れる音まで響き渡った。

　姫華のシルエットは広人の手前でゆらめきつつためらうように周囲を見回している。

　考える間まなどない。その隙すきを逃のがさず広人はすぐ脇の扉を開けて部屋に飛び込んだ。

　飛び込んだ先は物置のような小部屋だった。使われていない椅子やテーブル、雑具などがきちんと積み重ねてしまわれている。

（あの影をどれぐらいの数操あやつれるのか？）

　狭せま苦くるしい部屋を見渡しつつ広人は考える。もしも複数であれば逃げようがない。

　エアコンもない蒸むし暑い館内だが流れ落ちるのは冷や汗あせだった。

　焦あせって必死に首を回していた広人の瞳ひとみが、積まれた家具の隙すき間まからのぞく窓を捕らえる。迷わず家具をつかんで後ろに引き倒し次々背後に放り投げ、現れた窓に近寄った。

　ガラスを透すかして目をこらす。

　敷しき地ちに生おい茂る木々の向こうにメインストリートが見えた。観光地だからか、何名もの人々や車が行き交っているのも目に入った。

〝……しばらくの隠かくれ家がにはいいと思わない？〟

　姫華の声が脳裏に響く。隠れ家というからには目につきたくないから選んだはずだ。

　そう考えた瞬しゆん間かん、広人は数歩下がっていま後ろに放り投げた小机を持ち上げ、

「うわああああっ!!」

　窓の向こうのメインストリートへ届く勢いで横よこ様ざまに思い切り投げつけた。

　響ひびき渡るガラスの割れる派は手でな音。

　ガラス片と華きや奢しやな窓枠わくの破片を振りまいて、古びた小机は敷しき地ちへ落下していった。

「助けて！　助けてください！」

　急いで広ひろ人とは窓に駆かけ寄る。ギザギザのガラス片が手のひらに刺ささるのも気づかず、壊こわれた窓枠をつかんでメインストリートを歩む人々に大声で叫さけんだ。

　すると間かん髪はつ容いれず近くの部屋の窓を破って灯あかりのスタンドが飛び出した。さらにすぐ近くの別の窓をアンティークの椅い子すが割って飛んでいく。

　ミミが呼応しているのだ。この立て続けの異変に表通りには人々が集まり始める。広人は勇気を奮ふるい起こされ、さらに窓から大きく身を乗り出して叫んだ。

「助けてください、こちらを見てください！　ここには……うぐっ！」

　突とつ如じよ現れた黒い人影が広人の首に腕うでを巻きつける。

「う、うぁっ……！」

　姫ひめ華かのシルエットは広人の首を締しめ上げつつ床ゆかに沈しずみ始める。同時に広人の足も沈み始めるが、息が詰つまる苦しさに声を上げるどころか抵抗もできない。

　ふいに横合いからシルエットに向かって椅子がぶつけられた。

　衝しよう撃げきが広人にまで伝わるほどの強打。

　まともに食らった黒い人影の腕うでが一いつ瞬しゆん緩ゆるむ。広人は渾こん身しんの力で腕を振り払はらった。するとすかさず広人の胴どう体たいに長く赤い舌したが巻き付いたかと思うと次の瞬しゆん間かん。

「!?　うわ、わあああっ！」

　広人は窓から投げ飛ばされ宙に浮く。見下ろす真下に緑の植え込みが迫った。




　天てん井じようから二階の窓越しにミミは敷地を見つめる。

　広人は無事に深い植え込みに落下した。メインストリートから人々が敷地内へ駆かけ寄り、広人を助け起こして口々になにかを問いかけている。

　無事に彼を逃がせた。さらにあれだけの数の人間が集まってきている。ならばこれ以上の騒さわぎになる危険を冒おかして姫華が眷けん属ぞくを放つはずがない。

　やっと解放された身が再び封じられるのはなんとしても避さけたいはずだから。

「──!?」

　安あん堵どの息をついた瞬間、恐おそろしい力で天井から引き剝はがされて床ゆかに叩たたきつけられた。

「ッ！　あぅ！」

　胸が詰つまるほどの衝撃に気が遠くなりかけるミミの両手足を黒い影が押さえつけた。

　かと思うと誰かが腹の上にのしかかり、細い喉のど首くびに両手がかかる。

「ぐ、うっ……!?」

「よくも──やってくれたね、ミシュリーヌ」

　姫ひめ華かが黒いスカートを広げてミミに馬乗りになり、憎にく々にくしげに吐はき捨てた。

　彼女の両手はあらん限りの力でミミの首にかかっている。

「キミだけは許さない。絶対に許さない。親友のボクを裏切ったのを後悔するフリして、ずっと疑って。ボクが」

　姫華の暗い声が、あえぐミミの上にぽつりと落ちた。

「ボクが、あんなにも信じてくれって、頼んだのに」

「ひ……め、か、さ……」

「まあ、どうでもいいかな。こうなる結果は変わらなかったしね」

　投げやりな声で吐はき捨て、姫華はさらにミミの首にかかる両手に力をかける。

　ミミの目が剝むいたように見開く。その瞳ひとみは充血し、いまにも血を吹きそうだ。

「今度こそ、妖あやかしとしての命も止めてあげるよ。ううん、妖しだから簡単には死なないかな。だったら首を折って手足も全部引きちぎって、素敵な姿にしてあげる！」

　あざ笑う声を聞きながら、ミミはいまにも遠ざかりそうな意識で安あん堵どしていた。

〝……俺おれにして欲しいことはありますか〟

　広ひろ人との優しい声がよみがえり、暗くなる脳裏に響ひびく。

〝教えてください。何でもします〟

　力強い声こわ音ね。途と方ほうに暮れる自分に差し伸のべてくれた手。

〝俺の望みは、ミミさんが出て行かないことですよ……〟

　信じてくれて、受け入れてくれて、守ってくれる大事な人。

〝そなたをこんなに泣かせて。鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみにあるまじき失態ですね〟

　包み込み、そっと触ふれてくれる温かな声と手のひら。

〝われは鰹屋の氏神。鰹屋の家と家族を守るためにあるのです……〟

　自分のせいでこんな危険な存在を招き入れてしまったのだ。

　たとえこの身がここで潰ついえても、その償つぐないのためなら悔くいなんてない。

　広人が、ねこがみさまが、無事でいてくれたならいい。

　自分が愛した家族が、ずっとこのまま続いて幸せに暮らしてくれるならそれでいい。

　大だい丈じよう夫ぶ。きっと今頃助けを呼んでいるはず。

　この妖しをもう一度封じるために。このまま野放しになんてしないために────

「へえ、あのねこの神様に携帯を預けたの？」

　姫華の面白がる声音が響ひびいた。

　ミミのかすむ視界に、艶つややかな唇くちびるが歪ゆがむのが映る。

「ばっかだな、ミシュリーヌ。あの可愛かわいいけれどお脳がお花畑の猫ねこちゃんは、現代社会に疎うといんじゃないか。携帯の使い方だって知らないよ？」

[image: ]

「そ……んな、はず、は」

「忘れたのかな？　広ひろ人とクンにみんなの水着姿を撮とってくれって。自分じゃ撮り方などさっぱり分からないけどって、いってたよ！」

　ミミの体がびくりと強こわ張ばった。喉のどを絞しめられているがゆえの硬こう直ちよくではない。

「ボタンひとつで操そう作さできる撮影方法も分からないのに、電話帳から名前を選んで電話をかけたり、履歴をたどってかけ直したりなんて、できると思う？　キミや広人クンや、その他ほか助けてくれそうな誰も、彼女のそばにはいないのに！」

「……！」

「さっさとキミをバラバラにして、ボクもすぐに逃げるね。騒さわぎが広がっちゃうから」

　甘あまい、キャンディのような愛くるしい笑顔を近づけて姫ひめ華かはささやく。

　甘いのに、唇くちびるの端はしから毒が滴したたるような気がする笑み。

「広人クンを連れていけなかったのは残念だけど、逆に逃げやすくなったよ。逃げて、逃げて、妖よう力りよくを完全に取り戻して、そして今度こそ」

　にいぃっ、と姫華は大きく裂さけそうなほど唇の端を吊つり上げた。

「キミが、愛しちゃった、家族を、ぶっ壊こわす、よ」

　その言葉の瞬しゆん間かん、ミミは完全に絶望の淵ふちへ叩たたき落とされた。

　二度と這はい上がることのできない、深い深い闇やみの奈な落らくのどん底へと。

　それは、自分の命を奪うばわれる以上の、途と方ほうもない衝しよう撃げきだった。

「……！　ぁ、！」

　首に掛かる力が増した。ごき、とかすかに嫌いやな音が響ひびいた。

　ミミの視界も聴覚も麻ま痺ひしてくる。人ではないのに人の姿を取れば、体の機能は人に準じるというのだろうか。

　見開くミミの目め尻じりからひとしずく涙なみだが生まれ、こぼれ落ちる。

　こめかみを伝い、濡ぬれて光る跡あとを残して、涙がミミの金の髪かみへと消えていく。

（ごめん、なさい、ごめんなさい……広ひろ人と様、ねこがみさま）

　絶望に苛さいなまれるミミは、最さい期ごの意識で広人とねこがみさまに謝罪した。

　二人の信頼と愛情を裏切ってしまったことを。

　裏切ってはいけない、なによりも大切な人たちを裏切ったことを……。

　ミミのまぶたが降りていく。力なく、ゆっくりと────




「うわあああああああっ!!」




　突とつ如じよ広人が部屋に飛び込んできたかと思うと、姫ひめ華かに体当たりをぶちかました。

「きゃああっ！」

　姫華は弾はじき飛ばされて床ゆかに転がった。本体が受けた衝しよう撃げきのためか、ミミの手足を押さえていた黒いシルエットも揺ゆらいで霧む散さんする。

　広人はそれを一いつ顧こだにせずミミを抱だき上げて懸けん命めいに呼びかける。

「ミミさん、ミミさんっ！　ああ、ミミさん、しっかりしてください！」

「は、は、げほっ！　ぐっ、げふっ！」

　呼吸を取り戻もどしたミミは広人の腕うでの中で激しく咳せき込んだ。

　広人は満面に安あん堵どの色を浮かべ、ぎゅっとミミを抱きしめた。

「ミミさん、良かった、間に合った……！」

「どう、して。どうして……。せっかく、逃げられた、のに」

「逃げるなんて」

　広人はかぶりを振ると、優しいまなざしで告げた。

「俺おれの大切な家族を残して逃げるわけがないじゃないですか。ミミさんが」

　もう一度、広人はミミを両手で固くかき抱いだく。強く、しっかりと。

「俺を残して逃げなかったのと、同じですよ」

　広人の腕の中でミミは目を瞠みはった。

　そっと広人の背に腕を回し、ミミは涙の滴しずくの跡が残る顔を肩かたに埋うずめる。

「本当に、馬鹿、だね」

　姫ひめ華かの声が響ひびき、はっと二人は振り返った。

　ゆらり、となんの反動もつけず彼女は起き上がる。

　その動きがいかにも人じん外がいじみて、これまでまとっていた人間の少女としての愛らしさがすべて剝はがれ落ち、内の恐おそろしい本性が露ろ呈ていしているように思えた。

「そのまま逃げていれば少しは寿じゆ命みようも延びただろうに、ね」

「そうでしょうか」

　広ひろ人とはミミの体を離はなすと、彼女をかばうようにゆっくりとその前に立ち上がる。

　ミミは思わず手を伸のばして止めようとした。

「だめですわ、危な……」

　いいかけたミミの声と動きが彫像のごとく凍こおり付いた。

　広人の横顔は、これまで見たことのないほど険けわしく引き締しまっていた。

　怒いかり。恐おそろしい、広人自身も制せい御ぎよできないほどの重く激しい怒り。

　即座に爆ばく発はつするような激げき怒どではなく、静かに内に満ちて、すべての感情を殺し、そして向けられた相手を圧して潰つぶすような、重力を伴う憤ふん怒ぬ。

　いつも広人を見ているミミだからこそ分かる、いつもの彼にはあり得ない姿。

　しかし新しん参ざん者しやの姫華は目の前にある危機に気づかなかったようだ。

「そうだよ。さっさとミシュリーヌを見捨てれば済んだ話なのに」

　にぃいっ、と姫華は唇くちびるを頰ほおにとどくほど吊つり上げる。

「くだらない、偽にせ物ものの家族ごっこなんてやめて……」

「黙だまれ」

　低い声が響いた。

　とたん、ひっ、というかすかな悲鳴にも似た音とともに姫華は押し黙った。

　がつ、と広人のスニーカーが床ゆか板いたの飴あめ色いろの木もく目めを食はんで一歩進む。

「許さない」

　ずしり、と声が響く。ず、と姫華は一歩下がる。まるで広人の言葉に圧おされたように。

　ミミはますます戦せん慄りつした。広人の持つ〝言こと霊だま〟の威い力りよくはよく知っているからだ。

　金きん狐この当主を退しりぞけたのも目まの当たりにした。古き霊れい威いである夜や刀とを呼び戻したのも、夜刀自身から聞いて知っている。

　けれどその威力を彼自身が自覚し、感情に任せて振るうことを恐れて、榊さかき──広人の亡なき祖母の師し匠しよう──に師事しようと決めたのではないか。

　己の力を制せい御ぎよし、決して意図的に他たを傷つけないために。

　なのにいま、彼は激しい怒りのままに己の力を行使しようとしている。

　このまま、そんな状態で〝言霊〟の力を振るえばどうなるだろう。姫華を退しりぞけるだけで済むのだろうか。あの夜刀の荒すさぶる本性を抑おさえつけたほどの威い力りよくがあるというのに。

　怒いかりに吞のみ込まれ、力に溺おぼれて、われを忘れてしまったならどうなる──!?

「駄だ目め、いけませんわ、やめて！」

　ミミは蒼そう白はくになり、広ひろ人とに手を伸のばしかけた。しかしその瞬しゆん間かん、

「っ！」

　弾はじかれたようにその手を引っ込める。まるで結けつ界かいでも張られているかのように、広人に近づけない。いや、広人自身が誰もの関与を拒こばんでいるのか。

　がつん、と再度広人は重々しく歩ほを進める。

「おまえは」

　手の甲こうに筋が浮くほど強くこぶしを握にぎりしめ、彼は姫ひめ華かをにらみ据すえる。

「俺おれの家族を騙だまし、傷つけた」

　びしり、と空気が張り詰つめる。姫華がその場にぐたりとしゃがみ込んだ。

　まるで頭上から巨きよ大だいな重しを乗せられたかのように。

「俺おれは、おまえを」

　半身を起こしてもいられないのか、姫華が突つっ伏した。

　めき、という聞くに堪たえない音が響ひびき、さらに姫華は床ゆかに潰つぶれて平たくなる。

　すっと広人はかすかに息を吸う。まなざしがいっそう鋭するどく刃やいばのごとく尖とがる。

　最後の決定的な一言を下すために────




「広人───っ！」




　緊きん迫ぱくに張り詰つめた空気を、響ひびき渡る涼すずやかで明るい声が打ち破った。




　怒りの赤黒い靄もやに覆おおわれた思考が一気に晴れて、はっと広人は我に返った。

　振り返るといままさに、開いていた部屋の扉とびらからねこがみさまが飛び込んでくる。

　輝く銀の髪かみをなびかせ、彼女は広人の胸にジャンプして飛びつくように抱だきついた。

「広人、広人っ！」

「え……ね、ねこがみ、さま」

　広人はぎこちない声で、半ばうろたえつつ名前を呼んだ。

「案じました。心配しました。無事であったのですね、ああ、良かった！」

　広人の首根っこに抱きついて、ねこがみさまはぐりぐりとほっぺたをこすりつける。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつだった広人は、おそるおそるねこがみさまの背に腕うでを回した。

「ど、どうしてここが？　ああ、いや」

　広人は問いかけて、すぐに首を振る。

「ねこがみさまこそ無事だったんだ……ああ！」

　半ば泣きそうな声でそうつぶやき、広ひろ人とはねこがみさまを抱だく手に力をこめた。

　その表情には先ほどまでの怒いかりは微み塵じんもなかった。ただ、やっと取り戻もどした愛いとおしいものを離はなすまいとする必死な想おもいばかりが浮かんでいた。

「われは常に無事に決まっておりまする。これもミミのおかげで……ああ、ミミ！」

　ねこがみさまは広人の首から腕うでを離はなして床ゆかに降りると、部屋の隅すみに座っていたミミのもとへ駆かけ寄った。

「ミミ、ミミ！　そなた怪け我がは？　何事もありませぬか!?」

「ねこがみさま……ええ、ええ。大だい丈じよう夫ぶですわ」

　ミミも自分に抱きつくねこがみさまを抱きしめ返した。

　広人は二人を見つめ頭を振る。完全に自分を取り戻したのか、まなざしにも意思の輝きが戻っている。ほっとした様子で、広人はねこがみさまに歩み寄った。

「よくこの館やかたが分かりましたね」

「表に人だかりができておりましたもの」

　えっへん、とねこがみさまはジャージの中のささやかな胸を張る。

「怪あやしいことが起こっているのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんでありましたゆえ」

「でも一人で飛び込んでくるなんて無茶すぎるじゃないですか」

「あら、せっかくお逃げになったのに、たった一人で戻ってこられた方はどなた？」

「い!?　いや、それはミミさんのことが心配だっただけで！」

「われも広人とミミがとーっても心配でありましたぞ？」

　三人がいい合うあいだ、姫ひめ華かがよろりと立ち上がった。ずり、ずり、と後じさりすると、開いている窓へ背中から近寄る。そして身をひるがえして窓まど枠わくに手をかけた。

「待って、姫華が逃げますわ！」

　目め聡ざといミミが気づいてとっさに叫さけぶ。

　その声に姫華は憎にく々にくしげに振り返り、決死の声こわ音ねで手を真横に打ち払はらった。

「眷けん属ぞく！　あいつらを捕とらえて地の底へ引きずり込め！」

　その声が響ひびくと同時に、ぐわりといくつもの黒い影が立ち上がる。

　広人たちが身構える前に姫華の形をしたシルエットは大きくそびえ立ったかと思うと、ふいに雪崩なだれ落ちるように一気に三人に向かって覆おおい被かぶさる────！

　かと思いきや、突とつ如じよとして影は宙で襲おそいかかる形のまま停止した。

「どうしたんだ、なぜ動かない！」

　姫華の懸けん命めいの叫びにもかかわらず、影はぴくりともしない。

「なぜ、どうして……あぁっ!?」

　気づけば姫華の足元が真っ白な氷で固められていた。

「あ、あぅ、ああぁっ！」

　見る間に氷は姫ひめ華かの体を這はい上り胸元まで覆おおって白い彫像を形作った。

「広ひろ人とさあ～んっ、ねこがみさまぁ、ミミさぁん、ユキメ参上でぇっすぅ！」

「広人様、ねこがみさま、ミミどの、ご無事でございますか！」

　脳天気なユキメの声と案じるような守もり宮みやの声とが飛び込んできた。

「広人さん、広人さぁん、ユキメ心配したんですよぉ、とっても！」

「え、ゆ、ユキメさっ、うわああっ」

　ユキメにむっちり巨きよ乳にゆうを押しつけられながら広人は床ゆかに押し倒された。

「ひどいですぅ、広人さんたちったら、ユキメ置いて行っちゃうなんてぇ」

「ご、ごめんなさい、ほんとごめんなさい。帰ったらなんでもいうこと聞きますから」

　広人は氷の粒つぶをぽろぽろ流すユキメの頭を撫なでて、何度も謝った。

「もしや、影を止めたのは守宮さんでしたのね」

　ミミがほっとした顔で尋たずねると、守もり宮みやは慇いん懃ぎんにうなずいた。

「さようでございます。屋内を鎮しずめるのは私の得え手てでございますから」

「でもなぜ、アパートにいたはずのお二人がここに？」

　ミミの問いに、またまたねこがみさまがえっへん、とさりげない胸を大きく張った。

「みっちゃんの車で移動中だったので、われが電話をかけたのでありまする！」

「だってねこがみさま、電話の使い方分からないのでは」

「んむ、それゆえ」

　ねこがみさまはポケットから携帯を取り出してにこっと笑った。

「道行く観光客に頼んで、かけてもらったのでありまする！」

「えっ」

　それを聞いた広人とミミはそろって顔を見合わせ、そろって脱だつ力りよくした。

「あっ……そんな、そんな拍ひよう子し抜ぬけのする解決方法……」

「まあ、素直なねこがみさまなら納得の方法ですわね」

　己の力のなさを知っているからこその機転。他ほかの誰かに素直に協力を求めるなど、他人の善意を疑い自分以外を蔑さげすむ姫華には思いも寄らなかったのだろう。

　そのとき、ピリリ、と携帯が鳴った。

「えっ、誰だろ」

　広人は立ち上がり、ねこがみさまから携帯を受け取って応答ボタンを押す。

『広人君』

　冷ややかに堅かた苦くるしい声が広人の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「え──!?　あ、菅すが原わらさん！」

『妖あやかしは拘こう束そくされたのですか』

「あ、は、はい。守宮さんとユキメさんのおかげで」

『物見高い見物人たちはいいくるめて追い払はらいました。まったく手間のかかることです。何も知らぬ人間に害でも及べば、ここの土と地ち神がみや産土うぶすな神がみがいきり立つでしょうに』

　どうやらみっちゃんは集まっていた人々を解散させてくれたようだ。

　確かに助けが必要だった状況ならいざ知らず、これ以上騒さわぎを広げるのは得策ではない。警察でも呼ばれれば逆に弁解で厄やつ介かいなことになる。

「す、すみません。ユキメさんや守もり宮みやさんを連れてきてくださった上にそんな手間まで」

『とにかく。すぐにそこから退去なさい。後は私が引き受けます』

「引き受けるって、それじゃ彼女をまた封じるんですか」

『本来なら耀あき姫ひめさんがなすべき事案ですが』

　どこに行ったやら、と通話口からみっちゃんの呆あきれ声が響ひびく。

『人間社会への影響力の大きさ、他ほかの土地神からの強い要よう請せい、危険性に緊きん急きゆう性などを鑑かんがみて、この場で対たい処しよした方が良いと思いますので』

　ぐっと広人は携帯を握にぎりしめたまま、窓辺の姫ひめ華かを振り返る。

　彼女は胸元まで真っ白に固められて一歩も動けず、憎にくしみの色を浮かべてこちらを恨うらみがましくにらみつけている。

　その瞳ひとみから広人も目をそらさない。いや、そらせない。

　先ほどの赤黒い怒いかりに染まった思考を思い出せば、自分自身に恐きよう怖ふがこみ上げる。

　あの途と方ほうもない、押し寄せて襲おそいかかりすべてを吞のみ込む激流か雪崩なだれのごとき憤ふん怒ぬに任せて自分の力を奮ふるったなら、結果はどうなっていただろう。

　完全に我を見失っていたのだ。姫華をこの世から消し去るだけで済んだだろうか。自分でこの力が停とめられただろうか。とてもそうは思えない。

　広ひろ人とは姫華から目を外し、すぐ傍かたわらに目を落とす。

　ねこがみさまがそこにいた。落とした視線の先に、ちゃんと。

　自分を許してくれないのではないか──という恐おそれを抱いだいていたにもかかわらず、ねこがみさまはまるで何事もなかったようにいつものごとく隣となりに立っていてくれた。こちらを見上げ、大きなつぶらな瞳ひとみを瞬しばたかせて。

　澄すんだ朝の空気のように曇りを払はらう清すが々すがしい声。

　なびく星の尾にも似た銀の髪かみの美しさ。

　自分に向かって手を広げ、真まっ直すぐにただ一いち途ずに飛び込んできてくれた姿。

　怒いかりに吞み込まれて己を失いかけた自分を引き留めてくれたのは──彼女だった。

「……でも」

　ふいに広人の唇くちびるから、自分でも思いも寄らない言葉が転がり落ちた。

「姫華さんは俺おれと縁えんを結んだんです。つまり、ねこがみさまの名めい簿ぼに載のせたんです」

『なに』

　険けわしい声でみっちゃんは答えた。

『うかつなことを。ですがさほどの意味はありませんよ』

「ですけれど、その縁えんのために彼女を、あの」

　しばしためらい、広ひろ人とは言葉を続けた。

「許すことは……できませんか」

『は!?』「えええ───っ!?」

　驚おどろきの声が通話口から響ひびく。その場にいた全員も一いつ斉せいに大声を上げた。

　姫ひめ華かまでアイラインのくっきりした瞳ひとみを見開き、呆あきれ果てたように広人を見つめる。

　だがねこがみさまが結んだ縁なら、広人は受け取ろうと考えていた。

　姫華と話して、ほんのわずかでも彼女に好意を抱いだいた。思いがけない言葉にうろたえる姿が、異質な妖あやかしではなく理解できる身近な存在だと思えたのだ。

　そう思えたのに、自分は躊躇ためらいも容よう赦しやもなく彼女を叩たたき潰つぶそうとした……。

　自責の想おもいが心優しい広人を苛さいなむ。

　姫華の罪は決して見逃されていいものではないが、すでに祖母に封じられた時点で相応の罰ばつは受けている。それに彼女が解放された原因の水害は、鰹かつお屋や家けに責任の一いつ端たんがある。

　ならばやはり、引き受けるべきは家長たる自分ではないのか？

「むろん、ただ許しては俺おれも不安です」

　広ひろ人とはみんなをなだめるように手を小さく挙げると、さらにいい募つのる。

「ですから以前、夜や刀とさんの変へん化げだけを封じたように、姫華さんの妖よう力りよくだけを封じることは……できませんか」

　通話口の向こうが沈ちん黙もくする。広人も口をつぐんでただ待った。

『そこまでいうのなら、彼女の身元は君が引き受けるわけですね』

「はい」

　広人は思い切ったことを口にした。口にしてさらに腹が座った。

『いいでしょう』

　冷淡な口く調ちようの返事が聞こえた。

『処置をほどこして、何らかの形で彼女を君のもとへ返します』

「あ──ありがとうございます！」

『私は君が後悔するのではないかと危き惧ぐしますがね。では、すぐにも退去を』

　ぷつりと通話は切れた。広人もボタンを押してパチンと携帯を折り畳たたむ。

　手の中に携帯を握にぎりしめつつ、彼は姫華を振り返った。

「姫華さん。話はつきました。君の身元は俺が引き受けることになりましたから」

「つくづく馬鹿なんだね。脳がお花畑なのは、君の氏うじ神がみさまだけじゃなかったんだ」

　唾だ棄きするように姫華は言葉を吐はき捨てた。

「見ていればいいよ、たとえボクの妖よう力りよくを封じたってすぐにも破ってみせるから。そうしたらまた世の中を混乱させてやる。キミたちへの」

　姫ひめ華かは大きく唇くちびるの端はしを吊つり上げ、蔑さげすみの言葉を投げつけた。

「復ふく讐しゆうだって、かならずやり遂げてやるんだから！」

「そしてまた、繰くり返すんですか」

「そうだよ、何度だって繰り返すんだから！」

「それはいつまで。永遠ですか」

「永遠さ。目的を果たすまで永遠に！　人間とは違うんだよ。虫けらみたいな寿じゆ命みようしかない人間とは違うんだ。ボクがこの世にある限り、ずっとずっと諦あきらめたりしない！」

「それでは、姫華さんを封じるまで誰も安心しない」

　穏おだやかなまなざしで姫華を見み据すえ、広ひろ人とは深く響ひびく声こわ音ねで告げた。

「人間すべてを排はい除じよすることはできない。君を追う神をすべて滅することも、いくら君が強大だからって無理な話だ。そうしたら」

　重々しい声が、室内に響き渡る。

「いずれ負けるのは、姫華さんです」

　姫華は言葉を失う。余よ韻いんさえも彼女を苛さいなむように重く残った。

　広人は一いつ瞬しゆん目を伏せ、そしてふっと小さくほほ笑んだ。

「でも俺おれは姫華さんと話をして、可愛かわいいなって思ったんです。会話して楽しいなって」

「……えっ、なっ!?」

　姫華は呆あつ気けに取られ、次の瞬しゆん間かん思いがけずに真まっ赤かになった。

「だから次はなんの懸け念ねんもなく」

　広人は優しく笑いかけた。手を差し伸のべ、許して、受け入れるように。

「友人として、家族として、笑って会話したいんですよ」




　広人たちが出て行ってしばらくの後。

　姫華が拘こう束そくされた部屋に、艶つややかに磨みがかれた高級そうな革かわ靴ぐつで床ゆか板いたをみしりと踏ふんで、長身の誰かの姿が静かに入ってきた。

　仕立てのいいスマートなスーツに身を包み、眼鏡めがねのレンズを光らせてまなざしに浮かぶ感情の色を消して、その誰か──みっちゃんは、うなだれる姫華を呼んだ。

「刑部おさかべ姫ひめ」

　キッと姫華は面おもを上げ、みっちゃんに燃えるような視線を向けた。

　みっちゃんの表情は筋ひとつ変わらない。

「広人君の要よう請せいで君の処しよ遇ぐうは決定されました。これから処置を行います」

「ボクの妖力だけを封じようってことだね」

　姫ひめ華かは瞳ひとみに憎ぞう悪おの光を宿してみっちゃんをにらみつける。

「ボクなんかより、広ひろ人とクンをどうにかした方がいいと思うな。あの〝言こと霊だま〟の力って危険すぎるんじゃない。善人の顔してるだけ、よけい質たちが悪いよ」

「君が心配することではありません」

「そう？　ボクの妖よう力りよくが封じられてもさ、やがて彼に受け入れられて、ゆくゆく子どもでも成したらどうなるかなあ？」

　くくく、と姫華は底そこ意い地じ悪く笑った。

「ボクの妖力と彼の霊れい能力を受け継ついだ子どもがどう育つか、楽しみだな！」

「まったくですね。度どし難がたい慈じ悲ひ深さです」

　みっちゃんは眼鏡めがねの奥の目線を床ゆかに落として、小さく吐はき捨てる。

「しかし寛かん大だいな処置を頼まれ、約束したのだから仕方がない」

「寛大な処置！　ボクがありがたがると思ったらキミの脳も疑うよ！」

「そんなことはまったく思いません」

　くい、とみっちゃんは眼鏡めがねのブリッジを上げる。レンズが酷こく薄はくな輝きを放った。

「私がこれから行うことを知れば、君は絶望するしかないでしょうから」

「えっ……」

「処置をほどこして、何らかの形で彼に返すとは約束しました。それが」

　すっとみっちゃんは顎あごを上げる。

　光が反射するレンズの奥から、凍いてつく瞳ひとみがかいま見えた。

　唾だ棄きすべき存在を見下し見下げる、容よう赦しやも慈悲も欠片かけらもないまなざしが。

「──どういう形かは、約束していませんよ」





☆★☆






「退去したのはいいんですけどね」

　広人は西洋館通りのメインストリートを、みんなと一いつ緒しよに歩きながらつぶやいた。

　時刻は夕暮れ間近。

　夏の陽ひが陰かげり、足元の影がアスファルトにゆっくりと伸のびていく。

　観光客はだいぶまばらになってきた。昼間の熱気も薄うすらいで、吹き渡る風が汗あせばむ額をそっと心地ここちよく撫なでて行き過ぎる。

「どうやって帰りましょうか、都内まで」

　途と方ほうに暮れて広人はため息をつき、手のひらの中の携帯を見下ろす。

「助けを呼べそうな人、知らないしなあ」

「歩いて帰るのはどうです、広人？」

　ねこがみさまはよたよた、よろけながら広ひろ人とにいった。なぜならば、

「はにゅぅ……ユキメ、へたばる一秒前ですぅ～ねこがみさま……」

　張り切って妖よう力りよくを使って疲れ果てたユキメにしがみつかれているので。

「菅すが原わら様の温情を期待した私が愚おろかでした。まさか勝手に帰れといわれるとは」

　守もり宮みやが沈ちん痛つうな面おも持もちでいった。広人は苦笑して答える。

「歩いて帰るのも無む謀ぼうですけど、実質２シーターのポルシェに五人は無謀……って」

　はたと広人は気づいてみんなを振り返ると、大きく目を瞠みはった。

「ミミさんは!?　ミミさんはどこなんですか！」

「えっ!?」

　ねこがみさまたち三人は慌あわてふためいて周囲をきょろきょろ見回す。

　広人の言葉どおり、ミミの姿はどこにも見えない。

　メインストリートを歩く人の中にも、並木道の木こ陰かげにも、ストリートに沿って続く館やかたのどこにも、ノースリーブの甘あまロリ服の少女はいなかった。

　ねこがみさまやユキメ、守もり宮みやは焦あせりも露あらわにいい募つのる。

「そんな、ついさっきまですぐ隣となりを歩いておりましたぞ」

「そ、そうですぅ。ほんと、ついさっきまでいましたよぉ」

「はぐれたのでしょうか。すぐさま手分けしてお探ししましょう」

「いえ、勝手の分からない場所で別行動はやめた方がいいです。それに」

　そういうと、広人は携帯を取り出して開き、地図アプリを立ち上げた。

「……俺おれ、たぶん心当たりがありますから」




　石造りの重じゆう厚こうな門に備え付けられた、繊せん細さいな彫刻のある鉄製の門もん扉ぴを広人は押し開ける。

　するとあふれる緑の中に、白い十字架かや記念碑ひが立ち並ぶ光景が目の前に開けた。

　広人はたった一人、この広い外国人墓地を歩く。

　高台にある見晴らしのいいここからは横よこ浜はまの街が一望できた。林立する高層ビル群に手が届きそうで、閑かん静せいで緑豊かなこの場所との対比がくっきりとしている。

　広人は歩きながら周囲を見渡し、木こ立だちの陰を見回し、十字架の背後をのぞき、木々の梢こずえを見上げて、ふとある地点で足を止めた。

「……ああ、ここにいたんですね」

　緑生おい茂る桜の木を見上げ、広人は声をかけた。

　しかし何の答えも反応も、なにかの音すら返ってこない。

　桜の木は小さな白い十字架の傍かたわらに植えられている。広人は十字架を見つめ、かすれた碑ひ文ぶんに目をこらし、それから思い切ったように桜の木に手をかけた。

「木登りなんて小学校以来だな。よ、っと」

　少しでも太い枝を選び、大きな幹のこぶを見定め、広ひろ人とは足がかりにする。なんとか生い茂る緑の梢こずえの天てつ辺ぺん近くまで登ると、広人は手近な枝に腰こし掛かけた。

「ミミさん」

　見上げて呼びかける頭上の枝には、ミミが逆さになって小さくしゃがみ込んでいる。

　こちらに背を向け、広人を拒こばむように。

「ねこがみさまたちが心配してます。帰りましょう」

　だがやはりどんな声も答えもない。

　広人は焦あせる様子もなく枝に腰掛け幹に背を預けて反応を待った。梢を吹く風を頰ほおに感じながら、夕ゆう陽ひの色に染まりゆく横よこ浜はまのビルを眺ながめやる。

「……駄だ目めですわ」

　小さなか細いささやきが返った。

「わたくし、鰹かつお屋やの家には戻りたくありませんの」

「なぜですか」

「あんな危険な存在──姫ひめ華かさんを信じて、招まねき入れてしまいましたもの」

「それをいうなら、俺おれだって改めて招いたじゃないですか。ミミさんは俺を姫華さんから守り、ねこがみさまを守ってくれた。解決の糸口まで作ってくれた。大活かつ躍やくですよ」

　広人は目を落とす。見下ろす地面までは意外に遠い。

「謝るなら、俺おれの方です。俺は……ミミさんに助けてくださいっていわれたのに、何もできなかった。姫華さんのことにもまったく気づけなかった」

「そんな！」

　ミミは顔を上げ、肩かた越ごしに振り返って叫さけんだ。

「気づいてましてよ。気を失っていた私を起こしてくださったじゃありませんの。姫華に命を奪うばわれる寸前、危ういところで救ってくださいましたわ」

「それだけですよ。全然、大したことじゃない。っていってもこれまで大したことをしてきたわけじゃないな、俺。いつもいつも、みんなに助けられてきた」

　ぽつりとこぼす広人のつぶやきは、遙はるか下方の地面へ落ちていった。

　しばし二人はそれぞれの視線の先を見つめながら時を過ごす。

「戻れない、じゃなくて戻りたくない、んですか。ミミさんは」

　は、と息を吸う音がした。その息に重ねるように広人は言葉を続ける。

「罪の意識で戻れないのでなく、他ほかに戻りたくない理由があるんですよね。どうか、それを教えてください。俺は……いや、俺だけじゃなくて外で待ってるみんなも」

　広人は梢を見上げ、静かに語りかけた。

「ミミさんを置いて帰るつもりは、毛もう頭とうありませんよ」

　しばし沈ちん黙もくが続く。だがやがて、すくとミミは枝に下がりながら立ち上がった。

　そして広ひろ人とに向き直り、逆さかさまのまま目を合わせる。

「……気がついて、しまいましたの」

「何を、です」

「姫ひめ華かは人の心を読んで操あやつるのですわ」

　ミミの声こわ音ねは沈しずみ、梢こずえの影に隠かくれて表情も分からない。

「操られて口から出る言葉は、大なり小なりその人の胸の内ですの。むろん、増ぞう幅ふくされてゆがめられてはいますけれど、でもある意味本音ですわ。ですから」

　くっとミミの喉のどが鳴るような音がした。言葉を発するのをためらうようなか細い音。

　そのためらいを押し出すかのごとく、ミミははっきりと告げた。

「あなたが〝好きな人がいる〟というのは、本当ですのね」

「──！」

　とっさに広人は言葉が返せない。さらにミミは強い口く調ちようで畳たたみかける。

「その好きな人、わたくしには分かっていますのよ」

「ミミさん……」

「姫華さんは偽いつわりの家族ごっこといってましたけれど、正しいかもしれませんわね。あなたが本当は好きな方がいらっしゃるのに、わたくしたちを〝家族〟という名で呼んでごまかして、一いつ緒しよに暮らしていくなんて。夜や刀とさんもユキメさんも……」

　わたくしも、という言葉は小さくて、広人には届かなかった。

「みんな、あなたのことを慕したっていますのに」

　広人は無言だった。まるでミミの言葉を待つように、じっと彼女を見つめるだけだ。

　ミミは耐えきれなくなったのか、一ひと際きわ声を大きくして言葉を投げつけた。

「本当は二人きりでお暮らしになりたいんでしょう。大好きな人と。大好きな……」

　一いつ瞬しゆんいいよどみ、それからミミは苦しげな声で告げた。

「大好きな、一番大切なねこが──」

「ねこがみさまは」

　言葉半ばを断ち切るように、広人は強い口く調ちようで答えた。

「俺おれの氏うじ神がみ様です」

　あまりに確信に満ちた声に、ミミは抗議しようとしてできなくなった。

　広人はミミから目を離はなさず、真まっ直すぐに答える。

「そうです。俺の神様です。そう決めて、俺は信じてきました」

「……そんな」

「ねこがみさまは、俺の神様であることがこの世にある意味なんです。だから俺は、その認識を絶対に覆くつがえしたくない。ひるがえすつもりもない。彼女は俺の大切な……」

　ぐっと広人はこぶしを握にぎり、自分にいい聞かせるようにいった。

「俺おれだけの、神様ですよ」

　夕ゆう闇やみが静かに降りてくる。梢こずえの二人を包み、十字架かの上にも降りてくる。

「俺は、みんなを失いたくない。今回のことで本当に思った。ねこがみさまだけじゃない、ミミさんや、夜や刀とさんや、ユキメさんや、守もり宮みやさんに、モサコさん。俺と暮らして、生活を共にして、短い間だけれど絆きずなを作り上げてきた家族を────壊こわしたくない、決して」

　握にぎったこぶしを見下ろし、広ひろ人とは苦しげに声を絞しぼり出した。

　ミミは何もいわない。ただ、沈ちん鬱うつな気配だけが夕闇に紛まぎれて感じられた。

　ふと広ひろ人とは気楽な調子に戻っていった。

「本音と建前ってありますけどね。俺、建前も本音だと思うんです」

「まあ……どうして」

「建前って〝こう見られたい〟〝上手うまく物事を運びたい〟なんていう望みが根っこにあるじゃないですか。その望みのために使う方便ですよね。だったら綺き麗れいな本音が建前でもですよ。そして口に出したくない本音は……実は実現したい望みじゃなかったりもする」

　ミミはしばし考え込むように目をそらす。

　広人は再び口く調ちようを落として、穏おだやかにいった。

「今日きようもいいましたね。俺の望みは、ミミさんが出て行かないことだって。だからミミさんが悩んで、迷っているなら、もう一度俺はいいますよ」

　広人はぐっとミミを見上げた。夕闇に暗くなる視界に目をこらし、〝言こと霊だま〟に頼らずとも、胸の想おもいが届くようにと祈いのりながら。

「どうか一いつ緒しよにいましょう。いえ、一緒にいてください」

　しばしの間まが生まれる。

「勝手ですわね」

　ミミはかつて自分だったものの骨が収められた十字架を見下ろし、寂さびしげにいった。

「先にいなくなっておしまいになるくせに。寿じゆ命みようの短い人間のくせして」

「そうですよ。俺は──悔くやしいけれど先にいなくなる。どんなにイヤでも。でも、それでも俺は諦あきらめたくないんです。俺の家族と……幸せになることを」

　広人は頭上に大きく手を差し伸のべる。

　桜の葉は陰かげから星の光がかすかに瞬またたき始めるのが見えた。

「ミミさん、一緒にいてください。大切にします。どうか俺と時を過ごしてください」

　まるで星の光に告げるように、広人は心の底からミミに告げた。




「俺の命が尽つきるその日まで、ずっと」




　言葉が響ひびいたその刹せつ那な、ミミが立つその場所からくぐもり、詰つまるような声が聞こえた。

　かと思った次の瞬しゆん間かん、ふわりとミミが反転して枝に降り立った。そして、

「広ひろ人と様……！」

　涙なみだ混まじりの声で、彼女は広人の名を呼んだ。

〝家や主ぬし〟ではなく、初めてまともに名前を呼ばれて、広人は慌あわてふためいた。

「ミ、ミミさん!?　ひ、広人様って広人様ってあの」

「わ、わたくしだって、わたくしだって」

　ひく、とすすり泣く声を上げながら、ミミは広人に力いっぱいしがみつく。

「広人様と、ねこがみさまや皆様と、ずっと……ずっと一いつ緒しよに暮らしたいですわ」

「じゃあ、そうしましょう。俺おれもそうしてくれたら嬉うれしいです」

　泣きじゃくるミミの背を優しく撫なでて、広人は語りかける。

「俺はみんなと、なんでもない日々を重ねていきたい。波乱があっても乗り越えて、それでもちゃんと家に帰って、狭せまくてもひとつのテーブルで、笑ってご飯はんを食べたいです」

「広人様……ええ」

「もしも俺がどうにかなっても」

　決意の光を瞳ひとみに宿し、広人は力強くいった。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっとみんなが幸せに暮らしていけるように、考えてますから」

　高い梢こずえで、二人は間近に見下ろすビル街のまばゆい灯あかりを背景に抱だき合う。

　広人の温かな胸に抱きつき、その鼓こ動どうに傷ついた心を慰なぐさめられながら、ミミは遠く過ぎ去ってしまったとある幸せな日々を思い返していた。







〝……なんでもない日々をね、重ねていきましょう〟

　姫ひめ華かを裏切り逃げ出して一ヶ月後。

　この墓地に隠かくれていた自分をおりんは迎えに来てくれた。

　かつて姫華の元にいて彼女を裏切ったという素性を隠かくし、ただの迷い妖あやかしとしておりんは自分を引き取った。

　ともに電車に乗り、穏おだやかな陽光降る川かわ縁べりを歩きながら、そのときおりんが使い魔またちと住んでいた家に向かいつつ、おりんはこう語って聞かせてくれたのだ。

〝たくさんのありふれた日々を。なんでもない、ごく普通でありふれていて、ちっとも格別じゃない日々を。一つ一つ、丁てい寧ねいに、みんなで積み重ねていきましょう〟

　頑かたくなに心を閉ざす自分を解ときほぐすように、おりんの声は優しかった。

　失われた人間としての暮らし。裏切って捨てた妖しとしての生活。

　どちらにも属することができず、二度と仲間も居い場ば所しよも得られないのだと、自分の墓を見つめて返らない日々を求めて得られずに絶望していた。

　そんな自分に、おりんは新たな生活を差し出してくれた。

　季節が巡めぐるごとに、おりんや使い魔またちと四季の行事を楽しんだ。

　川かわ縁べりをみんなで歩き、ささやかな自然の変化を慈いつくしんで、またそろって家に帰った。

　もう二度と同じには返らない、懐なつかしく慕したわしい日々と仲間たち……。

〝みんなで一いつ緒しよに明日あすを迎えて、当たり前の日々を過ごしましょう〟

　まぶしげに細める、皺しわ深ぶかいまなざし。

　いつしか年老いてしまったおりんの、しわがれていても慈じ愛あいにあふれる声こわ音ね。

〝そうしたらいつか、それは決して当たり前ではなくなるから……〟







　広ひろ人との鼓こ動どうがミミの耳じ朶だに響ひびく。

　強く確かな鼓動は、彼の若さと存在感とを示し、彼女を励はげます。

　いつか別れる日が来るとしても、彼となら怖こわくないかも知れない。

　彼となら──積み重ねる何でもない日々を、格別な宝物にできるはずだから。







　八月七日──二十四節気の立秋。







　大おお騒さわぎでハプニングばかりのバイトから、早一週間が過ぎた。

　結局あの後、途と中ちゆうでわれに返ったチーフや、ホテルで待ちぼうけを食らわせられた恭きよう子こ叔お母ばさんが西洋館通りまで迎えに来てくれて、無事広ひろ人とたちは都内に帰ることができた。

　夜や刀とや耀あき姫ひめ、涼りよう子こを乗せた車は散々あちこち行きつ戻もどりつしたあげく、広人の自宅で合流できて何事もなし。蚊帳かやの外になった耀姫や夜刀はこの上なく悔くやしがったけれど。

　ひかるとあやのからはその夜に電話があって謝罪を受けて、改めて、お互たがいの本心をきちんと話し合えた。

　ただ──美み薫かとだけは、いまだ話ができていない。

　メールも着信も拒きよ否ひされているのか、どれだけ試しても通じないのだ。

　それが広人にとって、いまもっとも重い悩みである。




「みんな、いま帰りましたよ。お待たせ」

「ただいまぁ、アイスたっくさん買ってきちゃいましたぁ。はぁ、暑かったぁ」

　広人と腕うで組ぐみして、白い日ひ傘がさを差したユキメが嬉うれしそうに奥へ声をかける。

「二人とも、お帰りなのです！」

　ねこがみさまが真っ先に飛んできてアイスの入ったビニール袋を受け取った。

「はぅはぅ、つっべたいのでありまする。早速みんなで食べま……ん？」

　袋をのぞき込み、ねこがみさまは眉まゆをひそめる。

「いちごかき氷、めろんかき氷、あずきかき氷……なぜにかき氷ばかりなのです？」

「ユキメさんのリクエストなんですよ」

　広ひろ人とは日ひ傘がさを畳たたんで傘置きにしまうと、ねこがみさまの頭をぽんぽんと叩たたいた。

　ユキメは先にクーラーの効いた部屋で「はぅ、エアコン天国ですぅ」と喜んでいる。

　甚右衛門じんえもんにモサコさんを預けた際、メイド部隊が故こ障しようしていたエアコンを修理してくれたのだ。おかげでみんなは文明の利器の恩恵を受けまくり。

　電気代のことは──まあ、来月の自分に青くなってもらおう、と広人は考える。

「このあいだ置いてっちゃったお詫わびに、全部ユキメさんの好きな物ってことで」

「ふむむむ、まあ、それなら納得いたしまするが」

　ねこがみさまはぴょこぴょこと猫ねこ耳みみを動かしながら、広人の後にくっついて歩く。

「鰹かつお節ぶし味あじのかき氷もあれば良かったのですぞ？」

「うぅう、俺おれはお勧めしたくないですけど、あずきかき氷に鰹節かけますか」

「素す晴ばらしい案なのです！　さっすが広人なのでありまする！」

「冗じよう談だんですよ！　絶対ミラクルな味がしますよ！」

　二人はかき氷満まん載さいの袋を持って六畳じようの部屋に入った。

「ああう、クーラー涼すずしい～毎年思うけど立りつ秋しゆうってほんと名ばかりだよなあ」

「仕方ありませぬ。昔の基準でありまするからして。みんな、かき氷ですぞ」

　部屋の真ん中では、耀あき姫ひめや夜や刀と、ミミにユキメがテーブルを囲んでなにかをのぞき込んでいる。モサコさんも爛らん々らんと目を輝かせ、テーブルに手をかけて伸のび上がっていた。

「まさか、これが、なのよ」

　夜刀がつぶやき、ユキメも感かん嘆たんしたようにつぶやく。

「これが姫ひめ華かさん、なんですかぁ」

　みなが囲んで見下ろしているのは────なんと、ジャンガリアンハムスター。

　こよりで作ったリボンの首輪をして、ケージの中でヒマワリの種たねをかじっている。

「菅すが原わら様に託たくされたんですわよね。でもどうして、ハムスター？」

　ミミは困こん惑わくもあらわに首をかしげて、姫華＝ハムスターを見下ろす。

「さーあ。悪さしてもモサコさんがいるからじゃない？」

　ハムスターに種をあげつつ、耀姫が憤ふん然ぜんといった。

「どんな形でもいいんでしょう、って超澄すまし気取った態度で渡されたし。ここまで運んでくるの大変だったんだからね。この暑い中こんなでっかいケージごとさ！」

　ぶすったれつつ結局運んできてくれた耀あき姫ひめに、広ひろ人とは笑いがこみ上げる。

「ありがとうございます、耀姫さん。かき氷食べてくださいよ」

「いわれなくても食べるし！」

　ねこがみさまがテーブルの端はしっこに置いた水すい滴てきのつく袋を耀姫はがさごそ探る。

　広人は横から手を伸のばし、かき氷を並べつつなんとはなしに訊きく。

「それよりバイト代ってもらっちゃって良かったんでしょうか」

「んー、いんじゃない。とりあえず誌面は更こう新しんできたみたいだし」

「俺おれはありがたいんですけどね。婆ばあちゃんの実家の静しず岡おかを訪ねる費用ができて」

　広人は安あん堵どの息をつきかけたが、次に聞こえた言葉にかき氷より凍こおり付いた。

「そいえば涼りよう子こちゃんが夏休みの合宿を静岡にしたいとかって」

　な、ん、だ、っ、て。

「はぁあっ!?　聞いてないそんなこと聞いてません！　あ、別の場所ですね、そうに決まってますよね！　静岡は縦たてにも横にも広いですからね、足あし柄がらインター越えると延々静岡が続いていつまでもいつまでも終わらないくらいの静岡県で人呼んで静岡時じ空くう」

「広人様、かき氷のスプーンはご入り用ですか」

　部屋の隅すみっこでひそかにエアコンの風を堪たん能のうしていた守もり宮みやがいった。

「え？　あ、ああ、いえ、おまけでスプーンつけてもらいましたから……って、あれ」

　聞きたくない事実から大きく目をそらし、広人は袋の中のスプーンを数える。

「変だな。一本足りない。スーパーで数え間違ったかな」

「うむ、ならばわれが鰹かつお節ぶしと一いつ緒しよにキッチンから持ってくるのです！」

「真剣に鰹節氷するつもりですか、ねこがみさま！」

　広人が止める声も聞かず、ねこがみさまはキッチンに出ていく。

「はう、廊ろう下かも暑いのでありまする……ん？」

　来客を告げるピンポンの音が廊下に鳴り響ひびき、ねこがみさまは猫ねこ耳みみをピンと立てた。

「おや、来客でありまするか。広人、われが出ますぞ」

　ねこがみさまは鰹節の袋を片手に、ティースプーンを口にくわえて玄げん関かんに飛んでいく。

　鍵かぎを外し、よいしょと重いドアを開けると、むわっと暑い空気が入り込んだ。

「うぅ、外ふぁ今日きようほ酷こく暑しよでありまふる。って、ふぁれ」

　スプーンをくわえているから変な口く調ちようになっているねこがみさまは、外にいた来客に大きく目を見開いた。

　それは、淡あわい水色のワンピース姿の美み薫かだった。

　この暑さにもかかわらず汗あせひとつかかずに、彼女は唇くちびるを引き締しめて立っている。

　意外な客にねこがみさまはスプーンをくわえたまま意味不明な喜びの声を上げた。

「ふぁ、ふぁすぐぁ！　おひはひぶりなのでありまふるぞっ！」

「ちょうど良かったわ。あなたにお願いがあってきたの」

　喜き色しよく満まん面めんでいまにも飛びつこうとするねこがみさまの耳に響ひびいたのは、

「ごめんなさい。以前の約束、破ることになるから、いいにくかったけれど」

　切なく震ふるえる美薫の言葉だった。

「あの嫁よめ名めい簿ぼの私のファイル、抹まつ消しようして欲しいの。私、私……やっぱり」

　美薫はきゅっと唇くちびるを嚙かむと、ふいに堰せき止めていた感情を決けつ壊かいさせるようにいい放った。




「私、広ひろ人との嫁よめにはやっぱり、なれない……！」




　呆ぼう然ぜんとして、ねこがみさまは口を開ける。

　スプーンがコンクリートの三和土たたきに落ち、澄すんで固い音を奏かなでた。




　ただいまの嫁人数……七十五名、プラス二匹ひき、そしてマイナス一名？
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　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　水着回です。ついに水着回です！　待ちに待った（主に作者が）水着回ですよ!!

　でも発刊は一月です。後書きを書いてる最中に初雪観測ニュースが飛び込んできました。

　しかし水着回は楽しいですね。一年中水着回でもいいと思うぐらいです。

　資料として堂々と水着画像を収集できるのも素す晴ばらしいです。

　うっかり明日あした自分がどうにかなりＰＣチェックされて「資料」フォルダにアイドル水着画像がてんこ盛りだったとしても「まあ資料なら仕方がない」と家族も納得してくれるはずです。水着なのか全裸なのか分からないグラドル画像があっても納得してくれるはずです。はずだ。




　以下は謝辞です。

　担たん当とうの湯ゆ浅あさ様。数年ぶりにお会いしましたが、お元気そうで嬉うれしかったです！　しかしこんなにお世話になっているのに数年ぶりという不義理っぷりが恐きよう縮しゆくで……。

　編集の土つち屋や様。やっと直接顔を合わせてご挨あい拶さつできました。そしてやはりこんなにお世話になっているのに初対面という引きこもりっぷりがお恥はずかしい。

　イラストのごまさとし様。待ってましたっああぁ！　ごまさんの水着ヒロインズ！　もうほんと、毎巻水着でいいくらいですよ。姫ひめ華かのデザインも素晴らしかったです。

　出版に携たずさわるアスキー・メディアワークスの関係者の皆様。

　修しゆ羅ら場ばの時もそうでないときも、常に励はげましてくれる大切な家族や友人の皆様。

　いつも、ありがとうございます。




　そして、この本を手に取ってくださった方々へ。

　五巻までたどりつけたのは皆様のおかげです。本当に、ありがとうございます！

　このシリーズを一番に支えてくださっている皆様に、少しでも楽しんでいただけたなら、やっぱりそれが何よりの感激。何度でも、感謝の言葉を記したいです。




　今回は水着水着ばっかりいってますが、書きたいテーマや込められた想おもいはひとつで、そこを少しでもお伝えできたなら、嬉しいな。

　さて、次は夏祭りで浴衣ゆかただ！　……という希望に近い予定をひっそりと付け加えつつ。





二〇一一年十一月　　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

ついにカレーネタが尽きて、画像は名古屋で食べた『ひつまぶし』。凶悪に美味しかったです。
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イラスト／ごまさとし

ねこがみさまを描き始めてからの念願かなって兄妹子猫を飼う事になりましたっ！　２匹でじゃれあってくれていれば楽出来るかな～と思ったのが大間違い。花瓶は割れ鉢は倒されカーテンはボロボロ…。毎日お片付けです。
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